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はじめに

ある女性との不思議な出会いから、古代史について、間違って伝えられた部分を明らかにする必要が出てきてしまった。特に、縄文末期から弥生時代、さらに邪馬台国を経てヤマト王権が確立されていく時代についての歴史である。それは、以下に挙げることがわかってきたからだ。
(1)縄文時代を通して日本では、自然と共に生き、自然の中に神を見るという生き方をしてきた。
ところが、その後、渡来した稲作人によって、本来の生き方離れてしまった。
日本にとって、世界にとって本来の生き方を取り戻すことが重要である。
(2)『古事記』と『日本書紀』（両者合わせて『記紀』と呼ぶ）が、時の権力者に都合の良いように編纂されていく過程で、意図的に歴史的事実から大きくかけ離れたものにされた。
(3)ヤマト王権が確立されていく過程で、数多くの部族が殺されたり、その祭祀権を奪われたり、祀る対象を強制的に変えさせられたり、部族の歴史を書き換えさせられたりした。
(4)多くの人が怨念を抱いたまま死に、その祟りを恐れる人々に封印されて、今に至っている。
・中国ですら266年から413年までの150年間は記録がないという問題がある。これは、ちょうど邪馬台固から初期ヤマト王権の時代への過渡期に当たる重要な時期だ。
・そのため、この時代については、何百年も後の8世紀になって書かれた『古事記』と『日本書紀』（両者合わせて『記紀』と呼ぶ）と、遺跡などの考古学的な調査結果を基に、推論するというのが一般的な方法論になっている。
ただ、『記紀』は、それを編纂する過程で、時の権力者に都合の良いように手を加えられている可能性が大きい上に、神話的童素もたぶんにあるため、歴史学者からは学術資料とみなされない場合が多い。
・そういうこともあり、偽書とされている『先代旧事本紀（せんだいくじほんぎ）』を資料として積極的に活用するアマチュア研究者も多い。
・また、考古学的な調査にしても、制約がある。この時代の遺跡というと古噴が大きなウエイトを占めるが、ほとんどの重要な古墳は、天皇の陵墓である可能性が高いため、宮内庁の管理下にあり、十分な学術的調査が行なわれていないという現状がある。こういった古墳の調査が行なわれれば、通説が大きく書き換えられる可能性は十分にあると思う。
・このように邪馬台国からヤマト王権が確立されていく時代については、信ぴょう性の高い文献資料が乏しく、推論の余地が大きいのである。そのため、昔からアマチュア研究者が大胆な仮説を唱えるということが可能になっている。
　本書は、縄文末期から大和に王権が成立するまでの時代について、これまでとはまったく異なる方法で得た情報を基にして解明している。その方法とは、高次意識存在との交信である。
特にトートと呼ばれる存在との交信である。
と書くと、引いてしまう人も多いと思う。
　ただ、これは、邪馬台国やそれ以前の時代にはごく一般的な方法だった。巫女ヤシャーマンが神がかりになってご神託を受け取るのである。そういう時代を推論するのであるから、その時代の方法をとってもいいのではないだろうか。
　重要な点は、得られた情報をどう使うかだと思う。とるに足らないものとして、捨て去るか、あるいは、内容如何によっては検討の価値ありと見なすか。その辺は、読者の皆さんにお任せするしかないだろう。
　ひとつの仮説として読んでいただければと思う。
　本書はこれまでわからなかった以下のことがらに対する答えを提供する。
本書を執筆することでわかってきたことは、ヤマト王権が確立されていく過程についての歴史が、『古事記』や『日本書紀』によって誤って伝えられていることである。

また、その過程で多くの人が恨みを持ったまま死んだこと、そして、その祟りを恐れる権力者たちによって封印されてきたということである。その封印の儀式はいまだに執り行なわれているのだ。
これは何も遠い過去に起こった話として捨て置いていい話ではない。この封印された人たちにとっては今なお現実であり、彼らの持つ恐れや恨みというネガティブな感情のエネルギーは、日本のアセンションにとって大きな重石になっている。
今、重要なことは、隠された古代史を明らかにし、今なお執り行なわれる封印の儀式をやめ、閉じ込められている多くの人たちを解き放つことである。
そうすることが、日本のアセンションにとって急務であると思う。
　さらに言えば、こういうことを通して、日本人が本来持っていた、自然と共に生き、自然の中に神を見るという生き方を取り戻すこと、それが今、一番急がれていると思う。
実はそういう生き方は、日本人の心の底に今も脈々と息づいている。それこそがアセンション後の生き方であり、それを示すことが日本人の役割ではないだろうか。

（１）邪馬台国はどこにあったか
（２）卑弥呼はだれか、ヤマトトトヒモモソヒメとの関係は？
（３）箸墓古墳は誰の墓か
（４）アマテラス族（後に天皇家になる氏族）はどこから来たか
（５）ヤマト王権はいかにして作られたか
（６）ニギハヤヒは古代の大王だったのか
（７）『先代旧事本紀』に書かれたニギハヤヒの話は本当か
（８）物部氏とヤマト王権の関係は？
（９）天照大神は初めから皇祖だったのか
（10）どういう経緯で伊勢に天照大神を祀ることになったのか
（11）伊勢神宮には天照大神を祀る内宮と豊受大神を祀る外宮があるのはなぜか
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おわりに
ここまで未知の領域を探索してきている。
あるいは何かに導かれるような感じで、そして、今回は、日本の古代史について探求することになった。これまでもそうだったが、不思議で思わぬ出会いが起こり、その結果、新た探索が始まるのである。
ことの発端はこうである。
バシャールとの対談でバシャールからフラクタル・アンテナというパターンのついたピラミッドなら、2～3メートル？？の大きさでもエジプトの大ピラミッドと同じ効果があると教わる。
そこで、2009年に2メートルほどの大きさのピラミッドを実際に作成し、その中でへミシンクを聴く実験を始めた。その途中経過については『ピラミッド体験』（ハート出版）に書かれているので、既に読まれた方もいらっしやるかもしれない。
この本に書いたのだが、ピラミッド内での声を出すワークが、アセンションのプロセスを促す効果があるということがわかってきた。
ディアナという存在との交信でこういった情報を得たのだが、ディアナが言うところでは、
（1）「ナルポイント」という意識状態（仏教で言うところの「空」に相当する）に至った後、
ある特殊な言葉（マントラ）　を唱えると「覚醒」する。アセンションするには覚醒することが必要である。
（2）　こちら側の、創造的エネルギーが現出した世界と、向こう側の現出する前の世界との間に薄膜があり、それがあるマントラ(特定の振動数の声)によって開くと、向こう側へ行くことができる。それを覚醒という。
（3）覚醒すると本当の自分、つまり「大いなるすべて」と、本来一体だったことを思い出す。
つまり、こちら側の夢の世界から目覚める。
（4）ディアナは観音菩薩であり、インドでシャーリプトラにこの方法を教えたことがある。
それが「般若心経」として伝えられるものであり、そこに出てくる掲諦掲諦（ギヤーテーギヤーテー）で始まるマントラが覚醒のためのマントラだ。
ただし、自分に合った言葉を探すことが必要だ。
単に声を発するだけでなく、声によって肉体と非物質の体が振動することがどうも重要で、そうなるには全身全霊を傾けて声を出すことが必要らしかった。
そこでピラミッド内でいろいろと声を発する実験を始めたのだが、発声というこれまでまったく縁のなかったことをいくらやっても効果がさっぱりわからず、行き詰まりを感じるようになった。誰か音楽家でそういうことができる人はいないものかと思案するようになっていた。
そういうときに出会ったのが森岡万貴さんである。
2010年2月24日、私は午後7時から8時まで東京のアイリーカレッジというところで講演をした。8時から9時までは川嶋朗氏の講演があり、9時から30分ほどパネルデイスカッションを行なった。その後、一番前の席に座って熱心に聴いていた30代の女性が質問しに来た。
それが森岡万貴さんだった。
そのときのことを彼女は後で次のように書いている。
会場で、坂本政道氏を初めて拝見したときの感覚は、不思議なものでした。
わたしは実は、とても人見知りなのですが、この人に関しては、なぜか無条件に心が開きました。
講演の後、すぐ近くを通られたので、勇気を出して、お声をかけてみました。
「初めまして。森岡万貴と申します。わたしは音楽家なのですが…。
ええっと、ピラミッドを使って振動数を上げる方法を研究しておられると、バシャールとの本（『バシャール×坂本政道』のこと）で読んだのですが、それに関してアイデアがあります。ピラミッドの中で、ある“声”を出して、積極的に高い周波数と共鳴すれば、肉体と精神の周波数を同時に上げることが可能ではないか、と思うのですが……」
それを聞いた坂本さんの反応は、こちらもビックリするくらいのリアクションでした。
「ええっ！　どうしてそれをご存じなんですか？　誰にも言ってないのに。今、まさに、その実験をしているところなんです!!」
ああこれは。やられたな、上（高次の意識）がコーディネートしたなと直観で判りました。
　彼女は東京芸大出の音楽家で、ビブラフォンという打楽器を専門にしているとのことだった。歌も歌い、ビブラフォンの弾き語りというものをやるとのこと。さらに、興味深いことには、声で体を響かせることで、体から抜ける体験をしているという。
　まさに私が探していた音楽家が目の前に現れたのだ。絶妙のタイミングだったので、彼女が書いているように、私も上のほうでアレンジしたなと心の中で思った。
　講演会の後、参加者との親睦会があり、隣に彼女が座ったので、さらに話をする機会を持た。
彼女は、一時期、心の中で声が聞こえ、気が変になりそうで、コンサートなど活動を一切の活動をやめていたそうだ。声の主は、古代日本の女神とのこと。
　この女神は、私がときどき交信するデイアナという存在と同じである可能性があった。
デイアナによれば、デイアナは世界のさまざま地域で古来より神的な存在として知覚されていて、それぞれ別々の名前で呼ばれているとのことだ。たとえば、古代エジプトではイシス、シュメールではイナンナ、ローマではデイアナ、ペルシャではアナーヒーターなど。
古代日本でも、女神として認識されていたと以前デイアナから言われたことがあった。（詳しくは拙著『屋久島でへミシンク』（アメーバブックス新社）p21。）
私と万貴さんが交信する相手が同じだとすれば、この出会いがあったこともうなずける。ちょうど声の振動を使うワークを研究するために、同じようなことをやっている音楽家と知り合いになりたいと思っていた矢先に、こういう出会いがあったというのは、そういうことでもない限り考えられない。
そうは言うものの、初対面のこの女性といっしょに声を使う実験を行なうべきかどうか、この段階ではまだ決めかねていた。失礼な表現ではあるが、その手のちょっと危ない女性という可能性がないこともなかったからだ。
というのは、セミナーを開催したり、本を書く活動をしていると、いろいろな方からお手紙をいただくことが多い。真面目なものが大半なのだが、中にはかなり怪しいものがある。世間から見れば私も怪しい内に入るのかもしれないが、そういう私の目から見ても相当怪しい（？）
のである。
　なので、この出会いがあった後、即断せず、しばし時間をおくことにした。たいてい時間を置くと、自然にわかってくるものだ。ダメな場合は何か気が進まないが、いい場合は前向きになってくる。
　しばらくして出た結論はGOだった。彼女といっしょに実験を進めることにした。出会い方が出会い方だっただけに、上のほうの導きがあると思えた。
モンローは体外離脱という方法で死後世界を何度も探訪したのだが、その過程で、彼個人がそれまでに持っていた価値観や物の見方が大きく変貌した。
　彼が体験を通して見出したことを以下に列挙してみよう。
①人はは死後も生き続ける。死後にはさまざま世界がある。つまり、死後は無ではない。
人の命は永遠だ。
②人生は今回だけでない。数限りない回数を生きてきている。我々は過去のどこかの段階で地球へやってきて、それ以来何度となくこの地球上で生を得て生きてきた。地球は学習のための学校のようなものである。学習を終えたら卒業して出ていくべきところである。
③自分分は数限りないほどの生を体験してきたが、そのすべての生が時間と空間を超えて存在し、その総体としての大きな自分が存在する。彼はこれをI/There(アイゼア）、向こうの自分と呼んだ。
④I／Thereの中の代表格のような存在が10名ほどいる。そういう存在がガイドとなって人生を導いてきてくれていた。その集団を彼はエクスコム（代表委員会）と呼んだ。
⑤生命存在は地球上だけでなく、他の多くの天体や非物質の世界にも多数いる。
⑥多くの地球外生命体が地球の非物質世界に集まってきていて、今地球で起こりつつある大変化を観察している。それは非常にまれな出来事で、宇宙中の興味を惹いている（今ではこの大変化はアセンションと呼ばれている）。
⑦この宇宙のあらゆるものを創造した、そして今なお創造しつつある源がある。それは我々の認識をはるかに凌駕している。
　モンローはこういったことがらを自らの体験を通して知った。そして知ることが彼に大きな変革をもたらしたのだ。モンローは他の人にも彼と同じような視点から世界を見られるようになってもらいたいと思ったのだが、そうするには各自が自らモンローと同じような体験をする以外に手段がないことがわかった。
　そこで、モンローはそれを可能にする方法を探求し、その結果としてヘミシンクを開発したのだ。つまり、ヘミシンクは人が自ら未知領域を探索し体験することを可能にする技術といえる。もちろんへミシンクを聴いた人がみなすぐにモンローと同じ体験ができるわけではない。ヘミシンクはスポーツと似たところがあり、段階を踏んで練習していくことがとても重要である。
書き換えられた日本史の古代史
2010年３月３日、千葉にある研究施設にある研究施設のほうへ森岡万貴さんに来てもらい、彼女からさらに詳しく話を何うとともに、ピラミッド内での声を使った実験を開始した。
その後、彼女との共同実験は進んでいき、声を使ったワークについてそれなりの成果が出てきたのだが、それについてはまた別の本に書くことにしたい。
本書では、それとは別に、古代史に関わることのみをお話していくことにする。
3月3日のミーティングで、彼女はそれまでの経緯と、先ほどの女神から教わったことを話してくれた。
実は、この日本古来の女神というのは観音菩薩でもあると万貴さんは言う。つまり、私がつながることがあるデイアナと同じ存在に彼女もつながっていたのだ。
彼女は前からライブなどで歌を歌ったり、声明(しょうみょう)を唱えたりするとき、自分は一歩後ろに退いて、何か大きな女神的存在が自分の肉体を使って声を出していた。それは観音だった。でもそれは本来の自分でもあり、どの人の中にもいるそうだ。
千葉の研究施設の一室で、彼女は観音や他の何人かの存在から得た情報を一挙に堰を切るように話した。私は調書をとる警察官のように、彼女の言うままをパソコンに記録していった。
情報はストレートにもらうというよりは、謎を解いてゆくという形でもらう場合が多いようだ。ある場所へ導かれたり、断片的な情報をもらったりして、調べていくと、あるとき全体像がつかめるという。
　そうして得た情報は要約すると次のような驚くべきことがらだった。
（1）天武天皇のころに日本古来の多くの神的な存在たちが封印された。聖徳太子も封印された。ただ、最近になって、徳之島の松堂玖邇(しょうどうくに)というシャーマン（呪女：のろ）が聖徳太子の封印を解いたという。
（2）女性的な神的存在（水の女神‥瀬尾律姫、白山姫、アラハバキといういくつかの名前で呼ばれる）も封印された。
（3）古事記と日本書紀には、本当の歴史が善かれていない。
（4）もっと多くの神々が各地にいたのを、天照大御神　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(あまてらすおおみかみ)の系統に統一した。縄文からの信仰も封印された。
（5）十一面観音の形に封印している。封印したことをわびる供養を東大寺二月堂の修二会（しゅにえ）で752年以来毎年やっている。「お水取り」とも呼ばれる。十一面観音にお供えする水を汲むという儀式が最大の秘儀。正式名称は十一面悔過法(じゅういちめんけかほう)という。
（6）三輪山の大神神社に関連するニギハヤヒという大君がいて、古代にニギハヤヒ王朝があったが、これも封印されている。それは未だに公表されていない。ニギハヤヒを鎮魂する儀式を新嘗祭の前日の11月22日に宮中で行なっている。
（7）三輪山にはシリウス人が関係している。三輪山はデイアナ・観音も関連している。
（8）日本がアセンションに向けて振動数を上げていくには、いろいろ封印されている存在を解き放つ必要がある。
（9）森岡さんはそれをやる必要を感じるが、マス（私のこと）といっしょにやればはるかに大きな効果が得られる。
（10）日本の歴史に真実の光を当てる必要がある。それはマスの仕事。
（11）上のほう（高次の存在たち）はマスに奈良の三輪山に行ってほしいようだ。
私は古代史に興味は持っていたが、突然このような話をされて面食らった。彼女とはピラミッド内での声を使った実験をしていくために出会ったと思っていた。
もちろんそういう面がメインであることは変わりないのだろうが、それにしても日本の古代の歴史を正すとか言われても、それをやるのが何故私なのか、まったくぴんと来なかった。
ただ、囚われている人たちや生命体を解放するということなら、それほど唐突な話ではなかった。というのは、2009年10月に屋久島に行ったときの経験があったからだ。というのは、2009年10月に屋久島に行ったときの経験があったからだ。
　詳しくは『屋久島でへミシンク』に書いたが、そのときもひょんなことから屋久島へ行く話になり、結果的にそれに大きな意味があったことが後でわかった。
　屋久島に結界を張って隠れ住んでいる地球外生命体たちがいて、彼らを解放したのだ。
　彼らは元々オリオン座の方向にある星系の王族たちだった。かなり意識レベルの高い存在たちだったが、太古に起こったオリオン大戦と呼ばれる戦いに巻き込まれ、ネガティブな宇宙人たちから逃れ、プレアデス星団経由で地球にやってきたのだ。
　そして屋久島全体に山々を造り、結界を張り、その中にひっそりと隠れ住んでいた。屋久島で木々や動物たちを子供のように育み、ひとつの生命系として維持してきた。
私が導かれるようにして屋久島へ行くと、それが引き金になって自ら作っていた結界を解き、上の世界へと戻っていったのだった。
彼らはディアナと強いつながりのある生命体たちで、その関連で私が呼ばれたようだった。
こういう体験があったので、封印されている存在たちを解き放つ必要があるというのは、理解できないことはなかった。
それにしても、なぜまた私なのか、という疑問は残った。
万貴さんとはそれ以降も定期的に会い、ピラミッド内での実験を続けていった。彼女から三輪山行きの話はずっと放っておいた。
デイアナに尋ねる（P28）
　半年が経ち、その年（2010年）も11月になった。
私はモンロー研究所の公認レジデンシャル・ファシリテーターとして定期的にモンロー研公式へミシンク・プログラムを開催している。アメリカのモンロー研の施設を使うプログラムを年に1回ないし2回、小淵沢のルラシュという宿泊施設を使うプログラムを6回から7回開催している。それぞれ6日間の宿泊型セミナーである。詳しくはコラムをご覧いただきたい。
毎年、特に秋にライフラインからスターラインズⅡまでを集中的に開催している。
この年も9月のライフラインとエクスプロレーション27に続いて、11月にスターラインズとスターラインズⅡを小淵沢で開催した。
その際、フォーカス42という高次の意識レベルで、デイアナ（観音）に会う機会が何度かあった。デイアナとはいろいろなことを話したのだが、三輪山のことを思い出したので、あるセッションで聞いてみた。
Q:「どうして三輪山に行くことが重要なのですか」
A:「屋久島と似たケースです。三輪山には封印されたエネルギーと人たちがいます。これを解放することが日本にとって、ひいては、人類全体のアセンションにとって重要なのです。14万4千人という人数にとっても意味があるのです」
Q:「三輪山はどういうところなんですか」
A:「初めにシリウス系の人たちがいたが、後で、オリオン系の子孫が侵略してきました」
ということで、やはり三輪山に登ることが大きな意味があるとのことだった。
ここで14万4千人とは、バシャールが『バシャール×坂本政道』（VOICE）の中で、2012年に全世界で目覚める人の数として挙げている数である。目覚めるとは、アセンションして上の意識レベルへ上がることを意味する。
つまり、デイアナ（観音）によると、我々がアセンションしてゆくには、三輪山に封印されたエネルギーと人たちを解放することが殊に重要だということなのだ。だから、何が何でも早い時期に三輪山に登ってほしいというわけだ。やはり、行かなければならないらしかった。
コラム/日本で開催されるモンロー研究所プログラム
日本で開催される宿泊型のモンロー研プログラムは5種類ある。順番に参加するように作られていて、段階を追ってより高い意識レベルを体験できるようになっている。
①ゲートウェイ・ヴォエッジと呼ばれる入門コースではへミシンクの基礎を学び、フォーカス10、12、15、21と呼ばれる変性意識状態を体験する。こういった状態では、知覚が広がって、空間的な束縛から自由になり、さらに時間的な束縛から自由になり、この世とあの世の境界領域までを体験することが可能となる。
②ライフラインでは、死後世界（フォーカス23から27）を探索し、囚われている人を救出し、より自由度の高い領域（フォーカス27）へと導くことを行なう。
③エクスプロレーンョン27では、死後世界の中のフォーカス27と呼ばれる領域を探索し、人は死んだ後、どういうプロセスを経て生まれ変わるのかについての理解を深める。また、フォーカス34／35という地球生命系への出入り口の領域を探索し、そこに集まっている地球外生命体と交信したり、時空を超えて存在する大きな自分を知ったりする。また、地球コアを探索し、地球を維持運営する知的生命体と交信する。
④スターラインズでは、フォーカス42、49という意識状態を体験し、地球外のさまざまな天体にいる自分の分身たちやそれらの集合意識としての大きな自分を把握する。その範囲は銀河系を越え、他の銀河までをも含むような領域である。さらにフォーカス49を超えて、より広範な宇宙に広がる自分を体験する機会がある。フォーカス42や49という意識レベルでは、歴史上、神と把握されてきたような存在たちに会うことができる。たとえば、観音、大天使ミカエル、古代エジプトの神トートなどである。
⑤スターラインズⅡでは、スターラインズと同様フォーカス42、49やさらに高い領域を探索するが、特にアセンションという観点に重点を置いている。
第２章　三輪山で驚くべき体験が待っていた
前置きがかかなり長くなったが、こういう経緯で奈良の三輪山へ行くことになった。
2011年2月23日（水）、万貴さんとの初めての出会いが2010年2月24日だったので、ちょうど1年目の日。奈良へ向かう。1泊2日で三輪山だけでなく、周囲にある古墳もめぐり、さらに足を延ばして飛鳥も訪れることになっていた。
その日は快晴で、暖かく、3月末から4月上旬の気温だった。
以下に、そのときとった記録に若干の修正を加えて記載することにする。日記風の書き方のほうが臨場感があるので、ここではそうすることにする。
東京発6：43分の新幹線で京都へ。さらにJR奈良線に乗り換え、JR奈良駅へ向かう。奈良に行くには近鉄を使ったほうが便利なのだが、JR奈良駅での待ち合わせなので、JRを使うことにした。
途中の駅で「上り電車を待つ」というアナウンスがあり、奈良線が単線だと初めて気付いた。
京都から出る線が単線とは驚きだ。どうりで線路周辺の景色が、近鉄沿線の賑わいとは打って変わって、どこかのどかで田舎風なわけだ。
10時過ぎに奈良駅着。
改札口で森岡万貴さんが待っていた。彼女は今ではめずらしいストレートヘアのおかっぱ（？）で、一重の切れ長の目をした、ちょっと古風な雰囲気のある女性だ。
　閑散とした駅構内を歩いて出ると、すぐ隣が日航ホテルだ。今晩の宿泊はここだ。
　ホテルのフロントに荷物を預けた後、レンタカー屋へ向かう。軽自動車を借りる。ダイハツのミラ。
　人生で初めて「軽」を運転した。中は意外と広い。走りもキビキビしていて、思っていた以上に軽快だ。どうりで世の中、「軽」があふれているわけだ。
　これで一路、南へ向かう。彼女の案内で、三輪山へ登るのだが、その前に、そばにある有名な箸墓(はしはか)古墳を見ることにした。　　　　　　　
　冬枯れの田園風景が続く中を走っていく。途中、崇神(すじん)天皇陵へしばし立ち寄り、その後、景行(けいこう)天皇陵を左手に見ながら南進する。
　このあたりは巨大な古墳だらけだ。ヤマト王朝が始まったばかりの三輪王朝と呼ばれる時代の天皇の古墳と比定される古墳が居並ぶ。ただ、本当にその天皇の陵墓なのか実のところ誰にもわからない。実際、江戸時代には景行天皇陵と崇神天皇陵は逆に比定されていた。
ところで、比定という言葉を歴史学では使う。否定ではない。これだろうととりあえず推定することを意味する。　　　　
比定の正確さはともかくとして、このあたりに初期のヤマト王朝があったことは事実だ。
それにしても古墳の巨大さにはあきれるばかりだ。地元の人たちにとっては見慣れた景色なのかもしれないが、千葉県から来た身としては、こういう中で日々生活するということは、それだけで潜意識的に何か違うものがあると思えてならない。
箸墓古墳
著墓古墳に着いた。
畑の中にそこだけ木の生い茂った巨大な山だ。ここからは古墳だと言われなければわからないだろう。中には入れないので、左側の線をぐるっと回っていく。
しばらく線に沿つて歩くと、行き止まりになった。古墳の左側は貯水池になっていて、そこから先へは行けないのだ。ただ、そこからだともう少し全貌が見える。それにしても巨大だ。
2012⑥グーグルアース。箸墓古墳周辺　写真資料によると、全長278メートル、高さ30メートルである。戦艦大和が全長263メートルあったから、それとほぼ同じ長さだ。と言っても、それじゃ大きさを把握するいい例にならないかもしれないが。
　これほどのものを古代の人はどうやって造ったのか。昼は人が造り、夜は神が造ったと言われているが、宇宙人の手助けがあったというのだろうか。
　この古墳は卑弥呼の墓ではないかと言われるようになってきている。卑弥呼とは『魂志倭人伝』に登場する邪馬台国の女王である。
　これまで箸墓古墳が造られたのは古墳時代の初めであり、3世紀末から4世紀初頭と考えられてきた。そのため、卑弥呼の没年（248年ごろ）とは合わないとされていた。
　ところが、近年行なわれた年輪年代法や炭素年代測定法による年代推定から、古墳時代の開始年代を従来よりも早める説が有力になり、箸墓古墳の築造年代が卑弥呼の没年に近い3世紀中ごろから後半と見る説が有力になってきた。そのため、がぜん箸墓古墳＝卑弥呼の墓説が注目されるようになったのである。
　ただし、測定法について異論もあり、卑弥呼の墓と断定するのに未だに根強い反論があるのも事実である。
　なお、宮内庁は、第7代孝霊(こうれい)天皇の皇女、倭迩連日百襲媛命(やまとととひももそひめのみこと)の墓とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　とても長い名前だ。15字もある。この時代の人はみな長い名前がついている。正確に発音するだけでも骨が折れる。古代の人は普段からこういう名前で呼び合っていたのだろうか。
　最近の銀行名もいろいろ合併した結果、かなり長くなった。カタカナ書きすると、たとえば、
ミツビシトウキョウユーエフジュイギンコウ。20字もある。欧米にはモーガン・スタンレー・スミス・バーニーという銀行（？）もある。
　同様に、ヤマトトトヒモモソヒメノミコトもいくつかの要素が合体した結果なのかもしれない。
一説によると、大和のトトビ（鳥飛び）という意味で、霊魂が身体から離脱して空中を鳥のように飛んでゆくスタイルの巫女だったという。つまり昔から巫女は体外離脱をやっていたということになる。なにやら親近感を感じる。
それじゃ、百襲（モモソ）はどういう意味だろうか。
箸墓伝説
箸墓古墳にはヤマトトヒモモソヒメに関連する有名な箸墓伝説がある。『日本書紀』の崇神天皇の条に、次のように書かれている。
倭迩連日百襲媛命は三輪山の大物主神の妻になるが、夫は夜に通ってくるだけで、その顔を見ることができなかった。そこで大物主神にぜひ顔を見せてくださいとお願いする。
すると大物主神は、「翌朝お前の櫛箱に入っていることにしよう」と言った。彼女は奇妙なことを言うものだと思いながらも朝まで待ち、櫛箱を開けてみると、美麗な小蛇が中にいた。それを見て彼女は大いに驚き叫び声をあげた。すると神は恥じてすぐに人間に変身すると、「お前は私に恥をかかせた。今度はお前に恥をかかせよう」と言うと、大空に飛び上がって三輪山に登っていった。それを見て、彼女は後悔のあまりそこへ座り込むと、箸で
ほと（陰部）を突いて亡くなってしまった。そのため、倭迩碧口百襲媛命が葬られた墓は箸墓と呼ばれるようになった。
万貴さんは、箸墓古墳では多くの若い巫女が王権が変わった際に殺され、まだ成仏できていないと言う。だから、箸墓は卑弥呼の墓ではなく、別の巫女たちの墓だと言う。
彼女も巫女のひとりだったが、彼女の降した神託の結果、大勢の巫女が死ぬ羽目になった。
彼女自身は死ななかった。その後悔の念を未だに引きずっているとのことだ。
彼女が言うには、巫女たちの殺され方が残酷だ。当時はみな陰部を鋭い剣で刺されたという。
箸墓伝説で倭遽晋百襲媛命が陰部を突いて死んだというのは、大勢の巫女たちが陰部を刺されて殺されたことを象徴的に語っているのだろうか。
「百襲（モモソ）」とは、大勢の巫女が殺されたことに関連しているのだろうか。
今回の旅は、この箸墓古墳とも大いに関連があるように思える。
いざ三輪山へ
その後、有名な三輪そうめんを食した後、いよいよ、三輪山へ向かう。三輪そうめんの三輪が三輪山から来ているとは知らなかった。
実は三輪山は遠くからでも良く見える。大和盆地の東部を南北に連富丘陵地は古くから青垣山と呼ばれていた。その中でひときわ形の整った山が三輪山である。標高467メートルあり、一面木々に覆われている円錐状の美しい山だ。
高さ20メートルはある黒い鉄製（？）の鳥居の下を車で通過し、道路わきに駐車する。こういうときに軽は便利だ。どこでも駐車できる。
そこから歩いて三輪山のふもとにある大神神社へ向かう。大神と書いて「おおみわ」と読む。
　さらに木でできた鳥居の下を通ると、大神神社の境内だ。
この神社は三輪山自体を御神体としているので本殿を持っていない。拝殿から三輪山を仰ぎ見る。これは古神道の形態を残していると言われている。日本国内で最も古い神社のひとつであると考えられている。
参拝を済ました後、左手へ向かう。境内の高い木々の中を少し歩くと、急に視界が開けた。
日の光が眩しいばかりだ。
少し先に小高い丘がある。その丘の上が万貴さんは好きだという。いつもはそちらで瞑想するとのことだ。確かに大きな木に覆われていない分、明るく、気がいいように思える。
　丘に登るとそこは見晴らし台になっていた。西に広がる大和平野が一望できる。少し霞がかかっているが、それでも、森に覆われた耳成山や畝傍山、天香具山の大和三山が浮き上がって見える。古墳時代の人もここからこうして大和平野を眺めたのだろうか。
　展望台を後にし、来た道を少し戻って、森の中を200メートルほど歩くと、隣の狭井神社へ着いた。ここに三輪山への登山口があるという。その前に、左奥にある薬井戸という冷泉があるので、神水をもらう。
社務所で記名して、入山料を払い、タスキをもらう。タスキには鈴が付いていて歩くと、ちりんちりんと音がする。あまりうるさいので、服の中へねじ込んで、鳴らをいようにした。熊よけじゃないんだから、いらないだろう。
午後1時に登山開始。杉の林立する中の土の道を登る。足場としての踏み段はついているが、最初からかなりの急斜面だ。
杉の中を登っていく感じは屋久島とよく似ている。実際ここは雰囲気が屋久島の森の中とかなり近いものがある。
ただ、急斜面がずっと続く違う。屋久島では、ところどころ平坦なところがあったりと、変化に富んでいた。この三輪山は、単純な円錐状の山だから、同じ急傾斜がどこまでも続くことにこの三輪山は467メートルの高さがあり、登山口からの標高差は少居ても400メートル以上あるだろう。
登り始めるまでは、大したことない小山程度に考えていたが、甘かった。あっという間に息が切れて、心臓がバクバクしてきた。日頃、全く運動らしきものをやってないことが悔やまれた。登りだしたことを後悔した。
「前は下駄でここを登ってたのよ」
　万貴さんはそう言い、どんどん先を行く。下駄で登ったとは信じられない。天狗か何かだったのか。万貴さんにはどこかそういう人間的でないところがある。
　私は一歩一歩しっかりと踏みしめながら、進む。木の根っこがそこら中に出ていて、ついつまずきそうになった。
　今は冬の時期、あまり雨が降ってなかったので、足場が滑らないのが救いだ。それから、杉やヒノキだろうか、高い木に覆われた中を行くので、直射日光を浴びることもない。これはかなりの救いだ。
　途中、下山する人に何度かすれ違った。そのたびに、こんにちは、と互いに言う。ここの決まりなのだろうか。皆はつきりとした口調で言うから、そうなのだろうか。比較的年配の方が多い。この急斜面をよく登れるものだと感心する。
　次第にくらくらしてきた。明らかに酸欠だ。しばし休憩をとることにする。
セーターを脱いで、ワイシャツ一枚になった。背中のリュックが暑い。山頂でへミシンクを聴く予定なので、パソコンとヘッドフォンを入れてある。
　今日は春のような気温だ。15度を越えているに違いない。数日前まで10度を切っていたのだから、気温差だけでも暑く感じる。その上、この急斜面だ。汗びっしょりになっている。万貴さんはまったく問題ないようだ。
数分の休憩後、また登り始めた。
ここは屋久島と同じょぅに、上へ上がるにつれて、フォーカスレベルが上がっていく感じがある。
木々に覆われた道を登って行くと、ひときわ目立つ杉が立っているところへ来た。ここは日当たりがよく、開かれたところだ。
「この杉は山の下からでも見えるのよ」と万貴さんは言う。
ここはフォーカス27という感じがする。
先を急ぐ。また、木々に覆われた木漏れ日の中の道を登っていく。フォーカスがさらに高くなっていく感覚がある。
高次の生命体との交信が始まる
　中津磐座と呼ばれる場へ来た。
下から見上げる斜面のその右は縄で囲まれていて、入れない。下から見る限りは、木々の中、斜面に何やら大きな岩がいくつもあるように見える。磐座(いわくら)と呼ばれるものだ。岩に神が降りるのだろうか。
　交信を試みる。意識を上へ向ける。
ここには幾人もの存在がいる感じがする。その中から一体の女性的存在が出てきて、言った。
「よく来られました。お待ちしていました。上へどうぞ。そこですべてがわかるでしょう」
さらに険しい山道を登っていく。木々の生え方が少し変わり、そこからまた別のフォーカスへ入ったようを感じがした。
何やら、大勢の存在たちがやってきて、先導して行く。
「よく来られた。力を貸しましょう」
と言っているようを感じだ。男性的な存在たちだ。
息を切らして、汗だくになって頂上を目指す。
木々を通して、空が見えてきた。そこは20メートル四方ほど切り開かれていていて、明るい。
まわりを小高い木が覆っているが、向こう側の木は低い。
右手に古びた社。その前に鳥居。社は2メートルほどの高さのこじんまりとしたものだ。
三輪山の大神(おおみわ)神社（写真）
ここは……前に見たことがある。あの景色と同じだ。
あれは、ここだったんだ！　
2004年3月にモンロー研でスターラインズに参加した。そのときのあるセッションで見た光景が蘇ってきた。フォーカス49で、クラスター・カウンシルという高次の意識存在たちから、自分の魂の歴史について教えてもらうというセッションだった。
そのときの体験は『死後体験Ⅲ』P74～78に書かれている。要約するとこうなる。
大きな城の城壁内にいるようで、先に見える大手門から鎧兜を身にまとった武士の一団が続々と入ってくる。
　四角い板のようなものの上に座ってみなに運ばれてくる者もいる。
自分と思しき人が祭壇の前で戦勝祈願らしき儀式を行なった。その後、多数の矢が飛び交う戦いの場面にをり、戦いに敗れたのか、山の斜面に数百名の武士と女子供たちが座っていて、前へ倒れ込んで動かなくなった。
その後、場面が変わり、社の前、この追悼のためにふたりの人が何かを供えている。
時代が移り、その後の時代の人たちもやはりお供え物をしているのが見える。
そこは小高い丘か山の上で、社の奥は木で覆われているが、木を越えれば見晴らしは結構良さそうな場所である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ここで見たのは戟国時代の武士の集団だったように思う。その集団の頭が自分だったようで、一族郎党全員を死なせてしまったという思いを心の奥に閉じ込めてしまったらしい。それを解放する必要があるとクラスター・カウンシルから言われた。
　ただ、最後の部分で見た社のある風景は、この武士の集団と関係しているのかどうか、よくわからないところがある。場面が何度か切り替わってから見えたからだ。
　いずれにせよ、このときの最後に見た社のある高台は、三輪山の頂上とよく似ていた。その関連が何を意味するのかわからないが。
　話を三輪山に戻そう。
　社の右手には、林の中を奥へと続く小道がある。その道を先へと進む。
　木々の中を数十メートルほど行くと、開けた空間に出た。前方は縄で仕切られていて、その奥に黒い大きな岩がいくつも見える。奥津磐座おくついわくらと呼ばれる神聖な場だ。
　縄で仕切られているのでそれ以上は進めない。
　縄に沿って右手へ数メートル行ったところに立ち止まり、目を閉じ、意識を上へ向ける。
　メッセージが来た。
我／そちはここに祀られている。我／そちはここに降りきて国を開いた。良き民、良きき水の地なので、ここに国を開き、国を治めた。
ところが、ある時、異国に攻め込まれて、滅んだ。そのときに、多くの巫女たちが死んだ。そのときの無念さをいまだに持っていた。それをそちは胸の奥にもっていたのだ。そちがここへ来られて、我は天へ帰ることができる。完結した。思い残すことはない。
これで、エネルギー的な封印/自縛が解けるだろう。我に従う多くの者たちも天へ戻ることができる。これでそちの胸の詰まりの一部は解放されていくだろう。
　
汗と一緒に目に自然に涙があふれてきた。
自分は一体だれだったのか。
この存在は非物質の大きな存在で、それが具現化した肉体をもった存在が自分だったようだ。それが王として国を統治した。
三輪山に宿る高次の生命存在が複数あり、それを古代人は神として崇めていた。その非物質の存在が肉体をもって具現化したことがあり、それが私だったようだ。そのときの私は、非物質の存在と交信することができた。三輪山にこもって交信した。私は王として国を治めた。
　忘れないうちに記録をとるために、社のそばの切り株に腰をおろし、パソコンをオンにする。キーを叩いていくうちに体が急速に冷えてきた。すぐにセーターを着込む。
　万貴さんが声明しょうみょうを唱えている歌声が聞こえてきた。空高く澄んだ声明が響いていく。天空へ戻る者たちを後押しするかのように。
　しばらくしてその場を後にし、先ほどの社の前へ戻った。
　下山を始めようとすると、万貴さんはここでもう一度声明を唱えたいという。頂上で3度唱えるように言われたそうだ。社の前には人が数人いるが、どうするのだろうか。しばし待つ。
10分ほどすると、彼女が戻ってきた。声明が聞こえなかったので、尋ねると、先ほどの磐座いわくらで唱えたのだそうだ。てっきり、この社で唱えるのかと思っていた。
　2時過ぎに下山を始める。下り坂は、行きに比べてはるかに楽だが、膝に負担がかかる。
　かなりの斜度の道を降りていくので、しばらく行くと、右の膝がおかしくなってきた。スムーズに曲がらない。筋に痛みがある。
　立ち止まって、右膝をぶらぶらすると、治った。でもしばらく行くと、また痛む。がまんして下山した。
　それにしても三輪山に高次の生命存在が封印されていたとは驚きだった。しかも、それが肉体を持って生まれたのが過去世の自分だという。そのときの自分はこの地を治める王であり、その高次元の生命体と交信していた。　今回私が訪れることで自縛が解けて上へ戻っていったのだ。
　屋久島へ行ったときもそうだった。私が行くことがなぜか引き金になり、自縛が解け、上へ戻っていくことができた。あのときは過去世の自分ではなかったが、自分と関連の深い生命体たちだった。
石上神宮
　三輪山からの帰り道、石上神宮(いそのかみ)へ行くことにした。ここは古代の大豪族である物部氏と関　　　　　　　　　　　　　　　　連の深い、非常に古い歴史を持つ神社である。布都御魂剣ふつのみたまのつるぎを御神体とし、この剣に宿る神霊を祀る。
　社伝によると、布都御魂剣とは、武甕槌神たけみかずちのかみが葦原中国あしはらのなかつくにを平定する際に使われた剣で、神武東征で神武天皇が危機に陥った時に、高倉下たかくらじを通して天皇の元に渡った。
　その後、物部氏の祖・宇摩志麻治命うましまいしのみことにより宮中で祀られていたが、崇神天皇7年、勅命により物部の伊香色雄命いかがしこおのみことが現在地に遷し、「石上大神」として祀ったとされている。
　要するに非常にパワフルな剣ということだろう。古代には霊剣と呼ばれるものが何振りかある。それには魂が宿り、粗末に扱うと崇りがあると恐れられていた。石上神宮に祀られる布都ふつの御霊大神は、布都御魂の霊とされている。
さて、石上神宮のある天理市は天理教の町だ。天理教の宿泊施設などさまざまな施設が所狭しと並んでいる。石上神宮はそこを越えた山裾にある。
カーナビをセットし、天理市内を進んでいく。万貴さんは何度も訪れたことがあるので、簡単に行けるはずだ。
ところが、なぜかうまく行きつけないのだ。通り越してしまったり、逆のほうから来たら、うまく曲がれなかったりで、行きつけない。
「相当嫌われているみたいね。私が来るときはすんなり来れるのに。変ね」
　と、万貴さんが不思議がる。
ほんとにそんな感じだ。
何度か行き来して、やっと行き着いた。ところが、不思議なことに今、このときの体験を書こうと思ってもまったく何も思い出せないのだ。
　本当に行ったかどうかすら覚えていない。万貴さんに聞くと、
　「そう言えば、マスはあのとき上の空みたいだったわね」
　　とのことだ。
不思議なものである。撮った写真があるので、確かに行ったとは思うのだが。
ただ、この本を書き進めるうちに、なんで嫌われていたのか、次第に理由がわかってきた。
それについてはおいおいお話ししていこう。
飛鳥
次の日、２月24日（木）は、せっかく奈良まで来たので、足を延ばして飛鳥村へ行くことにする。
ここで、ちょっと余談になるが、明日香と飛鳥について、両方とも「あすか」と読むが、どういう関係なのか、ご存知の方も多いと思うが、触れておきたい。
地名として元々あったのは明日香である。この枕詞として「飛鳥の」があった。「飛ぶ鳥の明日香」というふうに万葉集に詠んでいる歌がいくつかある。それがいつのころからか、飛鳥だけで「あすか」と読むようになったらしい。
同様の例に長谷（はせ）と春日（かすが）が知られている。
「長谷（ながたに）の泊瀬（はつせ）」から、長谷をはせと読むように、「春日（はるひ）の滓鹿（かすが）」から春日をかすがと読むようになった。これらはちゃんとそういう事例が見つかっている。
それに対し、日下と書いて「くさか」と読むが、これは「日下（ひのした）の草香（くさか）」
から、そう読むようになったと推測はされるが、そういう実例は見つかっていないらしい。
今でいうと、「永田町」と書いて「政治家」、「霞が関」と書いて「官僚」と読むようにすれば、同じことになる。「新宿2丁目」と書いて、ニューハーフでもいい。
　ということで、飛鳥（とぶとり）の明日香へ向かう。
昨日に引き続き暖かい。昨晩雨が降ったが、今朝は止んで、低い雲が垂れ込めている。
9時にホテルロビーで待ち合わせ、レンタカーで明日香村に向かう。目指すは石舞台古墳だ。
奈良市の中央部から40分ほど南へ行く。次第に田園風景に変わっていく。
明日香村へ。ここは山の裾野に広がるのどかな田舎の村だ。日本の原風景のような光景が広がっている。
田んぼがある。ところどころに、白梅と紅梅が咲いている。家並みは、規制があって、古めかしい造りになっている。黒塗りの壁の家が多い。昨日降った雨のため、しっとりとした質感を景色全体が持っている。
日本にまだこんなところが残されていたのか。感慨深いものがある。
明日香村に入ってからさらに山のほうへ登っていくと、石舞台古墳へ着いた。目の前の駐車に止め、入場料を払い、中へ。
　まわりよりも一段高くなった中央部に、巨大な岩が組まれている。上部は２枚の巨岩が置かれ、それを下のいくつかの巨岩が支えている。
通常の古墳と同じように、元々は土を盛り上げて作った墳丘で覆われていたが、土が失われ、巨大な石組が露出している。この部分は横穴式石室である。資料によると、全体の大きさは長さ7・7㍍、幅3・5㍍、高さ4・7㍍である。
　横から見ると、スフィンクスの首から上がないような姿に見える。
右手から回ると、下へ降りる石段があり、そこから岩組の内部へ入ることができる。濡れた岩肌の階段を滑らないように注意して、降りて行く。
一辺３メートルはある石を組み合わせて作った空間は、入口からの光と、岩の隙間からのによって、思いの他、明るい。それぞれの石は微妙なカーブが互いに合うように削られていて、しっかりはまるようになっている。隙間の大きなところには小さな石を入れることで、隙間を
埋めるようになっている。
ただ、マチュピチュの石組ほどの精度はない。それでも、1500年もの間、地震によって倒壊していないことを考えると、かなり頑強な造りであるとは言える。
万貴さんは中で発声をして音の響きをチェックしている。
「それほど響かないね」
　確かに、期待していたほどの反響はない。
　それにしても、これだけの巨石をどこからどうやって運んできたのだろうか。
　外へ出て入口の反対側へ回る。ここから見ると、うつ伏せになった巨大な犬を後ろから見たような形だ。両脚に当る部分に岩がある。
　やはり、これは動物の形だ。小型のスフィンクスといったところか。
益田岩船ますだのいわふねは超古代の宇宙船？
　石舞台を後にし、亀形遺跡へ。さらに、酒船遺跡、甘樫丘（蘇我氏の屋敷のあったところ）、天武・持統天皇陵を訪れた後、益田岩船へと向かった。
　実はこの遺跡、万貴さんもこれまで聞いたことがなかったそうだ。数日前にネット上でこのあたりの地図を見ていて、目に飛び込んできたのだ。興味を惹かれ、ネットで調べてみると、面白そうなので、尋ねることにした。
　カーナビにちゃんと出ていたので、それに従っていく。ネット情報では険しい山道を登るので、途中危険な個所があるとなっていた。
ただ、カーナビに従って行くと、どんどん住宅地へと入っていく。こんなところに本当にあるのだろうか。
　不安になりながらも、進んでいくと、地図上ではかなりそばまで来た。
左手は小高い山があり、どうもその中にあるらしい。ここは住宅地内の公園になっている。
どこに車を止めようかと迷いをがらのろのろと車を進めて行くと、左に「益田岩船」という標識が目に入ってきた。その少し先に左手の山側へ登る道があったので、そこへ入って路駐した。
木々で覆われた斜面の下に益田岩船について説明した看板がある。その隣に、上への石段がある。どうもこれを登ればいいらしい。
石段を10メートルも登ると、土の道になった。道と言っても幅は1メートルもなく、落ち葉で覆われている。先ほどからの小雨で表面は濡れ、気をつけて登る必要がある。
数十メートルも行くと、かなりな急斜面にぶち当たった。そこは縄が張られているので、これ以上入ってはいけないのかと思ったが、そうではない。その縄をつたって、斜面を登るのである。
斜面は茶色の粘土層がむき出しになったところもある。滑らないように気を付けながら踏ん張って登る。ネットには危険な箇所があると書かれていたが、本当だ。
石舞台古墳（上）と益田岩船（下）
　5メートルほど登ると、少しゆるい斜面になる。うっそうとした竹林の中を進んでいくと、前方の竹の合間に黒い巨大な岩が見えてきた。
「これが岩船なのか！」
　あまりの巨大さに度肝を抜かれた。
近寄っていく。一辺が5メートルはあるだろうか、台形のような形をした一枚岩だ。
竹で覆われた斜面に食い込むように立っている。岩の表面の下半分には、格子状にへこみが彫られているが、上半分はつるっとしている。
反対側へ行く。そこから見るとまた違う形だ。大きな船をひっくり返したような形だ。
まるで、宇宙船が墜落して転覆したような、そんな形をしている。「天の岩船」という言葉がある。古代の神々はそれを自在に乗り回し、空を駆け巡ったという。
　これがその残骸なのか。
　左手へ、竹の中を登る。
ここからは船の上部を眺めることができる。上部には四角い穴が2つ彫られている。どうやって、こんな岩に穴を掘ったのだろうか。案内板によれば深さは40センチもある。
　万貴さんは言う。
「私、前に小型のUFOに乗ったことがあるの。コンセントのプラグのような形だった。ちょうどこの岩船の穴にぴったりはまるような形。この岩船のようなUFOに、私が乗ったUFOと他の何隻かがはまっていた。そこからはずれて飛んでいくの。それが地上すれすれを猛スピードで飛ぶので怖い、怖いって叫んでた」
「え！一体いつ乗ったの？夢の中？」
「うーん、フォーカス21みたいな状態で」
「ヘミシンクを聴いていた時？」
「いや。家だったか、どこだったか忘れたけど、意識がそういう状態になったの。なにか超えてはいけない境界があって、そこに宇宙人が二人いた。青い宇宙人と、もう一人は白っぼい人型の宇宙人。次の瞬間に気が付いたら、宇宙船の中にいた。小型の宇宙船で3入乗り。それで地上のちょっと上を猛スピードで飛んだの。でもそこはこの地球じゃなかったかもしれない」
「ヘー、すごい経験をしているんだね」
「この岩船、ぜったいに飛ばしたいわ」
「そうだね。昔は振動数を上げて物質から非物質にして飛んだんじゃないかな」
「音を使ったの？」
「たぶんそうだと思う。音の振動に共鳴させて、それから、たぶん、宇宙船の振動数を1オクターブ上の振動数に上げる。そんな感じで非物質化したんじゃないかな。他にも岩船があるだろうから、今度行ってみようよ。木船神社とか、なんか気になるんだよね。船に関係した地名のところは」
「三輪山のそばにも岩船という地名がある。でも岩はなくて、地名だけ」
　この益田岩船もそうだが、飛鳥には「飛鳥の石造物」と呼ばれる、実に不思議なものがたくさんある。いつの時代の物とも、何のための物ともよくわからない謎の代物である。
　その中でも益田岩船には何かしら好奇心をそそられるものがある。
稗田阿礼と太安万侶
益田岩船を後にし、一路奈良駅へ向かう。車中、万貴さんが面白い話をした。
「生駒山には、ニギハヤヒが住んだという伝承のあるところがいくつもあつて、そこにいろいろ面白いことが伝わっているの。古事記に出ている話とは違う話で、そこに住んでいる人たちの間にだけ密かに代々伝わっている話。古事記の話しはうそでニギハヤヒを抹消するために嘘を書いている。地元では本当のことを、ここだけの話という形でずっと伝えてきているの。だから、地元へ行くと、そういう話がわかるのよ。あちこちみんなそんな感じ。
導かれていくと、行った先でそういう話を聞かされる」
「地元にしか伝わっていない伝承って、いまだにあるんだね。長老か何かがそういう話を代々伝えていくんだろうけど、そういう伝承も今のうちに記録に残さないと、次の世代には伝わらないね」
「葛城王朝というのも同じよ。大王家と同じくらい力のあったのが葛城氏なんだけど、ほとんど話が伝わっていない。古事記に載せなかった。ただ、大王家に嫁を出しているの」
　確かにそんな話を聞いたことがある。だれかがそういう説を唱えていた。
「稗田阿礼にいろいろな部族に伝わる話を記憶させ、それを太安万侶が古事記にまとめたんだけど、その過程で、天皇家中心の律令制を正当化するためにいろんなことをやったのよ。ニギハヤヒの一族のように抹殺されたものもあるし。
古事記は天武天皇の命令で作られたの。天武天皇と稗田阿礼の二人で会って話し合ったことが何度もあったのよ」
高校のとき、歴史が好きで、理系だからあんまり関係ないんだけど、端から丸暗記してた。
稗田阿礼と太安万侶という名前もいまだに憶えている。ただ、この名前を聞いたのは実に40年ぶりだろう。
　万貴さんは続けた。
「たぶん、私は稗田阿礼とご縁が深いと思う。稗田阿礼は大和郡山に住んでいたの。そこに一族が住んでいた。私の実家のすぐそばよ。マスは太安万侶に似てると思う。
稗田阿礼は、暗記力が抜群だったの。太安万侶は無茶苦茶頭が良かった。いろいろな伝承をつなぎ合わせ、さらに、天皇家を正当化し、矛盾のないストーリーに仕上げるのはかなりの頭脳がいるのよ」
「そうかな」
「どうも上のほう（高次の意識存在たち）は、この誤って伝えられた歴史を正してほしいようなの。天皇家を正当化するために、変えられてしまった歴史を正しいものにしてほしいみたい。
私はこれまでいろいろな場所へ導かれるようにして行き、そしていろいろわかってきたけど、それを書く気にはならない。それはマスの仕事なの。二人が会ったのはそういう意味もあるのよ。稗田阿礼と太安万侶の関係と同じ」
「いやー、そう言われても、困るな。誤って伝えられた歴史を正せと言われても、ちょつと荷が重すぎて手に負えないですよ」
実際、そうだ。歴史は好きだけど、趣味の域を出ない。この程度の知識ではとてもできる任務ではない。
そうは言うものの、やらざるをえなくなるんだなと内心密かに思うところがあった。いつものことだが、だんだん外堀を埋められていくのだ。
浅川嘉富さんの本に驚かされる
　その年（2011年）の4月末になって浅川嘉富さんの新刊が2冊続けて出版された。『龍蛇族直系の日本人よ！その超潜在パワーのすべてを解き放て』と『世界に散った龍蛇族よ！この血統の下　その超潜在力を結集せよ』（共にヒカルランド）である。
　余談になるが、浅川嘉富さんとは、『5次元体験の超衝撃』（徳間書店）で対談して以来、小淵沢のご自宅へ招待してもらったり、3度ほどアクアヴィジョン・アカデミーのセミナーで特別ゲストとしてお話ししていただいたりしてきている。
　真理探究のためなら世界中どこへでも駆けつける彼の行動力と、権威などものともせずに歯に衣着せぬ言動には、いつも驚かされ、また、この道の大先輩として尊敬している。
　浅川さんのこの『龍蛇族直系の日本人よ！』を読んでいて、腰を抜かさんばかりに驚いてしまった。それはp215に以下の記述を見つけたからである。
また和宏少年によると、神武天皇以降、十代崇神天皇までは半龍神であったことや、『古事記』に登場する那賀須泥毘古ナガスネヒコと適薬連日命ニギハヤヒノミコト、そして『記紀』には記されていない大蛇健歯大神オオミノケンシノオオカミという神々はムー時代から日本にいた国津神くにつがみであったそうで、その一柱である大蛇健歯大神オオミノケンシノオオカミはムー帝国がアトランティスに滅ぼされた際に、オリオン系の獣神によって神界に戻ることができないようにバリアを張られ、三輪山の山中に長い間閉じこめられていたそうである。
しかしつい最近、祈りの力によって封印（結界）が破られて飛び立つことができたようである。
ここで、和宏少年とは「神界から直接地球にやってきた」と称する少年で、浅川嘉富さんも、少年のこれまでの言動から間違いないだろうと思われているとのことである。
私が三輪山の頂上で高次の生命体たちを解放したという体験が、ここに第三者によって裏付けられたわけである。こういった体験はあくまでも私の主観的な体験なので、本当かどうか証拠を示せと言われてもなかなか難しいところがある。それがこういう形で第三者に裏付けられ
ると、何かちょつと安心する。
それにしても、大蛇健歯大神（オオミノケンシノオオカミ）とはまた面白い名前である。
第3章　龍神に会う
三輪山で解放した生命体についてもっと知りたいと思っていたのだが、なかなか探索する機会がなく、その年（2011年）の9月になってしまった。
毎年秋になると、モンロー研のプログラムを立て続けに開催する。2011年も9月にライフラインとエクスプロレーション27（通称Ⅹ27）、11月にスターラインズとスターラインズⅡを小淵沢のルラシュという施設で開催した。
こういうふうに数か月間に連続してヘミシンク・プログラムを開催することは、実は開催する側にとっても得難いメリットがある。
　それは、普段は日常の雑多な仕事に追われてヘミシンクを聴く時間がなかなかとりにくいのに対し、この期間は集中してヘミシンクを何セッションも聴くことができるからである。しかもかなり高い意識レベルまで行く機会がある。参加者のグループとしての熱意やエネルギーも手助けになり、そういう意識レベルでの体験がやりやすい。こういったこともあり、ここ何年かは、この期間に重要な体験をすることが多くなっている。
　　2011年の秋も4つのプロクラムを行なう中で、いくつかのセッションで、この生命体について詳しく理解することができた。そういった体験を順にご紹介したい。
なお、各プログラムの簡単な解説をコラムに書いたが、具体的にどういうことを体験するのか詳細に興味のある方は、拙著『死後体験Ⅰ～Ⅳ』（ハート出版）をお読みいただければと思う。
ゲートウェイ・ヴオエッジからスターラインズまでの私の体験が詳しく書かれている。スターラインズⅡについては、拙著『ピラミッド体験』に詳述されている。
なお、体験には個人差が大きいので、これらの本に書かれていることはあくまでも私の個人的な体験だと考えていただきたい。この通りの体験をするものだ、しなければならないと考える人が意外と多いようだが、そういうものではけっしてないことをお断りしておく。
エクスプロレーション27での体験
このプログラムは死後世界の中のフォーカス27という領域を詳しく探索し、輪廻のメカニズムについて知るのが目的のひとつになっている。また、フォーカス34／35という地球生命系への出入り口の領域を探索し、そこに集結している地球外生命体と会い、今進行中のアセンションについて聞く機会もある。
　以下、いくつかのセッションでの体験を載せる。日付の次にあるのはセッションのタイトル名である。
2011年9月12日（月）、フォーカス27自由探索
2月に三輪山に行った際に、何らかの生命体を救出したような感じなので、それについて聞くことにした。ガイドにそれを尋ねるのに適切な存在に会わせてくれるようにお願いしてフォーカス27へ行く。
ガイドが「聞いていいよ」と言っているようなので、三輪山で救出した存在について質問する。
答えが来た。
「日本は広島やその他の土地に宇宙人との交流基地が数万年前まであったが、その後はなくなった。ただ、シャーマンなどが宇宙人と交流することは続いていた。
　三輪山では、シリウス系宇宙人（シリウス人）とつながることができた。彼らはポジティブな宇宙人だった。
２千年ほど前に、日本にアマテラス族が渡来してきて、三輪山の地域へ入ってくると、オリオン人は、シリウス人を封印してしまった。
その後、日本の神道は宗教性を失って、オリオン人とのつながりはなくなったが、封印はそのまま残った。
あなたは三輪山でシリウス人と交流していたことがあった。
シリウス人たちは、恐れから、ある意味、自分で自ら封印を作った面もあった。
今回、あなたがやってきて見覚えがある人だったので、安心し、自らの封印を解き、天へ戻っていったのだ。
今晩、フォーカス34／35へ行くが、そこで彼らに会うことができるだろう」
このセッションで得た情報をまとめてみたい。
（1）日本には広島などに宇宙人との交流基地が数万年前まであったが、その後なくなった。
（2）その後は日本各地でシャーマンなどが宇宙人とつながっていた。それが数千年前まで続いた。
（3）三輪山ではポジティブなシリウス系宇宙人（シリウス人）とつながることができた。
（4）過去世で私は三輪山でシリウス人と交流していた。
（5）2千年ほど前にアマテラス族（後に天照大御神を信奉するようになる渡来人グループ）がやってきて、三輪山の地域を征服した。
（6）彼らはネガティブなオリオン系宇宙人（オリオン人）とつながりがあった。
（7）私が三輪山で交流していたシリウス人は、オリオン人によって封印された。
（8）彼らは、恐れから自らを封印した。
（9）私が三輪山に来たことで、シリウス人たちは自らの封印を解き、天へ戻った。
ここで、ポジティブな宇宙人とかネガティブな宇宙人という表現が出てきたので、それについて若干補足する。
まずポジティブとネガティブの違いは、発想の違いが元にある。ポジティブな生命体は喜びを元にした発想をするのに対し、ネガティブな生命体は恐れを元にした発想をする。
それ以外にも両者には以下のような違いがある。ポジティブ／ネガティブを対の形で表すと、他者への奉仕/自己への奉仕、協調・調和/競争・対立、統合/分離、自由／統制。
銀河系の中の太陽系近傍の星々にはさまざまな人類型生命体がいるが、彼らの起源はみな同じで、こと座のひとつの星にある。
人類型生命体の起源と太陽系近傍の星々における進化発展について、詳しくはバシャールをチャネルした本（たとえば『バシャール×坂本政道』（VOICE））や、リサ・ロイヤルの著作（たとえば『プリズム・オブ・リラ』や『宇宙人遭遇への扉』、『アセンションの道しるべ』（以上ネオデルフイ））を読まれることをお勧めする。
これらによると、こと座に入ったころはみなポジティブな生命体だったが、オリオン座の星々に入植した者の中に次第にネガティブになる者が出てきた。彼らは他の星を侵略し、征服するようになった。そのため、オリオン座の星々の間で「オリオン大戦」と呼ばれる戦争が起こった。これについては前にお話した。
これは何億年前という過去の話だが、こういったネガティブなオリオン人の中に時間を超えて地球へやってきて、地球人に影響を及ぼすものがいる。
ネガティブな宇宙人はオリオン系だけでなく、シリウス経由でやってくる宇宙人の一部やこと座の人類、さらにグレイと呼ばれる生命体（パラレル地球の人類）などがいる。
シリウスはこの宇宙への出入り口になっていて、別の宇宙やこの宇宙の別の領域から、さまざまな生命体がやってきている。なので、シリウス系といっても龍型、イルカ塑、半人半魚型、イカ型など多数いる。実際にシリウス近傍の惑星に住んでいるものもいる。
2011年9月12日（月）、フォーカス34／35入門
　このセッションは、フォーカス34／35という領域に行き、そこに集まっている地球外生命体たちと会ったり、交信したりすることを目的としている。
先ほどのセッションで、あのシリウス系生命体にはフォーカス34／35で会うことができるだろうと言われていたので、このセッションで会うことを試みることにした。
　フォーカス34／35へ着く。真っ暗な中に白い雲のようなものが淡くいくつも見える。おそらくこのプログラムの参加者たちだ。
　三輪山で救出したシリウスの生命体に会いたいとガイドにお願いする。
　真っ暗な中を移動していく。
　戦艦のような細長い宇宙船がうっすらと見えてきた。横に長い。かなり長い。
　実際の長さは比較するものがないのでわからないが、数百メートルとか、数キロとかありそうだ。
それが左手へゆっくりと移動していく。我々は宇宙船の船尾のほうへ向かう。丸い断面形状が見える。
船尾へ来て、宇宙船を真後ろから見ているのか、丸い断面形状が見える。
「中へ人ります」
ガイドがそう言うような気がする。今回のガイドはロバート・モンローのようだ。
　「今、中へ人りました」
そう言われた気がする。
内部はトンネル状になっていた。ちょうど巨大な運搬用の飛行機の内部のような、がらんとした円筒状の暗い空間だ。
すぐに、前方から何か細長いものが、円筒の壁面に沿うように円を描きながらこちらへやってきた。蛇のような形だ。
長さは10メートルから20メートルはありそうだ。それがこちらへぐるぐると巻くようにして向かってくる。
頭の部分に龍のようなごつごつした突起と、ヒゲのようなものが感じられる。
これはどう見ても龍だ。龍と言うしかない。
私としては、こういう生命体を従来の通念でもって語るのは差し控えたいのだが、これは、龍としか呼びようがない代物である。
2、3体いるようだ。
「今回は解放してくださり、ありがとうございました」
日本語で会話が始まった。
「我々は古代の日本語を知っています」
古代日本語のような感じだが、自分には現代日本語として把握される。
これは実に不思議な感覚だ。
大阪弁を聞いて、東京標準語に翻訳して理解しているような感じだ。大阪弁を良く知らない自分には元の大阪弁を再現できない。
同様に彼らの話す古代日本語は再現できないが、理解はできた。ここには現代日本語として把握されたままを書くことにする。
「助けてくれてありがとう。我々はオリオン人たちにだまされ、その時の混乱と恐れから、自らフォーカス23的＊脚注　なところに閉じ込められてしまった。我々はネガティブな存在に慣れていなかったのだ。オリオン人たちの封印する力もあったが、それよりもむしろ自ら閉じ込められていた。
あなたは古代に、我々とつながり、交信し、情報を地上の人々にもたらしていた。
あなたは断食や瞑想、儀式などをして三輪山の頂上で我々とつながっていた。
当時、互いに尊敬し合っていた。
当時の我々は今から思えば少しおごりがあった。敬われることを期待するところがあった。
※脚注　フォーカス23。死後世界の中で物質界に一番近い領域。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2月にあなたに会えて安心し、フォーカス23的な状態から抜け出すことが出来た。上空には宇宙船が待機していた。
我々は第５密度の非物質の存在だ。第４密度の物質に具現化するさいに、エネルギーの流れをそのまま単純に表わした形として蛇のような姿になる。だから、日本では蛇、中国は龍と把握された」
ここで、三輪山の神、大物主神が蛇だったことを思い出した。
「シリウス人には他にどういう種類がいるのですが？」
「シュメールに文明をもたらした半人半魚型の生命体や、古代エジプトにハトホル女神として崇拝されたハトホル。我々とは異なる存在だが。そろそろ記録を取り始めたほうがいいだろう」
そう言われるとすぐ、ナレーションがフォーカス27へ戻るように言った。絶妙のタイミングだ。
　記録を取り始める。
若干補足すると、第４密度、第５密度というのは生命体の進化の度合いを表す指数で、第５密度から上は物質的な形態を持たずに、非物質のエネルギー的な形態のみを持つ段階である。
第４密度より下は物質的な形態をとる。我々人類は第３密度である。
第３密度も第４密度も物質的な形態をとる、つまり肉体を持つのだが、肉体を構成する物質が異なり、第３密度の我々から第４密度の生命体を見ると、半透明とか光り輝くように見える。
彼らシリウス系生命体は第５密度の非物質の存在ということだ。エネルギー的な存在なので、本来、姿形はないのかもしれない。ただ、それが第４密度という物質的な形態をとるときに、姿を現す。その際、エネルギーの流れをそのままストレートに表した形をとる。
エネルギーの流れは電磁波のような波と考えられる。波は視覚的には、海面のうねりのように、山と谷がなめらかにつながった形（数学的にはサイン波と呼ばれる）で象徴される。それは、蛇の形そのままである。
余談になるが、世界的にさまざまな宗教で蛇がシンボルとして登場する。それは生命エネルギーの象徴であり、癒しや治療のシンボルでもある。蛇の巻きついた棒をかたどった「アスクレビオスの杖」は医療のシンボルとして世界的に広く用いられている。
彼らシリウス系生命体が姿を現すとき、単なるサイン波ではなく、人間側の観念の中にあるパターンに合わせて姿を作るようだ。それは、蛇であったり、龍であったりする。そして、我々人間は固定のパターンを通してそれを把握するので、蛇として見る人は蛇を、龍として見る人は龍をそこに見るのである。
今回のフォーカス34／35での体験と、新たに得た情報をまとめると、以下になる。
（1）私が2月に三輪山で解放したシリウスの生命体たちに、彼らの巨大宇宙船内で会うことができた。
（2）彼らは、10～20メートルはあるような巨大な龍の姿をとっていた。
（3）彼らは本来第５密度の非物質の生命体だが、第４密度の物質界に姿を現す場合には、エネルギーの流れをそのまま単純に表した形として蛇や龍の姿になる。
（4）だから日本では蛇として、また中国では龍として把握された。
前に書いたように三輪山の大神(おおみわ)神社は大物主神を祀るが、『日本書記』に書かれている箸墓伝説では大物主神の正体は蛇とされている。
このことは、三輪山で古代人が交信したシリウスの生命体が蛇として把握されていたことを伝えているのだと思われる。
三輪山だけでなく日本のいろいろな蛇神を祀っているところがある。
説では大物、王神の正体は蛇とされている。
そういったところの中には、過去にこの龍型シリウス系生命体と実際につながったところもあるのではないだろうか。
2011年9月13日(火)､フォーカス34／35での質疑応答
このセッションでは、フォーカス34／35で地球外生命体に会い、質問をし、答えをもらう。
このレベルには多数の地球外生命体が集結し、地球生命系に起こりつつある現象を観察している。場合によっては、彼らは我々が進化するのを間接的に手助けしてくれている。
フォーカス34／35へ着いた。暗い中に白っぽいもやっとしたもの（人）が輪になって7、8人いる。自分もそのこ一員だ。さらに人数が増えた。今回の参加者たちだ。
シリウスの生命体のところへ行きたいとガイドにお願いする。
すると、ちょつとかがんだ姿勢になって、皆の輪の中を突っ切って、向こう側へ移動していく。
すぐに、昨日見た横方向に長い白っぽい形態が見えてきた。彼らの宇宙船だ。
その最後尾へ向かう。
船尾に着く。
「入りましょう」といっしょにいるガイドに促されるが、なかなか中に入っていけない。しばらくして、何とか中へ入った。円筒状の暗い空間が前方に広がっているのが見える。
前のほうからひょろ長い薄黄色のものが何体も二ヨロニョ口螺旋を描きながら、こちらへ向かってきた。円筒の内壁沿いに弧を描いて並んだようだ。
数十体はいる。皆が一斉に話しかけてきたような感じがする。
みな、「いらっしやい」とか、「ようこそ」と言っているようだ。
誰かひとりと話したいと思う。中の一人が話し出したようだ。
「昔もこうやって我々とあなたは仲良く話をしていたものだ。あなたは聞きたいことがあるだろう」
「はい。あなたは私の側面（分身）ですか？」
「あなたと私たちは、これまでもいっしよに様々な生命系を探索してきた仲間だ。今回は、あなたは地球へ人り、我々はそれをアシストするような形になったが。エリダヌス座のイプシロン星に行っている仲間もいる。それ以外の生命系にも一緒に行ったり、あるいは仲間たちが行ったりしている」
そういえば、前にエリダヌス座のイブシロン星で、鳥のように空を自在に飛び回る生命体がいるのを体験したことがあった。自分の分身のような感じだった。
「日本へ渡来してきたアマテラス族の人たちは、どういう人たちなのですか」
……これについて得た答えは非常に長いものになったので、日本の古代史について得た情報をお話しするところにまとめて書きたいと思う。
2011年9月13日（火）、フォーカス34／35入門（2回目）
　このセッションではフォーカス34／35の入門用のＣＤを再度聴いた。このシリウスの生命系に会い、さらに質問することにする。
「我々はシリウスのあたりを本拠として、このあたりの宇宙を探索している。プレアデス人やオリオン人と同系である。同じI／thereクラスターズに属している。
　あなたがたは人型という形態をとっているが、我々は、第４密度で蛇や龍のような形をとる。同じＩ／Thereクラスターに属している点では変わりはない。
　シュメールに文明をもたらしたシリウス系生命体は我々とは全く異なる宇宙人だ。彼らは半人半魚である」
　「浅川さんの本に出てくるニュージーランドのワイタハ族に関連する龍とは同族ですか？」
　「我々は近い関係だが、同じ種族ではない。宇宙船は異なる」
　「日本には他にシリウス人などが閉じ込められているところはありますか？」
　「我々のよう高次の宇宙人ではいない」
　「オリオン人のことでわかることはありますか？」
　「我々はオリオン人のことはよくわからない。彼らは少数でピンポイントに特定のグループを狙い、そこに影響を与え、コントロールしようとする」
スターラインズⅡでの体験
次にその年（2011年）の11月に開催したスターラインズとスターラインズⅡの中で、三輪山に関連する体験を紹介したい。と言っても、一セッションのみになる。
2011年11月12日、フォーカス42　ポータル・ルーム
このセッションではフォーカス42の次元間移動用宇宙ステーション内にあるポータル・ルームという特別な設を活用する。
この施設を使うと、時間と空間を超えてピンポイントで時空の一点へ自分を瞬間移動させることができる。過去でも未来でも好きな時間、好きな場所へ行ける。
しかも、移動した先での体験が、自分のまわりに３次元的に広がり、超リアルに体験することが可能である。
三輪山でシリウスの生命体と交信していたときの過去世の自分を体験することにする。
フォーカス42へ。次元問移動用宇宙ステーション内へ行き、さらにポータル・ルームへ移動する。
皆でぞろぞろと左のほうへ移動していく。姿ははっきりとは見えないが何人もいるのはわかる。参加者たちだ。
広い部屋へ来た。リクライニングシートがいくつも並んでいる。みなそれぞれにどれかに座っていく。みな先に座られてしまったので、左手の奥にあるのに座る。
前にスクリーンのようなものが現れた。
ナレーションに従い、シフトナウと言う（こう言うと、時空を超えて自分の指定した時間場所へ移動する）。
映像は全くよく見えないが、その中へ入っていく感じがある。
「時代はいつごろですか」
「今まだあなたは受け取れる状態にないので、後でお伝えする。その当時の三輪山の頂上あたりは今ほど大きな木が生えていなかった。あなたはお供を20人ほど連れて、ここまで登ってきた」
頂上を人が並んで歩いていくのが見える。
黒っぼい服装で毛皮でも着ているような、無骨で力強い印象だ。神道の神主風の白っぽい服装を期待していたが、そうではなかった。
もしゃもしゃの長髪の黒髪に、もじゃもじゃの黒ひげ。
どちらかというと原始的な印象さえある。
「時代は、紀元前562年だ」
自分が「あーあ～あ～」と雄叫びを上げた。
昔アメリカ映画で「ターザン」というのがあったが、あのターザンと同じような抑揚の雄叫びだ。
みなも続けて雄叫びを上げる。かなり原始的で力強い。こっちの予想をまったく裏切った。
今の神道とは明らかに違う。これが縄文なのか。
私はその場に座り、頭を地につけて祝詞（のりと）を唱えている。
現代語に訳すと、
「地の神と天の神のご加護をお願いしたい」とか、「お伺いをたてたい」とか、なんかそういう感じだ。
次いで立ち上がる。まわりで人が踊り出した。自分も踊っているのかどうかはわからない。
しばらくすると、空のはるか上のほうから、龍のような白っぽい生命体が降りてきた。
それが私のすぐ上まで来た。
それと自分が合体したのだろうか。たぶんしていないと思う。というのは、自分が上へ上昇し始め、目の前をその生命体もいっしょに上っていくのが見えるからだ。
しばらく行くと、真っ暗な宇宙空間に出た。
前方にリング状の巨大宇宙船が見える。その一角へ向かって移動していく。
中へ入る。
さらに部屋に入ると、その生命体とかなり気さくに会話し始めた。
それをこの私は宇宙船の外から見ている（知覚している）。ただ、生命体の姿はよくわからない。
わかるのは、その時の私は、上ではこの生命体と仲が良く、とても親しく時間を過ごしていること。
ソファにいっしよに座って肩を組んでいるような印象だ。他にも何体か生命体がいて、みなでワイワイやっている。
　竜宮城に行った浦島太郎みたいに、羽を伸ばしている。ここはまさしく竜宮城、龍の城だ。
　ここでの交流は、けっこうカジュアルなのに驚いた。
　帰還指示が聞こえてきた。
　その場を徐々に離れ、ポータル・ルームへ戻る。
過去世の自分はシャーマン（神官）兼族長という存在だったようだ。三輪山の頂上に20名ほどで登り、踊ってトランス状態に入り、祝詞をあげる。そうすることで、龍型のシリウス人と交流していた。
　それは、紀元前562年のことだった。
時代的にこれが縄文時代なのか弥生時代なのか、実ははつきり言えない。弥生時代がいつ始まったのかについては、通説が定まっていないのである。紀元前10世紀に始まったと言う人もいれば、５世紀ごろと言う人もいる。地域差もある。ちなみに稲作の開始をもって弥生時代の幕開けとするのだが、稲作がいつ始まったのかについて、年代測定データの解釈によって大きく差が出るのである。
　新モンゴロイドは氷河期にシベリア付近にいたので、寒冷地に適応した結果、顔に凹凸が少なく、手足が短く、体毛が少なく、まぶたに脂肪がついて一重まぶたが多い。
　それに対して、古モンゴロイドはそういう適応をする前の体型を持っているので、新モンゴロイドに比べて、顔の彫りが深く、手足は比較的長く、体毛が多く、二重まぶたであるとされている。
　稲作と共に新モンゴロイドが中国や朝鮮半島から日本にやってきたのだが、これまで土着の古モンゴロイドの縄文人と渡来した新モンゴロイドが混血してできたのが現日本人であるとされていた。
ところが最近の遺伝子分析によると、渡来人と縄文人の混血は限定的で、日本人は縄文人の血を色濃く受け継いでいることがわかってきた。
過去世の自分が三輪山にいたのが紀元前562年ということだが、そのときの自分の姿から言えば、黒っぼい身なりで毛深いという印象だった。このときの自分は縄文人だったと考えていいと思う。
また、儀式の様子は無骨で力強く、雄叫びを上げるなど原始的な印象で、今の神道とは明らかに異なる形態をとっていた。今の神道の白装束のスタイルや儀式の雰囲気というのは、渡来した弥生人のスタイルに基づくものだと言えそうである。
それから今回の体験で面白かったのは、宇宙船内で自分が思いっきり羽を伸ばして楽しい時を過ごしていたことだ。竜宮城で時を忘れて楽しんだ浦島太郎のように。
竜宮城伝説というのは、古代人が龍型シリウス人の宇宙船へ行った体験を元にできた話ではないだろうか。
浦島太郎が竜宮城で数日過ごして帰ってくると、地上でははるかに長い年月が経っていて、彼を知る人は誰もいなかった。宇宙船は地上とは若干違う時空に存在するので、帰ってきたら時間がだいぶ経っていたということは、実際起こったかもしれない。スターラインズでそういうことが起こったことはないが。少なくとも私の知っている限りでは。
今回のテーマと直接関係しないが、11月のスターラインズで、面白い体験をしたので、紹介したい。
2011年11月6日（日）、銀河系内で自由探索
このエクササイズはフォーカス42で銀河系内を自由に探索するものだ。
フォーカス42の次元間移動用宇宙ステーション（SSAS）に着いた。
何をしようかと思っていると、ガイドが話しかけてきた。
「面白いところへお連れしますよ。PODに乗ってください」
PODとは個人用の小型宇宙船のことだ。
暗い宇宙空間を移動していく。
「どこへ行くのですか？」
「後で説明します。ワープしていきます」
スターウオーズのように、白い線で出来たトンネル内を高速で進む。
「あなたとそっくりな人がいる惑星です。ここは太陽と大きさや明るさがほぼ同じ星の周りにある第３惑星です。他の惑星は若干違いますが。近くに来ました」
気がつくと、部屋の中にいる。
「∃―ロッパ風の部屋です。∃ーロッパ風は宇宙ではけっこう一般的です」
左手に行くと窓際に男性がソファに座っている。濃い色のパジャマを看ている。濃い紫とグレイの格子模様だ。白髪のような印象で、参加者の○さんみたいな感じだ。
顔ははっきりとは見えない。
窓の外には山の斜面が見える。森のような木々に覆われている。
「あなたはかなり金持ちです。あなたは今の人生に生まれる前に金持ちになる選択肢があったことを覚えていますか」
「はい」
だいぶ前になるが、エクスプロレーション27というプログラムに参加した際に、生まれる前の状態に戻って、生まれる前の状態に戻って、生まれるまでの過程を再体験したことがある。
その際、カウンセラーとガイドと３人でこの人生について計画した。そのとき、言われたのだが、、ふたつの人生のうちのどちらかを選べと。ひとつは金持ちだが、退屈な人生。もうひとつは金持ちではないが、可能性に富む人生。私は後者を選んだ。
「これはもうひとつの選択肢を選ぶほうを実現した世界です。パラレルワールドではありません。多くの人がいくつもの選択肢から選びたいので、そのためにこの今見ている地球が作られています。あなたと同じDNAを選んでこの男性は生まれています。見た目や能力も同じです。金持ちに生まれるという設定です。それ以外の詳細はかなり違います。DNAは選ぶものなのです。ですから親が少し違っても、同じDNAの細み合わせを選ぶことは可能です」
気がつくと、屋外にいる。
自分の顔が見えた。
「お－まったく同じ顔だ」
年齢も今の自分と同じくらいだ。
この男は庭を歩いている。庭には背の高さぐらいの木々が生えている。脇に女性が現れた。
奥さんだ。Sさんに少しだけ似ている。今の家内とはまったく違う女性だ。
ふたりの問に女の子が現れた。顔がはっきり見える。5、6才だ。
「あなたは遺産を相続したので相当金持ちです。会社をいくつか経営していますが、任せていても順調に行っていますので、比較的、自由な時間があります。でも、少し物足りなさも感じています」
「こういう、ふうにここは、選択されなかったほうを実現することを希望する人が同じDNAで生まれてきます。そういうことを希望する人が多いのです。ここはあのアンドロメダの地球そっくり惑星とは別です。これはあなたの側面です。ここを通して学んでいます」
次第にこの場の風景が小さくなって、ここを離れていく。
「まだ時間がありますので、途中でもうー箇所、面白いところへ行きましょう。ここは惑星全体がひとつの生命体です。地球も同じですが、もう少し違った意図を持っています。
この惑星に外から生命体が寄ってくると、それを取り込んで捕獲します。
と言っても、食べてしまうわけではないのです。その中で輪廻させることで、全体のエネルギーを増やすのです。
　地球もある意味同じことをしているわけですが、目的が遠います。
　ここでは、惑星全体として意図を持って、その中のエネルギーを増やそうとしています。
　捕食ではないですが、結果的に生命体たちはその惑星に囚われてしまいます」
　そういうことなら、この惑星には近寄らないことにする。
　その場を離れて、SSA2へ向かう。帰還。
スターラインズやスターラインズⅡでは、この手の、予想を超える体験をすることがたびある。それが半ば当たり前になる。
三輪山の山頂で交信した龍型シリウス人は大物主神
過去世の私が紀元前562年ごろに交流していた龍型シリウス人は、三輪山にまつわる生命体、つまり神である。
この神について、『記紀』などからわかっていることをまとめてみたい。
　三輪山の大神神社おおみわでは古来、大物主神（おおものぬしのかみ）が祀られている。「箸墓伝説」にあるように大物主神は蛇神だとされている。
おおなむちのかみ　すくなひこのかみ
　大神神社に祀られる主祭神は大物主神であるが、大己貴神と少彦名神を配祀する。
おおくにぬしのかみ
　大己貴神は大国主神の別名だとされている。
　みなよく似た名前の神なので、混乱するかもしれないが、ここでは、3つの神についてその関係について少し議論したい。大物主神、大己貴神、大国主神である。
いなば　しろうざぎ
　この中で、大国主については聞いたことがあると思う。出雲の神様であり、「因幡の白兎」の話は殊に有名だ。
　おおものぬしのかみ
　大物主神と大国主神との関係について『記紀』には次の話が載せられている。
おおくにぬしのかみ
すくなひこなのかみ
『古事記』によれば、大国主神とともに国造りをしていた少彦名神が常世の国へ去ってしまったので、大国主神がこれからどうやって国を造っていけばいいのか思い悩んでいると、海の彼方から光り輝く神様がやってきて大和の国の三輪山に自分を祀るように言った。
大国主神がどなたさまですかと尋ねると、「我は汝の幸魂　さきみたま奇魂くしみたまなり」と答えたという。
それが大物主神である。
　幸魂と奇魂を足して和魂にぎたま
という。神が持つ二つの側面（荒々しい面と優しい面）を荒魂あらたまと和魂と呼ぶ。
つまり、「大物主神は大国主神の和魂」ということになる。
『日本書紀』にも同じ話が出ているが、大国主神が大己貴神（オオナムチ）となっている。
　と、ここまで書いてきたが、これでは何のことかよくわからないと思う。
そこで、これを自己流に解釈するとこうなる。
大国主神というのは、実際の人間で地元の王である。それが国造りで相棒を失い、途方に暮れていると、海の彼方から光り輝く生命体がやってきて言った。
「私はあなたの非物質の部分です。禁物質界に具現化したのがあなたです。」
こう解釈すると、物質界に具現化したのが大国主で、地元の王であり、その非物質バージョンが大物主神ということになる。
三輪山で地元の族長だった過去世の私と、三輪山の頂で交信していた龍型ンリウス人の関係と同じになる。龍型シリウス人は私の非物質界バージョン（非物質界における一側面）であった。
私は縄文人の部族の長であり神官だったが、おそらく三輪山周辺の狭い領域に住む部族の長だったと思う。後でお話しするが、その後、出雲族が三輪山近辺にも進出し、より広範な領域を治めるようになる。それはアマテラス族が征服するだいぶ前の話である。
そして、出雲族の歴代の首長を神格化して大国主神という神が生み出される。その段階では、もう実際の出雲族の首長はシリウス人と交流しなくなるのだが、代わりに、縄文人の私の子孫が神官として交流を続けていた。
　ただ、物質界側の王（大国主神）とその非物質バージョン（大物主神）の関係性についての伝承はそのまま残ったのではないだろうか。それが「大物主神は大国主神の和魂だ」という伝承となったと考えられる。
　さらに、私が龍型シリウス人と交流していたころ、龍型シリウス人は大己貴神（オオナムチ）と呼ばれていたのではないだろうか。あるいはその縄文語バージョンだったかもしれない。
オオナムチという言葉の語源だが、調べてもよくわからない。「オオ」は偉大なとか貴いという意味で、「ナムチ」が語幹だと思われる。
「チ」については、語源辞典を調べると、「いかずち（雷）」や「みずち（水霊）」、「おろち（大蛇）」の「ち」にあるように、霊的な力を持つものを表す言葉だそうだ。
　それでは「ナム」は何だろうか？
　生（なま）、なまこ、なまめかしい、なめくじ、なめこ、なめす、なめらか、なめる、という言葉があるように、「ナム」という言葉の響きには何かヌメヌメした印象がある。ナムチとはヌメヌメ、ぬるぬるした蛇の霊力を持つものを表す言葉と考えられないだろうか。
龍型シリウス人は日本では蛇と把握されたので、こう考えると、この存在をオオナムチと呼んだのではないかと推論してもいいと思う。
　オオナムチを祀る神社は日本各地にある。大国主神も同じである。
　それに対して、大物主神を祀るのは三輪山の大神神社ただ一社である。
ということは、龍型シリウス人は各地で地元民と交流があり、オオナムチと呼ばれていた。
それを三輪山では特別に大物主神と呼ぶようになったということだと思われる。
また、先にお話ししたように、三輪山では、龍型ンリウス人（大物主神）が物質界に人間として姿を現したのが大国主神であり、地元の王だという伝承があったと考えていいだろう。
ただ、その後、大国主神と大己貴神（オオナムチ）が同一視されるようになり、ひとつの神の別名となったのだと思われる。
第2部日本の古代史の真実
第１章　トートとの交信が始まる
あの龍型シリウス人、つまり大物主神はどうして三輪山に封印されていたのだろうか。
ネガティブなオリオン人によって封印されたということだったが、いつの時代のことなのか。一体どういう人たちがそれに関係していたのだろうか。
日本の古代史は誤って伝えられているので真実を明らかにすることが必要だと万貴さんは言う。特に『古事記』と『日本書紀』は、天皇を中心とした律令制国家を確立するために作られたので、歴史を大幅に書き換えて伝えているとのことだ。
どうやらこのことと龍型シリウス人が封印されたこととは、深く関係しているような気がする。
おそらく３世中ごろの邪馬台国の末期の時代から大和に天皇家を中心とする初期ヤマト王権が成立してゆく過程に、何かが隠されているのではないだろうか。
つまり卑弥呼の時代から、その跡を継いだ台与（とよ）の時代を経て、初代天皇が大和に誕生するまでの期間である。
　そもそも初代天皇が誰で、いつごろ即位したのかもはつきりしていない。『古事記』や『日本書紀』では、それは神武天皇で紀元前660年のことになっているが、史学界でそう考える人はまずいない。第10代崇神天皇だろうという考えが一般的だ。時期についての通説は４世紀
ごろということだろうか。
　どうも邪馬台国の最後から初代天皇が誕生するあたりに大きな秘密があるような気がする。
　そこに物部氏と古代の大王とも言われているニギハヤヒがからんでいるらしいのだが、一体どういう関連なのか、よくわからない。ここにも何か秘密がありそうだ。
　さらに、天照大神あまてらすおおみかみが伊勢神宮に祀られるようになった経緯にも何かがあるような気がす
る。そもそも天皇家の祖？親？である天照大神を祀る聖地がどうして伊勢にあるのか。
　さらに言えば、伊勢神宮に内宮と外宮がある理由は何か。これも考えてみれば不思議である。
　　　　　　　　　　　　　　　とようけのおおかみ
特に外宮は天照大神とは直接関係しない豊受大神が祀られている。天皇家と直接関係ない神だ。
　こう見てくると、日本の古代史は不思議なことばかりだ。古代史と言っても、つい1800年ほど前のことだ。エジプトやシュメールのような何千年も前のことではない。必要とあれば簡単に現地へ行くことだってできる。しかも我々日本人の歴史だ。
何やら久しぶりに好奇心が沸いてきた。
こういう謎を解明するのにはどいうしたらいいのか、答えはすぐに出た。あの龍型シリウス人に聞けばいいのだ。私は幸いへミシンクという方法を学んでいるので、こういう生命体と会ったり、交信したりするのに慣れている。これまでにも屋久島やハワイ島で高次の生命体と交信したり、さまざまな星で異星人と出会い、交信したりしてきた。最近ではバシャールと交信するようにもなっている。そこで機会を見て龍型シリウス人に会い、古代の日本の歴史について教えてもらうことにした。
ところが、そうしたことを何回か行なっているうちに、交信相手は龍型シリウス人から別の生命体に変わっていった。歴史情報については、こちらのほうがどうも適しているようなのだ。
その生命体とは実はだいぶ前に交信したことがあった。『屋久島でへミシンク』を読まれた方は覚えてらっしやるかもしれないが、最初のほうで（ｐ17～20）、日本古来の教えに関わる存在と交信があった。
あのときは神主ふうの存在という印象を受けたが、今の神道ではなく、日本のもっと古い教えに関わっているとのことだった。私のI／There（アイ・ゼア）のメンバーではなく、もっと上のレベルで私と関係していると言っていた。
I／There(アイ･ゼア)
　ここでI／There（向こうの自分）とは、ロバート・モンローの造語で、過去世と現世の自分の集団のことである。自分とは、今生きているこの自分だけでなく、過去のさまざまな時代、さまざまな国・地域で生きた自分（過去世）がいる。中には地球以外の生命系で生きていた、あるいは、生きている自分も多数いる。
　そういった大勢の自分たちの総数は、個人差があると思うが、数千人は下らないだろう。こういう集団が存在し、それをモンローはI／There(アイ･ゼア)と呼んだ。
一般的にはトータルセルフとか、オーバー・ソウルと呼ばれることが多い。
　各自にそういうⅠ／Thereがある。
　I／There(アイ･ゼア)の中の何人かは、意識の進化の段階をかなり進んだ存在であり、今の自分を導いてくれている。私は彼らをガイドと呼ぶ。日本で指導霊とか守護霊と呼ばれる存在と同じよう者と理解していただいていいと思う。自分のI／There(アイ･ゼア)のリーダー的な存在である。
I／There(アイ･ゼア)クラスター
興味深いことに、互いに関連する人どうしのI／There(アイ･ゼア)は強い結びつきがあり、意識の高いレベルで実はつながっているのである。それはそのレベルで一つの集団を形作っている。
それをモンローはI／Thereクラスターと呼んだ。クラスターとは塊、群れという意味である。フォーカス42と呼ばれる高い意識レベルへ行くと、多くの人のI／Thereがつながっているのが実際に把握できる。
　I／Thereクラスターにはそのリーダー的な存在たちが複数いて、全体を導いている。
　今回私が交信した、日本古来の教えに関連する存在というのは、このレベルで私と関係しているようだ。つまり、私が属するI／Thereクラスターのリーダー的な存在のひとりのようである。
I／There(アイ･ゼア)スーパークラスター
フォーカス49という、さらに上のレベルへ行くと、さらに多くの人たち（生命体たち）の意識がつながり、多数のI／Thereクラスターが、さらに大きな集団を形作っているのがわかる。このレベルまで来ると、人類だけでなく、銀河系内外の他の多くの天体にいる生命体たちも含まれてくるようになる。この集団をI／There(アイ･ゼア)スーパークラスターと呼ぶこともある。
この集団にもリーダー的存在が10名ほどいる。彼らは地球上のさまざま地域で古来から神聖な存在として把握されてきている場合が多い。呼び名は地域や時代によってまちまちである。リーダー的存在のひとりは、インドで観音と呼ばれた存在である。同じ存在はローマでは月の女神ディアナ、ペルシャではアナーヒターと呼ばれていた。
リーダー的存在には他に、古代エジプトでトートと呼ばれた神的存在もいる。知恵の神である。仏教では勢至菩薩がそれに対応すると思う。
他には、キリスト教で大天使ミカエルやガブリエルと把握される存在たちもいる。
　ただし、こういった存在たちは生命体という形をとらない場合もある。Ⅰ／Thereスーパークラスターという大きな集合意識内には、さまざまなテーマや概念がある。たとえば、愛や慈悲、知恵、正義、喜び、美、神性、命、純粋さ。それぞれがそのままエネルギーとして存在している。そういうエネルギ一に直接つながる場合もある。そういう場合は、そこには人格というのは感じられないこともある。
　それらがあえて人格を持って現れてくることもあり、そういうときに、それを人は観音菩薩と見たり、トートとして知覚したりするわけである。あるいは、ローマ神話の愛と実の女神であるヴィーナスと認識する。
　それでは、Ⅰ／Thereスーパークラスターのリーダーたちと、I／Thereクラスターのリーダーたちはどういう関係にあるのだろうか。それぞれフォーカス49と42という違いがある。
　私の感覚では後者も観音やトートという神的な姿をとって現れることが多い。つまり、このレベルですでに相当高いレベルの存在なのである。
前者が観音やトートをさらにパワーアップした、より高次の、より抽象的存在たちという感じがする。
古代の大王
前置きが長くなってしまったが、私が交信する相手は、フォーカス42というレベルの存在で、私の属するI／There(アイ･ゼア)クラスターのリーダーたちのひとりである。古代日本と関連が深いらしい。
この存在の印象を列挙すると、威厳のある男性で、何か大王という雰囲気があり、正義とか知性、理性、知恵という言葉がよく当てはまる。ちょっと古風な感じがあり、古代語を話しそうな、そんなイメージだ。
古墳時代の王の姿として、みずらを結い、黒いヒゲを生やし、白い服装の男性が措かれることが多いが、この存在とつなぎきに、そういう姿が連想されることもある。因幡の白兎の物語に出てくる大国主おおくにぬしのイメージと言ったらわかりやすいだろうか。
　だからと言って、この存在がそういう姿だというのではない。こちらがそういうイメージを連想する何か、雰囲気というか、エネルギーというかを持っているというのが正確なところだ。
だから、違う民族がこの存在とつながれば、また違うイメージを連想するに違いない。
　私は人と比べて、視覚イメージを連想するのが苦手なようで、この存在とつながってもいつもは何もイメージが浮かばない。だからかえって雰囲気とかエネルギーをしっかりと把握するのかもしれない。前にガイドから「そのほうが正確な印象を受け取れる」と言われたことがあ
る。イメージが見える場合は、連想して見えてきたイメージに逆に縛られることがあるということのようだ。
　たとえば、大国主ふうの人物が見えてきて、それを大国主だと思ったら、出雲の王という限定的な意味合いでとってしまうかもしれない。本当はそういう狭い意味ではまったくないのに、それに縛られてしまうのだ。
　古代の巫女や神官などに、この存在とつながる人もいたようだ。そういう人たちには理想の大和の大王について特定のイメージがあり、それをこの存在に投影したようだ。
　彼らがそういう特定のイメージを持ったので、それに合わせてこの存在もそういう姿をとることが多かったようだ。
　この存在を何と呼んだらいいのか、因ってしまう。名前を教えてくれることはないので、自分で付けるしかないが、適切な名前が思いつかない。
以下では、便宜的に「トート」と呼ぶことにする。これで間違いではないからだ。
以下、日本の古代史についてこの存在から得た情報を順にお話ししていこうと思う。
情報の来方だが、会話のように言葉で教えてもらうこともあったが、そういう形はむしろ例外的だった。自分でいろいろ調べていくことが必要で、そうする過程で次第にひとつのストーリーに落ち着いてくるのである。
そうすると、何かピタツとジグソーパズルがうまく合ったときのような満足感がある。そうでない場合は、何かまだだという感覚が残る。そこでさらに調べていくと、最終的にピタツとする答えに行き着くのである。なので、けっこう時間をかけて試行錯誤を繰り返し、落ち着くところに落ち着かせるという作業を行なった。万貴さんが言う「謎解き」と同じである。
その結果が今回この本にお話しする内容である。
だから、その過程で個人的なバイアスがかかったり、先入観が紛れ込むこともあると思う。
なので、ここに書くことが100％責実だという受け止め方はしないでほしい。あくまでも、ひとつの試論だとしていただきたい。
疑問点を書き出す
交信を始める前に疑問に思う点や、知りたいことを整理し列挙してみた。
（1）アマテラス族はどこからどういう経路で日本に来たのか。どういう部族なのか。
（2）邪馬台国はどこにあったのか。
（3）卑弥呼はだれか。
（4）箸墓古墳はだれの墓か。
（5）邪馬台国の歴代の王が大国主か。ナガスネヒコとはどういう関係なのか。
（6）ニギハヤヒはどういう存在だったのか。本当に天孫族だったのか。物部氏とはどういう関係なのか。ナガスネヒコとはどういう関係か。ニギハヤヒは海部氏や尾張氏の始祖であるヒコホアカリと本当に同一人物か。
（7）神武東征は歴史的事実か。
（8）初代天皇は神武なのか、崇神なのか。応神なのか。
（9）邪馬台固からヤマト王権はどういう過程を経て確立されたのか。
（10）三輪山に祀られている大物主神は本当に大国主と同じ神なのか。
（11）出雲族はアマテラス族が来るまで近畿地方から出雲までを広く勢力圏としていたという説があるが、本当か。
（12）アマテラスは日の神なのになぜ女神なのか。通常は男神のはず。　
（13）スサノオはアマテラスの弟で、天孫系なのか。スサノオの息子（子孫？）が大国主なのか。そして大国主は出雲の神なのか？
（14）伊勢神宮の内宮には本当にアマテラスが祀られているのか。どうして内宮と外宮があるのか。
（15）皇祖であるアマテラスを祀る神社はどうして伊勢にあるのか。
ところで、本書では、天照大神などの神の名前（場合によっては人物の名前）はアマテラスというふうにできるだけカタカナ書きとすることで、読みやすくするようにしている。あまり漢字ばかりだと、それだけで読む気が薄れてしまうのは、著者も同じだ。
また、神に対して尊敬語を使うこともしていない。つまり「アマテラスが‥‥‥された」とは書かず、「‥‥‥した」と書く。
この辺について不満がある方は、本書を読まをいほうがいいと思う。
というのは、これから明かされることになる事柄は、それどころではないからだ。
それでは、以下、トートから受け取った日本の古代史についての情報を記したいと思う。なお、情報の一部は、龍型のシリウス系生命体から得ている。
　その前にトートからのメッセージをお伝えしたい。
トートからのメッセージ
　日本のアセンションにとって重要なことがある。
　それは、日本の歴史上のさまざまな人たちが、さまざまなレベルに囚われているのだ。それを救出する必要がある。古代天皇家の中にも多数いる。あるいは、蘇我氏のような天皇の関係者にもいる。特に古代の三輪山に関係した中に多数囚われているのだ。
　個々人は自分に直接関係する人たちを囚われから解放する必要がある。自分と直接関係しない人たちについては、他の人たちが救出するだろう。みな、自分に直接関係する人たちを救出することをまずやってほしい。
　それから邪馬台国からヤマト王権が確立されていく時代の歴史と、古代天皇家に関連する歴史が、相当改ざんされ、歪められているので、真実を伝えていくことが必要だ。古事記と日本書記が書かれていく過程で、かなり歪められてしまっている。天皇の権力を正当化するのに都合が良いように書き換えられているのだ。
古代史の真実をしめすこと、それに関連して囚われている多くの人を解放すること、それが日本のアセンションにとって今とても重要なのだ。
トートからのメッセージは受け取り方によっては、とても過激で、強い決意を感じる。そして、アセンションに重要とトートは力説している。
時代区分について
以下、時代順にお話ししていくことにするが、その順番は概ね以下になる。ただし、間にアマテラス族の起源についての章と卑弥呼についての章が入っている。
（1）超古代‥数十万年前から1万2千年ほど前まで
（2）縄文時代‥1万2千年ほど前から紀元前5世紀ごろまで
（3）稲作民の渡来（弥生時代初期から後期）‥紀元前5世紀ごろから2世紀中ごろまで
（4）アマテラス族の起源
（5）邪馬台国と卑弥呼‥2世紀中ごろから3世紀中ごろまで
（6）太陽神を祀る巫女としての卑弥呼
（7）邪馬台国の終焉とヤマト王権の成立‥3世紀中ごろから4世紀初めごろまで
その後の章は、内容別に時代を越えて書かれている。
（8）物部氏と『先代旧事本紀』に隠された謎
（9）天武天皇の創作したアマテラス
（10）物部氏の陰謀とは？
（11）外宮造営に隠された謎
第2章　超古代
まず超古代と呼ばれる有史以前の歴史から始めたい。つまり古代エジプトやメソポタミアに文明が始まった紀元前3千年～4千年よりも前の時代についてである。
学術的に受け入れられている通説では、その時代には文明と呼べるものは一切存在していないとされている。通説では次のように言われている。
（1）400万年ほど前にアフリカに現れた猿人が、その後、原人、旧人、新人と徐々に進化して今に至った。
（2）それに伴い、使われていた道具（主に石器）も少しずつ高度なものになってきた。
（3）人々は狩猟・採集中心の生活を経て、その中の限られた地域で紀元前9千年ごろに農耕や牧畜が始まり、その後、次第に世界各地へと広まった。
（4）紀元前3千～４千年‥最初の文明がエジプトとメソポタミアに起こった。
（5）その後、各地で文明が起こり、今に至っている。
　それに対して、受け取った情報は、「あなたはすでにそれについては知っているので、その中でも特に日本に関連することがらを述べるに留めたい」というものだった。
　すでに知っているというのは、本を通して必要な情報を得ているということだ。前に紹介したバシャールやリサ・ロイヤルの本、さらには『ラー文書』（ナチュラルスピリット）、『テオドールから地球へ－地球は第4密度へ移行する＝‥』（たま出版）などを読んでいたので、そこに情報はあるという意味である。
　少し余談になるが、上の存在と交信していて、何か質問しても、すぐに答えがないことがある。その代わりに、しばらくしてある本に導かれる。あるいは本屋で偶然手にした本に答えが出ている、ということがある。答えがすでに本という形で存在する場合には、それを利用した
ほうが手っ取り早いのだ。今では本だけでなく、ネットの資料ということもある。必要な情報へ導かれていくのだ。
　ということで既に情報はもらっているということなので、まずは、これらの本を元に超古代史の概略をまとめてみたい。ここでは特に『バシャール×坂本政道』（くOHCE）と『宇宙人遭遇への扉』（ネオデルフイ）に善かれていることを紹介する。
バシャールの説く人類史
バシャールは人類の創生とその歴史について、『バシャール×坂本政道』（VOICE）に詳しく述べている。以下にその要約を載せる。
人類はアヌンナキという別宇宙の生命体が、50万年前に当時地球に生きていた前人類に遺伝子操作を施すことで誕生した。こうして生まれた最初の人類はアヌンナキに似て青い肌をしていた。彼らはムー(レムリア)と呼ばれる地に住んでいた。
ムーは太平洋に広がっていて、アジアにもつながっていた。ハワイ、日本の一部、東南アジア、それに中国、ロシアの一部も含まれていた。
何万年もの間に地質学的な変化によって、ムーはいくつもの土地に分かれ、最終的にはほとんどの地は海底に沈んだ。
ただ、ムーは地球上の各地に植民地をもっていたので、人々はそこへ移っていつた。植民地はアジア、アフリカ、オーストラリア、南北アメリカにわたっていた。
アジア人とネイティブアメリカンが似ているのは、共にムー人の末裔だからである。
ムーの人々が来たアメリカに植民したのは５万年前のことで、そこから南アメリカへと移動していった。その途中、アトランティス大陸に達したのが３万年ほど前のことだ。
　アトランティスはキューバ、プエルトリコ、フロリダの垂バハマき？の地域である。
当時は氷河期だったので、海面が今よりも警－トル？ほど低かったため、これらの地域は、つながっていた。
　アトランティスは1万2千年前まで続いた。1万2千年前に巨大隕石が2個大西洋に落ち、それによる300メートルの高さの津波によってアトランティスは海底に沈んだ。
　こういう流れとは別に、ムー人たちはインドやアジアでも古代文明を創った。そのひとつがシャンバラという高度に発達した古代文明である。こういった文明のいくつかが核兵器を発達させ、いくつかの紛争において、今の核兵器よりは限定的なパワーを持つ核兵器が使われた。その証拠は古代遺跡の中に残っている。
意識の進化の度合いは振動数ヘルツで表されるが、ムー人の平均振動数は17万から15万ヘルツであったのが、アトランティス人は初期の段階で14万から15万ヘルツ、その後、多くの変化が生じ、振動数が下がってしまった。今の人類の平均は、7万6千から8万ヘルツであり、アトランティス人よりもさらに低い。
アヌンナキは地球に来て人類を創生する前に、太陽近傍のいくつもの星系で人類型生命体を発達させている。
アヌンナキはこの宇宙に入ってきて、まず、こと座星とオリオン座星系として知られる星々に落ち着いた。オリオン座星系とはリゲルと三ツ星の一つであるミンタカである。
次に、こと座星系とオリオン座星系の両方からプレアデス星団に移るものもいた。彼らはその後進化してプレアデス人となった。
その後、オリオン座星系から（直接リゲルからと、ミンタカ経由で）地球へ来て、人類を創った。
人類が創られてから少なくとも30万年間は他の地球外生命体との交流はなかったが、その後、シリウスやプレアデス人との交流が始まる。
その後、オリオン座の文明のいくつかも交流を開始。
さらにアークトゥルスやグレイとの交流が始まった。
ここでシリウスの文明とはアヌンナキとは直接関係ない生命体たちで、人類型ではない。
以上がバシャールによる人類の創生記である。
シリウス近傍はこの宇宙への出入り口になっているので、さまざま生命体が、ここを通って、この宇宙の我々太陽系近傍の領域にやってくると言われている。
古代シュメール人に文明を授けた水陸両生宇宙人オアンネスや、アフリカのマリ共和国に住むドゴン族に天文学の知識を授けたノンモは、シリウスから来たと言われている。
エジプトのハトホルもシリウス経由でやってきている。
また、
　シリウス人やプレアデス人と人類の交流については、リサ・ロイヤル＆キース・プリースト著『宇宙人遭遇への扉』（ネオデルフイ）に詳しく書かれている。
同書は、プレアデス人女性サーシャと集合意識ジャーメインからの情報をチャネルしたものである。以下にそのポイントを紹介したい。
ジャーメインの語るアジア人の創生
　地球人類は地球上で進化した霊長類に宇宙人の遺伝子を組み入れ誕生した種族。これは現在も続いていて、宇宙的な視点では自然な流れである。輪廻転生をふまえると、太古の地球に関与した宇宙人とは、今の地球人自身だと言える。
地球を含む銀河系宇宙族が演じてきた宇宙のドラマには、分裂して再統合するという共通のパターンがある。光と闇を統合する最後の舞台として位置づけられたのが地球。
地球を含む銀河系宇宙族の起源はこと座にあり、そこから、ベガ、シリウス、オリオン、プレアデス、ゼータ・レクチルなどの文明が生まれた。地球人種の創生計画は、こと座の宇宙人をリーダーに、シリウス系の宇宙人がその補佐役となり進められた。プレアデス人は、主要な遺伝子の提供者となった。聖書で言う「エデンの園」は遺伝子実験を行なう場所であり、日本を含む地球上に複数あった。
　こと座人の願いは「将来、両極に分裂する可能性を徹底的に排し、統合の規範となるような惑星にする」ということだった。それは何千年もかかる計画だった。
しかし、白人や黒人など多くのプロトタイプを作ったため、その多様さゆえに望むような統合の可能性が低いことがわかった。ここで未来からの働きかけがあり、未来の宇宙人が時間を遡って、遺伝子操作を行なっている宇宙人と接触し、「将来、地球の様々な種族の統一を促すような、新種のプロトタイプをつくること」にした。
こうして誕生した新しい種族がアジア人だった。そのために使用されたのがゼータ・レクチル人の遺伝子だった。
ゼータ・レクチル人は地球人よりも多様な種族だったが、惑星存亡の危機にさらされた。
彼らは個性の追求が利己主義となり、それが原因で惑星の滅亡を招いたと考え、徹底して個性を排除する道を選んだ。その結果、現在彼らには心身ともに個体差がほとんどなく、全員が集合意識の一部として行動している。この特徴はアジア人の肉体的、精神的な傾向として現れている。
アジア人創成の遺伝子実験は、主に日本と今では海底に沈んでしまった周辺の島々で行なわれた。「日本は神聖な起源を持つ国」という考え方は的を射ている。
宇宙人はプロトタイプの身体の改良だけではなく、精神面での教育にも力をいれた。
　しかし、宇宙人の意図は様々あり、地球人に知恵を授けることに反対するグループもあった。そのほうが利用しやすいと考えていた。地球人をめぐって宇宙人同士の争いも絶えなかった。宇宙人はすべて進化した存在と思うのは錯覚であり、誤解だ。
サーシャの語る古代日本にあった宇宙人の複合都市
　私（サーシャ）が属するプレアデス人の種族は、太古の昔、地球に住んでいた。
　地球に住むきっかけは、争いが絶えないこと座を逃れた一部が新天地を求めて地球を訪れたことから始まる。地球の霊長類の遺伝子を自ら取り込むことによって、地球に住める体を確保「地球系こと座人」となった。ところが、こと座人が地球人種創成計画のために地球を訪れるようになり、「地球系こと座人」は、かつての争いの再燃となることを嫌がり地球を脱出し、今度はプレアデス星団として知られる領域に入植した。
心の闇や争いを避けるためだったが、エネルギーを生みバランスした状態を保つためには、電池にプラスとマイナス極があってはじめて電流が発生しエネルギーが生まれるように、陰と陽が必要だ。だが、それに気づくまでに、私たちの先祖は多くの葛藤を要した。
　地球で遺伝子実験を行なっていたこと座人は、プレアデスに移植していた我々の先祖に、地球遺伝子実験の計画に参加するよう誘い、一部がその誘いを受け入れた。こと座人にとって、地球の霊長類の遺伝子を体内に持っているプレアデス人は地球人種のプロトタイプに組み込むための遺伝子提供者としては最適だった。
先ほどジャーメインが述べたように、未来の宇宙人からの働きかけによって新たにアジア人の創生が決まり、プレアデス人やシリウス人らの遺伝子が地球人のプロトタイプにすでに組み込まれていたが、さらにゼータ、レクチル人の遺伝子を使い、一体感と霊性を持つ新種族をつくることが、当時の宇宙人たちの狙いだった。
しかし、当時の宇宙人たちの目的は一様ではなく、多くがいがみ合っていたので、革新的な目的を持つ遺伝子操作実験は、隔離された場所で秘密裏に行う必要があった。
古代のプレアデス人と縁が深いのは安芸の宮島で、大規模な宇宙人の複合都市があった。通信基地、遺伝子実験、教育、居住地域などがあり、宮島は大文化交流センターでもあった。
日本はレムリア文化圏に属していたが、アトランティスとの交流もあり、宮島近郊の都市では、アトランティスからの使節が派遣されていたりした。この他、奈良県の天川、丹後半島の天橋立、宮城県の松島など古代宇宙人との縁の深い地が多い。宮島周辺は、ブレアデスと地球をつなぐ世界有数の「扉」の一つでもある。
　宮島周辺でプレアデス人がプロトタイプを教育していたのは、約3万年前から10万年前。
約1万1千年前、アトランティス文明が崩壊するまで、こうした都市には多くの人が住んでいた。
　私個人が属するプレアデス人の外観は、ちょうど東洋人と白人の混血に似ている。私たちの目はアーモンド形をしている。日本人より少し目が大きい。じつくり見ないと、見分けがつかないだろう。
　日本文化には古代プレアデス人の影響が今でも残っている。自然との調和を重んじた日本の伝統的な建築様式や、茶道の儀式だ。茶道にみられる通過儀礼や道具は、ネイティブインディアンのそれとも共通したものが多い。
　ものを持たずに究極のシンプルを求める通過儀礼をやり遂げるには、恐れを克服する必要がある。恐れが直感の声を聞こえなくする。ものがなくても身を守れる、豊かさの源である宇宙と常につながっていれば、「私は一人ぼっちだ」という思いはなくなる。肉体は滅びるが魂は永遠である。そういうことを通過儀礼を通してプロトタイプの生徒に宇宙人は教えていた。広島の聖山（現在の弥山みせん）は、そうした通過儀礼が行なわれていた場所でもある。
　以上、すでに知られている情報をまとめた。
それでは、以上を基礎知識として、今回もらった情報を紹介する。なお、この情報は龍型シリウス人から得たものである。
　太平洋に古代ムーの文明があった。
　古代ムーは世界中に植民地を持っていた。日本はムー自体の一部である。日本は初めのころにはそれほど中心地ではなかったが、ムーの中央部が沈み、いくつかの地域に分かれていくと、日本は中心的な地域になった。
　ムーの人々が植民した地域は、チペット、シャンバラ、インド、イラン、トルコ、ギリシャ、オーストラリアなど。さらに北米へ経てアトランティスヘ。
　そういった国々は次第に互いに戦うようになる。その中で日本はムーの伝統を守った特殊な地域である。
　数万年前に宇宙人との共同都市が日本にあった。その頃、シリウス人やプレアデス人など多くのポジティブな宇宙人が人類と交流していた。それはアヌンナキが50万年前にムーで人類を作ったはるかに後のことである。
その頃、シリウス人やプレアデス人など多くのポジティブな宇宙人が人類と交流していた。それはアヌンナキが50万年前にムーで人類を作ったはるかに後のことである。そのころにはムー人は、もうムー人とは呼ばない程に変化を遂げていて、アトランティス人などと同時代の人類になっていた。五色人（白、黒、赤、青、黄人）というふうに世界には５つの人種がいた。
　その後、アトランティスの崩壊と時を同じにして、すべての文明が崩壊したが、その後、細々と縄文系日本人と龍型シリウス人の交流は続いた。多くの宇宙人は地球を去ったが、プレアデス人やハトホル、龍型シリウス人、半人半魚型シリウス人などが、その後も、世界の一部の地域でつながりを残した。
　ただ、文明を教えるとそのまま、距離を置く宇宙人たちも多くいた。龍型シリウス人はシャーマンとのみのつながり、必要な情報を与えていた。それは文明というよりは、自然との共存という考え方である。
　龍型シリウス人は物質文明というものに懐疑的なところが強かったからだ。アトランティスの崩壊を見て、ぞの思いをさらに深くしていた。
　それに対して、エジプトやシュメール文明の始まりを指導した宇宙人たちは、積極的に文明を与えることをした。
　それが結果的に、今の文明へとつながってきている。
　今必要なのは、自然との共存を思い出すこと、ハイテクだが、それに溺れずに、自然とつながった生き方をするいうことだ。
超古代の遺跡はどこへ行ったのか
　ところで、1万2千年ほど前までアトランティスなどの超古代文明が世界各地にあったとして、その痕跡がまったく見つからをいのはどうしてだろうか。
　本当は見つかっているのに、そういう目で見ないからわからないだけかもしれない。
　実際、バシャールによれば、既に見つかっているいくつかの遺跡が超古代のものである。
　たとえば、マチュピチュとテノチティトラン（メキシコシティの地下に眠る古代の都市アステカの首都。最盛期には人口30万人でテスココ湖の島上に建設された。現在のメキシコシティに相当する。テノチティトランはナワトル語で「石のように硬いサボテン」の意）は1万2千年前の隕石下を予知した人たちによって作られた避難施設だし、トルコのカッパドキアは核シェルターである。パキスタンのハラッパーとモヘンジョダロは古代の核戦争で廃墟となった都市の跡である。
ただこれら以外の多くの都市や構造物は、1万2千年前に大西洋に2個の巨大禦が落下したため、破壊され、海中に没してしまったと考えられる。
バシャールによれば、巨大隕石は300メートルの高さの津波を生んだとのことである。
津波の破壊力のすさまじさは言をまたないだろう。2011年3月11日の東日本大震災のときの津波の高さはほ15～30メートル、最大で43,3メートルを記録した。300メートルということは、この10倍程度ということになる。
　それがどれほどの破壊力か想像を絶するが、隕石落下の場合、影響はそれだけに止まらない。
大量の高温の粉じんが大気圏中に巻き上げられ、その後しばらくそこに留まる。そのため太陽光が遮られ、気温の低い状態が何年も続く。落ちた隕石の大きさによって影響はずいぶん異なるが、逆に温室効果で最終的に温度が上昇することもあり得る。
　1万2千年前の隕石落下では温度が一挙に上昇し、それまでの氷河期が終わり、海水面が100メートル上昇した。そのため、多くの遺跡は海面下に眠っていることになる。超古代の遺跡が見つからないもうひとつの理由がある。
　それは今我々が住んでいる世界とムーなどの超古代の世界が、実は違う世界だということである。
　バシャールによるとすべての生命体には振動数があり、振動数の値がその生命体の進化の度合いを表している。そして各自は自分の振動数に一致する世界に生きている。
　今の人類はだいたい7万6千～8万ヘルツの振動数を持ち、おおむね似たり寄ったりの世界を体験している。
　ところが数十万年前のムーの時代の人たちの振動数は平均17万～18万ヘルツであり、3万年ほど前の初期のアトランティスの人たちは14万～15万ヘルツである。時代が今に近づくにつれて振動数は下がってきているが、今よりもずっと高い振動数を持っていた。
　ムーの人たちの生きていた世界は彼らの高い振動数に対応する世界である。高い振動数の地球である。
　ということは、我々が今住んでいる低い振動数の地球の過去にはムー人は住んでいなかったことになる。だから、彼らの遺跡が、我々の住む地球にないのは当然だと言える。
それに対して、我々の低い振動数の地球は当時、旧石器時代だった。だから旧石器の遺跡が今見つかるのだ。
今から1万2千年前のアトランティス最後の時代には、人々の振動数は相当下がっていたので、それは今の地球にそのままつながっている。だから、マチュピチュやカッパドキアなど当時の遺跡はそのまま残っているわけである。
今後、アセンションに伴い我々の振動数が上がっていくと、徐々に高い振動数の地球を体験するようになってくる。そうすると、そういう地球には過去のムーやムーの植民地の建造物が遺跡として海底や高山などに表残っているはずなので、見つかる可能性がある。
ただし、海底へ没したものはその後の地殻変動でさらに崩壊しているのでごくわずかしか残っていないとは思われるが。
　その点、チベットのあたりにあったとされるシャンバラは、雪山の中からその遺跡が現れてくる可能性が大きい。
　その他の地域でも同様のことは期待できるので、今後、今までの常識では説明がつかないような遺跡が見つかりだしたら、順調にアセンションしていると思っていいだろう。
第３章　縄文時代と縄文人の祀った龍神
それでは次に、この時代の日本について、さらにアトランティス崩壊後の日本について受け取った情報を紹介する。
日本にはムー以来ずっとムーの伝統を守る人々が生きてきている。自然と共存する生き方だ。それはネイティブ・アメリカンやハワイアン、アマゾンの人々、さらに、ニュージーランドのワイタハ族などに伝わった。
ムーの植民地ではアトランティスをはじめシャンバラなどもみな物質的な価値観が広まり、今の物質的な価値観が広まり、今の物質文明と同じような社会に変貌していった。ハイテクを駆使する社会だ。もちろん日本にも数万年前はハイテクを使う文明があり、宇宙人と共存する都市があったりした。が、精神性では、自然との共存ということを決して忘れずにいた。そのため、日本に世界中の民族が集まって式典を行うということが、ある時期まで行われていた。（※幣立神社の五色人祭？）
ただ、それも次第に行われなくなり、日本は物質文明化した世界の国々からは古い価値観の民族ということで馬鹿にされるようになった。日本人も空飛ぶ乗り物(天の岩船)を使わなかった訳ではなかったが、精神面で、自然との共存という、当時としては古い価値観に固執する民族と思われていた。
　ところが、物質文明化があまりに進み、ネガティブ性が急速に高まるにつれて、それがさまざまな災害を惹きつけるようになった。その結果、最後に隕石がふたつ落下して、アトランティスなど、すべての文明は滅んでしまった。
日本でも物質文明は失われたが、ぞの後も精神面ではそれまでの伝統を守っていった。それは龍型シリウス人を神々と崇め、それと交信するという形で続けられることになった。
日本古来の物の見方、生き方、ぞれはムーの伝統を引き継ぐものだった。それは縄文時代まで引き継がれてきていた。
山の神
　日本人は大自然に神を見て、ぞれとつながる生き方をしていた。特に山に神が宿ると見なしていた。実際、日本のさまざまな山に高次の非物質の生命体が宿り、その頂へ登ることで、交信することが可能だった。
たとえば、あなたは数年前に屋久島の山々へ行った際に体験したが、あそこでは実際にそういう生命体たちと交信できた。
それから三輪山。あそこであなたはシリウス系の龍の姿をとる生命体と交信した。縄文末期にもあなたは彼らと交信していた。縄文時代には龍型シリウス人は龍や蛇の姿をとるので龍神や蛇神と見なされた。三輪山では大物主神と呼ばれる。大己貴命と呼ばれることもある。
三輪山だけでなく、各地で縄文人は龍型シリウス人と交信していて、彼らを龍神、あるいは蛇神ととらえていた。彼らの宇宙船を訪れた話は、龍宮伝説となった。龍宮は海の中にあるのではなく、空の上にある。
このように日本各地の山には、高次の生命体がいて、縄文人のシャーマンと交信していた。
あるいは、磐座（いわくら）と呼ばれる神聖な岩に生命体を降臨させるということも行われた。同様に高い樹がご神木とされ、そこを通して神を降ろしてくるということも行われた。
創建がかなり古い神社には、縄文人が神を祀っていた場所にそのまま建てられたものが多い。
龍神は次第に地元の首長を神格化した神としても崇められるようになった。あるいは、過去世のあなたがそうであったように、首長そのものが龍神の具現化した存在、つまり現人神（あらひとがみ）であるという認識に変わったところもあった。
後でお話しするが、日本各地にあった縄文人が神を祀った場は、その後、渡来人である出雲族が各地へ進出するにつれて、大国主神を祀るようになった。そのためオオナムチとして認識されていた神は、その後、多くの場合に大国主神に統合されることになった。
ただ、両者は本来別々のものである。
大国主神は、出雲族の歴代の首長を神格化した存在である。トートを大国主と把握する場合もあった。それに対して、オオチムチは縄文人が交信していた籠型シリウス人である。ただ、縄文人の間でもオオナムチを首長を神格化した神と崇めるようになっていたので、大国主＝オ
オチムチは受け入れやすかった。
　創建が古い神社の中に、古代に龍型シリウス人と交流があったことを今に伝えているのではないかと思われるところがある。
　先日たまたま東京都府中市の駅のそばを散策する機会があった。私は千葉に住んでいるので東京の西側に行くことはめったにない。このときは知人がマンションを借りるので府中駅界隈をいっしょに歩いたのだ。
　駅の南側には伊勢丹があるのだが、その裏へ出ると、立派な神社が目に飛び込んできた。
　参道の両側にはけやきの大木が立ち並ぶ。源頼義・義家父子が奥州安倍一族の乱を鎮圧した帰りに、けやきの苗1000本を寄進したことに始まるとのことだ。
　　　　　　　　
　この神社は大国魂おおくにたま神社と呼ばれる。武蔵国の国魂（くにたま）を祀る社として国府内に創建されたものと考えられる。当時はそれぞれの国に魂が宿ると考えられていて、それを国魂と呼んだ。
　社そのものの起源はもっと古く、『武蔵国総社六所宮縁起井社伝』に記された伝承によれば、第12代景行天皇41年（111年）5月5日に大国魂の大神が形を現し、我を祀るようにと告げ、それを郷民が祀った社が起源とされている（ここで景行天皇41年を111年とするのには異論も多い。実際は4世紀か）。
　大国魂の大神の具体的な姿についての伝承はないが、三輪山と同じように、古くから縄文人が龍型シリウス人と定期的に交信するための場だったのだろうか。
　トートからの情報を続ける。
水や月に関連する女神
龍型シリウス人以外に縄文人が交信していた高次の生命体としては、インドで観音菩薩として認知されていた女性的な生命体がいる。
　この生命体は世界各地で女神として認知されていて、それぞれの地域で別の名前で呼ばれている。
　古代エジプトではイシス、シュメールではイナンナ、メソポタミアではイシシュタル、ギリシャではアルテミス、ローマではディアナ、ペルシャのゾロアスター教ではアナーヒーター、ヒンドゥー教ではサラスヴアティーなどであり、水や月、豊穣と関連しているとみなされている場合が多い。
　縄文人もこの女性的な存在を認識していた。瀬織津姫はその例である。
万貴さんによれば、瀬織津姫は白山姫ともアラハバキとも呼ばれているという。
彼女はこれらの神は封印されているという。『記紀』には名前が記載されていない。
元々縄文系の人々に祀られていた神で、渡来系の人々が日本各地に広がっていく過程で、なぜか封印されたようだ。
　ここでアラハバキは、ウィキペディアによると全国で約150の神社で祀られるが、その起源には不明な点が多く、歴史的経緯や信憑性については諸説あるとのことだ。
トカ芸胡？で瀬織津姫と同じだとすると、それは観音と
ゝ〔ノゝ　ユよ、。　　　　や
も同じだということに考とい」と～ペルシャのソロアスター教の子ヒータ喜
ンドゥー教のサラスヴアティー百ヾ、
　　　　　　　　　　　と同じとしうことになる。
ァナーヒーターは別名ハラフワティー・アルドゥイー
ス　フ　乎、れるが、ハラフワ
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　　　　　　　　、　－老のフの女神の名前が古、
日本でアラハバキと発音されたのではないのか、ということである。
古代日本語には「テイ」という音は（無かった？萎）たので、代わりに「キ」と著された。「ワ」はサンスクリットでは「ヴア」なので、フバキと写譜頭の音は落ちやすい。たとえばフランス語では著しない。なので、【アラとハラフワティーは、ハ】⇒フバキとなり、さらにアラハバキとをつた。かなり強引な感じは否めないが。
つまり、古代日本にゾロアスター教の水の女神ハラフワティーがもたらされていて、それがアラハバキとなったのではないか。
何が言いたいのかというと、ハラフワティーというゾロアスター「ノ」とをつたそつする？、おきたことは事実である。一説によれば、お水取りの儀式にゾロアスター教の影響が見て取れるとのこと。
　アラハバキが水の女神ハラフワティーだとすると、お水取りの儀式に関連しているというのもうなずける。
　アラハバキがゾロアスター教のハラフワティーだとする説を唱える人はいないようだ。
　縄文系の神でも出雲族の神と統合された場合とされなかった場合とがある。
　たとえば、縄文人の神であるオオナムチと、出雲の神である大国主神は、本来別々の神だったが、同じ神とみなされるようになった。ぞういう場合は、アマテラス族が支配するようになった後も、ぞのまま国津神として存続できた。つまり、その神を祀ることが許された。
　ぞれに対して、縄文の神でも出雲の神と統合されなかったものは、アマテラス族が支配するようになった後は、次第に祀られなくなった。
瀬織津姫やアラハバキはそちらの例だ。
アマテラス族が入る前の時代に、縄文人の中には出雲族と融合し、稲作民となっていった者たちと、それほど融合せず、それまでの生活スタイルを続ける者たちといた。
前者は縄文の神と出雲族の神とが統合した神を祀るようになった。それに対し、後者はそれまでの縄文の神を祀り続けた。
アマテラス族が支配を広げていく過程で、アマテラス族はこの両者に対して異なる対応をとった。前者は積極的に取り組んでいったのに対し、後者は徹底的に排除し、場合によっては殲滅（せんめつ）した。彼らはまつろわぬ者たちと呼ばれ、山奥や僻地へと次第に追われていったのである。
前者の神は国津神とされて、アマテラスの神々の体系に組み込まれた。
それに対して、後者の神は排除され、忘れ去られた。
瀬織津姫やアラハパキは後者の例だ。封印されているというよりは、祀られなくなったというほうが合っている。
第4章　稲作民の渡来
　縄文時代も末期になると稲作民が日本へと渡来してくるようになる。それは弥生時代の幕開けをもたらした。
　弥生時代は紀元前4世紀ごろから紀元後3世紀中頃までの期間である。そして北部九州に始まった稲作は短期間に列島を北上し、北海道を除く日本各地に広まった。
　また、稲作と共に金属器（鉄器と青銅器）と薄型の土器（弥生式土器）が普及した。
　以上が通説である。
　ところが北部九州での稲作の開始時期がもっと早いのではないかという測定結果が発表され、注目を集めている。千葉県佐倉市にある国立歴史民俗博物館による炭素14年代測定法を使った研究では、北部九州での稲作の開始時期がこれまでの通説よりも600年ほど早い、紀元前
10世紀後半とする結果が出た。
この測定結果に従うと、北部九州で始まった稲作は約400年かかって西日本全体に広がり、奈良盆地には紀元前五世紀に到達した。従来説の主張のように短期間で広まったのではないことになる。
鉄器は紀元前4世紀になって初めて日本に現れているので、この測定が正しいとすると、従来説と異なり、西日本では稲作が鉄器に先行していたことになる。ただ、まだこの結論には異論も多いようである。
いずれにしろ弥生時代を通して渡来系の人々が西から東へと徐々に広がり、在来系の縄文人とときに融和し、混血し、ときに駆逐していくということが行なわれた。
鉄器や青銅器などこれまで見たこともなかった縄文人にとって、これらを神器として掲げる渡来人グループは圧倒的な威光と武カを持っていたと考えられる。
北部九州のように相当数の稲作民が渡来した地域と、その他のより少数が渡来した地域で、縄文人との関わり方には差があった可能性がある。
この時代についてトートに教えてもらう。
縄文時代末期になると中国の揚子江下流から直接に、あるいは朝鮮半島南部を経由して、稲作の民が入ってきた。彼らが入ってきた地域は、主に九州（と、そこを経由して瀬戸内海沿岸部）、出雲、丹波（古代丹波）であり、特に九州北部、西部、南部へは何派にも分かれて渡来した。彼ら渡来人は稲作技術と金属器（青銅器、鉄器）、新型の土器（弥生式土器）をもたらした。遺伝子的にも旧モンゴロイドである縄文人に対し、渡来人は新モンゴロイドであり、見た目にもはっきりとわかる差があった。
　また、渡来人はグループによってそれぞれが異なる言語を話していた。縄文時代の日本人は、今のアイヌ語へとつながる言葉を話していた。それは今でも日本全国各地の地名として残っている。
出雲族の渡来
出雲族と呼ばれる集団は紀元前６世紀に出雲（島根県）に渡来し、その後、中国地方、近畿地方へと広がっていった。
出雲族は土着の縄文人と融和的で、征服的ではなかった。出雲族は縄文人とは全く異なる神を祀っていたが、縄文人にそれを強制しなかったので、縄文人とは全く異なる神を祀っていたが、縄文人は自分たちの神を祀り続けることができた。出雲族は次第に縄文人の祀る神をも祀るようになる。
土着の縄文系の人々の神と出雲の神が融合した神々が、後に国津神と呼ばれるようになる。
現在の中国、四国、近畿、北陸、中部地方にわたる広大な地域で土着の縄文人と出雲族が融合し出雲文化圏を形作るまでになった。
史学界における通説では、出雲族は出雲国内だけにいたとされている。『古事記』や『日本書紀』に描かれる大国主の国作りの逸話や出雲の国譲りの話は、出雲国内の話とされる。ただそれでは説明がうまくつかないことが多々あることは、多くの先達によって指摘されているとおりである。
縄文人と出雲族が融和して、中国地方から近畿、中部地方までを覆う広い範囲がひとつの出雲文化圏を形成したとトートは言う。また、縄文人の神々と出雲族の神々が習合して国津神になったとのことである。通常は出雲の神々が国津神だとされるが、その前に、縄文の神々との融合があったのだ。
前にお話ししたように、大己貴命（オオナムチ）と大国主神が同一の神とみなされるようになったのはその一例である。
スサノオ族の渡来
だいぶ時代が下がってから、出雲へ朝鮮半島からスサノオ族が鉄を求めて渡来した。
彼らは、好戦的で、出雲の国の人々を征服した。
ヤマタノオロチとは、八つの頭を持つ大蛇であるが、このストーリーは、蛇を神と祀る出雲の土着の縄文系部族をいくつも征服したことを表している。
スサノオ族の勢力は出雲一国からそれほど広い範囲へ出るものではなかった。また、少数部族であったため、次第に出雲族の中に吸収された。ただ、その破壊的な武力は語り継がれることになった。
またスサノオ族は出雲族よりもかなり後になってから渡来した部族で、実は、朝鮮半島南部にいたときにアマテラス族と関係があった。『記紀』が編纂される段階でも、その伝承があったためアマテラス族と同じように高天原出身とされている。後でお話しするが、高天原たかまがはらとは朝鮮半島南部のことである。
『記紀』ではスサノオの子孫が大国主神であるとされている。大国主神を低く見せるため、スサノオは必要以上に荒々しい神と描かれている。大国主神をアマテラスの系列に組み込むために、スサノオをアマテラスの弟にするという細工をしている。朝鮮半島南部にいた時代にスサノオがアマテラス族と血縁関係にあったわけではないが、敵対関係になったり、同盟関係になったり、愛憎相半ばする関係だったことが『記紀』におけるスサノオの描写に現れている。
『日本書紀』はひとつの説話について、一書に日くというような形で異なる伝承をいくつも併記する。一書第4では、高天原から追放されたスサノオは新羅の曽戸茂梨（しらぎ、そしもり）に降りた後、船で出雲国斐伊川上の鳥上の峰へ到ったとある。
　トートによれば、スサノオ族は朝鮮半島南部から出雲へ渡来した。
紀元前2世紀から4世紀にかけて、朝鮮半島南部は馬韓、弁韓、辰韓の3つの地域に分かれ、それぞれがさらに小さな国に分かれていた。
馬韓は後に百済（くだら）となる地域に重なる。弁韓は後に任那（みまな）あるいは伽耶（かや）または加羅となる地域と重なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
辰韓には、初めは6国あり、その後12国になる。そのうちのひとつ斯蘆（さろ）産国が356年に辰韓を統一し、新羅となる。
時代的なことを考えると、『日本書紀』に新羅とあるのは、辰韓の斯塵国のことだと思われる。
後でお話しするが、アマテラス族は弁韓（任那）にいた部族なので、斯蘆国にいたスサノオ族と何らかの関係があったとしてもおかしくないだろう。
海の民の渡来
　その後、後に海部（あまべ）氏や尾張氏と名乗ることになる部族が丹波国へ渡来した。彼らは海の民であった。
　彼らは鉄とガラスという当時のハイテク技術を持ち、次第に勢力を強め、丹波に強力な国を形作るようになる。さらに美濃・尾張へも勢力を広げる。後に邪馬台国連合内で大きな発言権を持つに至る。
　彼らの祖神はヒコホアカリである。『記紀』では神武天皇の曽祖父二二ギの兄とされている。
後でお話しするが、これは天皇家が海部・尾張氏を初期ヤマト王権内部へ取り込むためにしたことだ。本来、両者は無関係である。
　ここでいう丹波国は前にもお話ししたが、7世紀に丹波、丹後、但馬に分割される前の領域を指している。
　彼らの末裔である海部氏は天橋立の近くにある籠（この）神社の社家であり、国宝である海部氏系図を伝えている。古代には丹波国造であった。熱田神宮の大宮司職を代々務めた尾張氏や住吉大社の社家の津守氏と同族である。
アマテラス族の渡来
　そして最後に紀元前1世紀ごろ、朝鮮半島南部（弁韓）から北部九州にアマテラス族が渡来した。ここで、子孫が神武天皇へとつながる渡来部族をアマテラス族と呼ぶことにする。
　当時すでに九州にはいくつものグループが渡来して各地に入植していた。アマテラス族は北部九州の糸島半島に定住するようになる。
　糸島半島には先に入植して稲作を始めていた部族がいたが、アマテラス族は彼らを征服する形でそこへ入った。号つ？できたのはアマテラス族がより最新の鉄器技術を持っていたからである。アマテラス族は後の神武東征の歴史を見てわかるように、かなり征服的な部族である。
　糸島半島は「魏志倭人伝」に出てくる伊都国があったところに比定されている。卑弥呼の時代には、卑弥呼によって任命された一大軍？率が置かれていた。
　糸島半島には弥生時代中期後半から終末期にかけての墳墓遺跡が複数見つかっている。（三雲遺跡、井原鑓溝遺跡（いはらやりみぞいせき）、平原（ひらばる）遺跡。王墓と考えられる墓も4つほどある。王墓にふさわしい高貴な副葬品が多数出土している。）
『記紀』には有名な天孫降臨の話として、ニニギが日向の高千穂に降り立ったとされている。
『古事記』と『日本書紀』で詳細は微妙に違うが、『古事記』のその部分を要約する。
ニニギは高天原を離れ、天の浮橋のかたわらにある浮島の上に立ち寄って下界を眺めた後、筑紫の日向の高千穂の久士布流多気（くじふるたけ）に天降った。ニニギは「この地は、遠く海を隔てて韓国（からくに）を望み、笠沙（かささ）の岬を正面に見て、朝日のよく射す国、夕日のよく照る国である。こここそは吉相の土地である」と言って、そこに宮殿を建てて住むことにした。それを日向の宮という。
古来、日向の高千穂がどこなのかについてさまざまな説がある。一般的には日向を日向国（宮崎県）のこととし、宮崎県高千穂町か、宮崎・鹿児島の県境にある高千穂峰のどちらかとするようだ。
　ただし、日向とあるのは日向国のことではないとする説もある。
日向国（宮崎県）という名前は第12代景行天皇の言葉が元で命名されたとあり、神武天皇の時代には存在しなかったという。だから、天孫降臨の地の日向は日向国（宮崎県）のことではないとする。
　それではどこなのか、というと、『古事記』の文にヒントが隠されている。
　その土地は、海を隔てて韓国が見えるとある。笠沙の岬を正面に見て、朝日と夕日がよく射す国とある。
　これにぴったりの地がある。古田武彦氏が主張しているのだが、日向は糸島市と福岡市の間にある日向（ひなた）峠付近であり、高千穂は（福岡県）糸島市の高祖山（たかすやま）だとする。標高416メートルの山だ。この山は頂がふたつあるようで、最高峰がクシフル山と呼ばれていたようだ（怡土志摩郡地理全誌（大正2年発行）にくしふる山の記録があるとのことだ）。ただ、なぜか今ではその頂きには名前がない。
そこから韓国まで見えるかどうかというと、たぶん無理だと思う。実際計算してみると、標高500メートルの山の頂上からは80キロ先までしか見えない。1000メートルでも120キロほどである。韓国まで200キロあるから、これはどうがんばっても見えない。かろうじて対馬が見える程度である。つまり、九州（対馬などの島は除く）から韓国が見えるところはない。
ということで、ここの部分は、当時の人はかすかに見える対馬を韓国と勘違いしたと解釈したい。
　神武が東征して大和に王権を打ち立てたというのが本当の話で、しかも九州から出発したとすると、九州に確固とした権力基盤があったはずだ。それは弥生末期の遺跡や、特に立派な王墓を残しているはずである。権力基盤は何世代かにわたって構築されたもののはずだから、それがまったく何も残していないというのは考えにくい。
残念ながら宮崎県にはそれにふさわしい王墓や遺跡は見つかっていない。西都原（さいとばる）古墳群はもっと後の時代の遺跡である。
それにふさわしい遺跡や王墓が見つかっているのは北部九州のみである。北部九州の弥生時代の王墓とされているものには、以下の6つがある（伊東義影氏のサイト「神武が来た道5」　URL
時代順に、
（1）早良（さわら）国（福岡市早良区にあったと推定される）の吉武高木遺跡三号木棺墓
　弥生前期末から中期初頭（前三世紀末～前二世紀初め）
（2）末慮（まつろ）国（松浦半島東部）の宇木汲田（うきくんでん）遺跡一二号甕棺墓弥生中期前半(前二世紀前半)
（3）伊都（いと）国の三雲南小路遺跡一号・二号墓
弥生後期中後半～中期末(前一世紀後半？)
（4）伊都（いと）国の井原鑓溝（いわらやりみぞ）遺跡甕棺墓
　嚢棺墓は弥生後期中ごろ（壷紀終わりごろ）のもの
（5）奴国（博多を含む福岡平野）の須玖岡本（すくおかもと）遺跡王墓
　弥生中期後輩↑末（壷紀初めごろ）
（6）伊都（いと）国の平原（ひらばる）遺跡盲一号墓
　甕棺墓は弥生後期中ごろ（一世紀終わりごろ）のもの
伊都国と奴国に挟まれた地にある早良国はこのいずれかによって滅ぼされたと考える人もいる（鳥越憲三郎氏等）。
こう見てくると、神武の出身地はこの3つのどれかで、日向の地名の残る伊都国だとするのは理にかなっている。
渡来人の神々
トートからの情報を続けよう。
渡来人たちは、縄文人とはまったく異なる神を祀っていた。さらに、部族により異なる神を祀っていた。
縄文人の神は、山に宿る場合が多い。シャーマンは、彼らとつながり、神託を得たり、祈りを捧げて、豊作を願ったり、雨乞いをしたりした。
渡来人の場合も、シャーマン・巫女・神官はいたが、彼らは脇役で、祭祀権は王権と重なり、王がすべての実権を掌握していた。
だから、渡来人の持っていた神話は、王を部族の始祖である神の直系の子孫とするものであり、王権を正当化するものであった。
神は神話の中にしか登場せず、実世界からは離れた存在だった。神は祖先の中の複数の人物を神格化したものであることが多かった。特に最初に渡来したときの部族の長たちを神とすることが一般的だった。
　たとえばヒコホアカリは渡来人である海部あまべ氏の始祖だが、これも先祖を神格化した存在である。
　同様に『記紀』で高天原から葦原中国に降臨したとされる二二ギも、何人かのアマテラス族の首長たちを神格化したものである。
高天原とは朝鮮半島南部のことで、そこにいたアマテラス族が北部九州へ渡来することが天降りである。
　後でお話しするが、天照大神は架空の存在である。だからアマテラスを祀る神官や巫女たちといえども、実際にアマテラスにつながって交信するものはいなかったし、架空の存在だから、できるわけもなかった。
　そういうこともあり、渡来人たちの神官や巫女がつながったのは、さまざまな非物質界の存在たちであり、中にはネガティブな存在たちも大勢含まれていた。
　その中で特に大物はオリオン系宇宙人と呼ばれる生命体たちである。彼らはネガティブな価値観を持ち、交信するものを下部にして、自在に使いこなそうという魂胆管？があった。
旧約聖書に出てくるモーゼも彼らにつながって得た情報を元に「十戒」を作った。
（註：『ラー文書』　ナチュラルスピリット　P299～301）大和の三輪山の祭祀権は政治的に重要な意味を持っていたが、縄文系の人たちによって守られていた。ただ縄文人と渡来人の混血はかなり進んでいったので、あなたが生きていた時代(紀元前560年代)には純粋な縄文人であったのに比べて、弥生時代末期（紀元３世紀初めごろ）には、祭祀権を守っていた縄文系の人々といえども渡来系の血が混じっていた。
前にお話ししたが、出雲族の神である大国主神はこの部族の歴代の王たちの理想像を神格化したものであった。
トートについて説明したところでお話したが、人々の間である特定のイメージの神ができあがってくると、高次の意識レベルの中にそのイメージに合わせるような形で存在が現われることがある。
このように、出雲族は縄文系の人々の交流、婚姻をとおして次第に融和していくが、次第に縄文人の神であったオオナムチと大国主神は同一の神と見なされるようになる。
オオナムチは龍型シリウス人なので、本来はまったく無関係の存在だったのだが、神々の習合が起こった。だから、今では大国主神＝オオナムチと見なされている。
出雲族の神官の中にはトートとつながる者もいたが、彼らはそれを大国主神と見た。なので、出雲族と縄文人が融和していく過程でも、出雲族の神官たちはトートと、縄文系の神官は龍型シリウス人とつながっていたと考えられる。
それに対して、アマテラスの場合は、事情が異なっている。高次レベルの存在たちの間で、それに相当する姿で現れるものはいなかった。なので、アマテラスと交信するはずの巫女や神官は別の非物質存在とつながった。それは自分自身のガイドと呼ばれる存在の場合もあったかもしれないが、さまざまな理由でネガティブな存在を引き付けてしまう場合が多い。その中にはオリオン系宇宙人と呼ばれる存在もいた。非常にネガティブで、地球人を支配し、隷属させることを目的としている宇宙人グループである。
　オリオン・グループについては『ラー文書』（ナチュラルスピリット）に詳しく書かれている。
その中のモーゼと「十戒」の部分（p299～301）を要約すると、次のようになる。
　モーゼは極めてポジティブな存在で初めはポジティブな情報を受け取っていた。それはシンプルな教えだったが、彼が所属する部族から、この世で生きていく上で役立つような、もっと具体的な情報をもらえないかとプレッシャーをかけられた。そのため、ネガティブなオリオン人の情報を受け取ってしまい、それを元に「十戒」を作った。
「汝、……するなかれ」という否定的な（ネガティブな）表現があること自体、ポジティブな情報でないことは明らかだ。
第5章　アマテラス族の起源
トートによれば、子孫が神武天皇へとつながるグループ（アマテラス族）は渡来人とのことだが、どこからきたのか、どういう経路を経て九州へ来たのだろうか。
歴史学会では、そもそも神武東征（九州から大和へ神武天皇が攻め入ったとする『記紀』に出てくる話）自体、神話とみなされているので、今の天皇家がどういう経緯で大和に王権を建てたのかについては、定説がない状況である。
東洋史学者の江上波夫が戦後間もなくして唱えた「騎馬民族征服王朝説」というのがある。
東北ユーラシア系の騎馬民族が朝鮮半島経由で日本に入り、大和朝廷を立てたという仮説だ。
古墳時代前期（３～４世紀中ごろ）と後期（５、６世紀）で文化的に断絶があることを根拠とする。たとえば、前期まで日本には馬、牛が少なかったのが、後期になると急に増える。馬だけがやってきたとは考えにくいので、騎馬を常用とした民族が馬を伴って渡来したと考えるの
が妥当と考える。
　この説は、大陸にいた騎馬民族が一気吋成に日本列島を征服したということを主張するものではない。1～2世紀かけて移動していったとする。大陸東北部にいた半農の騎馬民族の一部が高句麗を作り、さらにその一部が朝鮮半島を南下し辰国を建て、その一部は加羅（任那）を基地として海を渡り、九州北部を征服し、倭韓連合王国を形作る。その後、畿内に進出して大和朝廷を作ったとする。
私は学生のころこの説を初めて聞いたときに、なぜ倭国が朝鮮半島南部に任那（みまな）という領地を持っていたのか、その領有権を強く主張したのか、納得した気がした。そもそも朝鮮半島から来たからこそ、向こうに領地があったのだと。
　1066年にフランスのノルマンディー公ウイリアムがイングランドを征服しイングランド王になるが、その子孫はイギリス側とフランス側の両方に領地をしばらく持っていた。その後フランス側の領地を失うのである。それと同じことが日本でも起こっていた、だから日本は任
那を領地として持っていたのだと。
この説が魅力的だったもう一つの理由は、初代の天皇と目される崇神天皇の和名「御間城入彦（みまきいりひこ）」が、任那（みまな）の「キ」（城）から入ってきた大王だと解釈できるとした点だった。
騎馬民族征服王朝説は今ではほぼ否定されているようだが、ヤマト王権（本書では大和朝廷ではなく、ヤマト王権という言葉に統一する）の成立について、それまで国内にしか目を向けていなかった史学者たちに、大陸とのダイナミックな関わりという視点を与えた意義は大きいと思う。
　この説について長々と説明したのは、任那にいた部族が北部九州に進出し、その後、畿内へ入りヤマト王権を作るという部分は、後でまた出てくるからだ。彼らは騎
馬民族ではなく、稲作民ではあったが、任那から来たという点では一致していた。
　それでは、アマテラス族の起源についてトートに教えてもらう。
Ｔ:今から数万年前、ヒマラヤ、チベットあたりにあったシャンバラでは、人々はアトランティス同様のかなり物質文明化した生き方をしていた。そこから、さらにインド、イラン、トルコといった地域へも同様の文明が広がっていった。
　彼らは宇宙人のコンタクトもあり、あるいは宇宙人たちが神のような存在として崇められ、宇宙人の勢力争いからの戦争も起こっていた（註‥インドの『マハーバーラタ』や『ラーマーヤナ』に古代の神々の戦争の話が載っている）。
アトランティスの崩壊と時を同じくして、シャンバラなどのすべての物質文明は崩壊した。
その後、人類は各地で原始生活を細々と開始することになる。
そういう人類に手を差し伸べる宇宙人もいた。
　たとえば、古代シュメールではオワンネスと呼ばれる半人半魚型のシリウス系宇宙人が文明を授けた。
　古代マヤにはプレアデス人と龍型シリウス人が文明をもたらし、手助けをした。
古代エジプトにはアトランティスの遺民が移り住み、いくつかのシリウス系生命体（ハトホルなど）やトートと呼ばれるさらに高位の生命体の導きの下、文明を開始した。
中国でも文明の発祥に龍型シリウス人による導きがあった。歴代皇帝が龍をシンボルとしているのは、ぞの記憶からである。
アマテラス族は、元々シャンバラにいた民族である。当初はシリウス系との交流があった。
オワンネスと関連していた。初めは第3・5密度（第3密度と第4密度の中間）のレベルにいたが、シャンパラを発し、移動してゆく間に次第に第3密度になり、好戦的、支配的、征服的になった。
シャンバラを出た後、中国に入って南下し、揚子江で稲作民族と合体（征服）し、その後、朝鮮半島経由で北部九州に入った。
　彼らのシャーマンや神官の中にはオリオン系のネガティブな宇宙人とコンタクトし、その影響を強く受けた者がいた。ユダヤ・キリスト教も同じオリオン人の影響を一部受けている。
ユダヤ民族が自らを選民と呼ぶように、アマテラス族も自らを天孫族と呼ぶ。これを見てわかるように、アマテラス族も選民思想を持っている。
また、自分たちが正しく、他は正しくないという発想を持つ。そのため、アマテラス族は、神武東征やヤマトタケルの東征伝説を神話に持つように、他民族を征服することに何の疑問も持たない上に、神武やヤマトタケルを英雄視さえする。そういう征服伝説が神話に語られていること自体、彼らの特徴をよく表している。平和志向のムーの伝統を守った縄文人とは明らかな違いがあった。
大陸の東北部にいた騎馬民族ではなく、揚子江流域にいた稲作民が朝鮮半島を経由して北部九州にやってきた。それがアマテラス族だということだ。その元はヒマラヤ・チベットあたりにあったとされるシャンバラである。
　シャンバラとはアトランティスと同時代にあった文明で、元々古代ムー人が植民したところが発展し、独自の文明を築いたとされる。
　アマテラス族はシャンバラを出て移動してゆく間にどんどん好戦的、支配的、征服的になってゆく。一部にネガティブなオリオン人との交流があり、選民思想を持つようになる。
　自分が正しく、他は正しくないという思想を持ち、自分たちの文化・価値観・宗教を押し付けといるという意味で、アメリカ大陸に移住してきた白人と似ている。
圧倒的先進技術を持ってアメリカに移住してきた白人と似ている。
圧倒的な先進技術を持ってアメリカに移住してきた白人は、土着のネイティブ・アメリカンの人々を辺境へ追いやり、土地を奪った。そのことを何とも思わなかったどころか、ネイティブ・アメリカンを悪者扱いした。
子供のころテレビで西部劇が流行り、カウボーイのまねをしておもちやの鉄砲を撃ったものである。あの当時、インディアンは白人に危害を加える悪者で、正義の味方である白人のヒーローにこっぴどくやられるというストーリーが多かった。
　今から思うととんでもない話だ。
歴史は常に勝者によって書かれるので、こういうことになる。
『記紀』に書かれている神武東征もヤマトタケルの東征もこれと同じ部類だろうか。出雲族と縄文人が融和して仲良く暮らしていたところに、先進技術を持った、選民思想のアマテラス族がなぐりこんできた。他民族を征服することを何とも思わない彼らの前に、平和的な出雲・縄文の人々はなすべがなかった‥‥‥こういうところだろうか。
第6章　邪馬台国と卑弥呼
　稲作民が渡来し、各地に稲作が普及することで日本に大きな変化がもたらされた。
　稲作は穀物の備蓄を可能とし、それが次第に富の集積に転化し、さらに貧富の差となっていく。また、水耕は集団による労働を必要とする。こうしたことから地域的な集団とその長が生まれてくる。
　そして、さまざまな利権をめぐり集団間の争いがおこるようになり、次第に集団の統合が行なわれ、あちこちに小さな国が生まれてくる。
　このようにして、紀元前1世紀ごろの日本（倭国）にはいくつもの国があったようだ。
　このころから日本のことは中国の歴史書に数行ずつではあるが、ときどき登場するようになる。そのため、それを元にして当時の倭国の様子を垣間見ることができるようになる。
　以下、弥生時代中期ぐらいから末期（邪馬台国の時代）まで、少し教科書的になるが、通説を紹介したい。
　紀元前1世紀の日本の様子は『漢書』地理志に次のように書かれている。ここで『漢書』とは、後漠（25年～220年）になってから編纂された前漢（紀元前206年～8年）についての歴史書のことである。
　　　　　
　夫それ楽浪らくろう海中に倭人わじん有り。分れて百余国を為す。歳時を以て来り献見すと云ふ。
現代語訳…朝鮮半島の海を越えた向こうに倭人が住んでいて百余国に分かれている。毎年、時期を定めて貢物を楽浪郡に持ってくるという。
　
楽浪とは朝鮮半島の平壌にあった前漢の出先機関のことである。
　この倭人の住む地域が九州から関東ぐらいまでを含むのか、それとももっと狭い範囲のことなのか、これだけではわからないが、西日本一帯と考えるのが通説のようである。それが100数カ国に分かれているというのだ。かなりの数である。当時の国は今の市町村ぐらいの
広さだろうか。
　その後の倭国がどうなったのかというと、『後漢書』東夷伝にいくつかの記述があり、その様子を知ることができる。
建武中元二年（57年）、倭わ奴国なこく、貢みつぎを奉じて朝賀ちょうがす。（中略）光武こうぶ賜たまふに印綬いんじゅを以てす。
現代語訳…建武中元二年（57年）、倭の奴国の王が後漢に朝貢し、光武帝より「漢委奴国王」の印綬を賜った。
これが有名な金印である。江戸時代に福岡県の志賀島で水田の中に農民が偶然見つけた。
奴国は福岡市付近に存在したと推定されている。奴国域内の須玖（すぐ）岡本遺跡からは前漢鏡、銅剣、銅矛などが多数見つかっていて、同国の繁栄ぶりがうかがえる。
ただし、倭奴国を「倭の奴国」と読まずに、「倭奴国」全体で国名だとする説もある。奴国のことではないとする。さらに、これは「倭国」に対する蔑称だとする説もある。
あるいは、金印に書かれた文字は漢委奴国であって、漢委奴（いと）国ではないのだから、これは漢の委奴国のこと、つまり、魏志倭人伝に登場する伊都国のことだとする説もある。
　このように短い漢文をどう訓読みするかで解釈が大きく異なってしまうのである。これはこの文だけに留まる問題ではない。
　『後漢書』東夷伝にはさらに以下の記述がある。
現代語訳…安帝の永初元年、(107年)、倭国王師升等が生口奴隷160人を献じ、安帝に献上した。
帥升等を「帥升ら」と読むのが通説であるが、そうすると帥升を代表として何人かの国王たちが共同で朝貢したことになる。
それに対して、等を名前の一部とし、帥升等でひとりの名前とすると、倭国の王としての帥升等が朝貢したことになる。ここも漢文をどう読むかで解釈が異なってくる。時代は下るが、藤原不比等ふひとは「等」がついているが、ひとりの名前である。
いずれにせよ、帥升は日本史1、初めて個人名が外国史書に残る人物である。王国は北部九州にあったとする説が有力である。ただ、これにも異論はある。
魏志倭人伝
その後、倭国大乱と呼ばれる時代へ突入する。いくつもの国が互いに争うようになる（2世紀後半のことと推測されている）。そしていよいよ卑弥呼が登場する。
倭国大乱から卑弥呼の共立については、「魏志倭人伝」に詳しく書かれている。
　中国の三国時代（西暦220年から280年まで）の歴史を書いた『三国志』のひとつ『魏書』の中に、有名な「魂志倭人伝」がある。「魂志倭人伝」というのは通称で、正式には『魏書』東夷伝倭人条という。
　およそ二千文字からなるこの倭人伝の中に、朝鮮半島にあった帯方郡から女王卑弥呼の治める邪馬台国に至るまでにある国と行程、その他の倭人の国、当時の倭人の風習や動植物の様子が書かれている。
　当時の様子を詳しく伝える貴重な資料だが、この二千字が長年人々を悩ませ続けてきたのである。特にその行程をどう解釈するかで邪馬台国の位置が大きく異なるので、その解釈をめぐり江戸時代から議論百出の状態が続いている。
　倭人伝に書かれていることをそのまま信じると、邪馬台国は沖縄や太平洋の海上にあったことになってしまう。そこで、さまざまに解釈することで邪馬台国の位置を割り出そうと、多くの先達が努力を重ねてきている。
　いろいろな説がこれまでに唱えられてきたが、九州説と畿内説とに大きく分かれる。
　九州説では伊都国以降の記述を伊都国を中心に放射状に位置づけていると解釈するのに対し、畿内説では、南の方角とあるのは東の誤りだとみなす。
　ただ、極端な話、解釈の仕方によっては日本中のどこでも邪馬台国の候補地となりえるので、この議論をいくら推し進めても決定打にはなりえないことは明白である。
文献資料を元にすることの限界がここにある。
そのため、最終的には考古学的な証拠を積み上げることがより重要だと思われる。　1
そういう意味で、佐賀県の吉野ケ里遺跡や大阪府和泉市の池上曽根遺跡、奈良県磯城郡田原本町の唐古・鍵遺跡、奈良県櫻井市の纏向遺跡などの発掘調査は大きな意義を持つ。
纏向（まきむく）遺跡　※奈良県桜井市
そんな中、近年は纏向遺跡をもって邪馬台国の比定地とする説が有力になってきているようだ。中にはこれで決まりという人までいる。これは以下の理由による。
（1）弥生末期から古墳時代前期にかけての遺跡であり、「魏志倭人伝」に書かれた邪馬台国の時期と重なる。
（2）東西約2キロ南北約1・5キロにわたる巨大遺跡であり、面積は300ヘクタールある。
それに対して、吉野ヶ里遺跡は外濠で囲まれた範囲の面積は約40ヘクタール、唐古・鍵遺跡は約42ヘクタールであり、纏向遺跡の巨大さがわかる。　
（3）弥生時代の集落がまったくないところに突如、計画的に造られている。弥生時代の割で一般的な周囲を囲む環濠が、纏向にはない。
（4）他地域からの搬入土器が多く（全体15％程度）、その搬出地は南関東から北陸、山陰、西部瀬戸内海までの広域に広がっている。ただし九州は皆無である。
（5）域内に最古の大型前方後円墳である箸墓古墳とそれに先行する、その当時としては最大規模の纏向型前方後円墳がある。箸墓古墳は定型化した前方後円墳の始まりと理解されていて、この地が前方後円墳の発祥の地である。
（6）鉄器作りの工房がある。
　九州説が正しいなら、これだけの規模の都市を有する国が大和にあることをなぜ「魏志倭人伝」は伝えていないのか大きな疑問と言わざるをえないだろう。九州にはこれに匹敵する遺跡はない。吉野ヶ里遺跡は弥生中期の遺跡である。
　ただし、邪馬台国畿内説には根強い批判があるのも事実である。
　たとえば、橿原考古学研究所の寺沢薫氏は『王権誕生』（講談社）で、畿内説に対して、鉄器の出土数を元に鋭く批判する。弥生時代から古墳時代初め（３世紀初めから中頃）まで北九州での鉄器の出土数が近畿など他地域を圧倒するのである。だから、邪馬台国が畿内にあった
とするのは論外だとする。
　当時、鉄は弁韓（朝鮮半島東南部）で産出し、それが日本へもたらされたようだ。北部九州が鉄のルートを押さえていて、畿内などへは入ってこなかったとする説もある。
　ただ纏向遺跡では、断面がかまぼこ形のふいごの羽口（はぐち）が見つかっている。これは博多遺跡群（福岡市）などで出土するタイプである。ふいごは金属器作りに欠かせないものだ。
　つまり纏向には北部九州の鉄器技術が導入されているのである。
　これからお話しするが、魂志倭人伝によれば卑弥呼の時代の邪馬台国連合には北部九州の国々も含まれている。だから、邪馬台国畿内説が正しいなら、この時代になると、この例にあるように鉄器技術が畿内に入ってきてもおかしくないのだ。事実、寺沢薫氏も指摘するように、3世紀後半になると、前方後円墳から副葬品としての鉄器が大量に出土するようになり、九州と近畿の鉄器出土量は逆転する。
　このあたりの事情をうまく説明するには、邪馬台国畿内説をとる場合、卑弥呼の時代の邪馬台国連合と、それ以前の邪馬台国とを分けて考えるべきだと思う。
　両者をいっしょにして議論するからわけがわからなくなる。
　卑弥呼以前の時代は、特に倭国大乱の時代は、鉄は畿内へは入ってこない。そのころまで鉄器は九州に独占されている。
それが卑弥呼の時代になると北部九州も邪馬台国連合に含まれるようになり、機内へ鉄器技術が導入されるのである。その結果、急速に機内での鉄器生産が増加し、卑弥呼の死後の３世紀後半には逆転するようになるのだ。
　こう考えると、邪馬台国畿内説でも寺沢薫民らの主張する矛盾がうまく説明できるのではないだろうか。
邪馬台国連合の国々
邪馬台国がどこにあったかの議論は別にして、魏志倭人伝から少なくとも言えることは、邪馬台国は20数カ国を支配していたこと、その連合の都が邪馬台国にあったということである。
邪馬台国連合に属する国には、朝鮮半島からの行程順に、対馬国（対馬）、一支妄国（壱岐）、末塵国（佐賀県松浦地方）、伊都国（福岡県糸島平野）、奴国（福岡県のかつて那津と呼ばれた博多を含む福岡平野）など、所在地について通説がほぼ確立しているところもある。ところが、
その先、不弥国、投馬国、邪馬台国となるのだが、不弥国と投馬国については通説が分れる。
また、邪馬台国との連合に属さない国もあり、特に南に位置する狗奴国とは不和で戦争状態にあった。
　狗奴国の位置については諸説ある。邪馬台国畿内説に立つ場合は、南は東に相当するとみなすので、濃尾平野一帯を支配する一大勢力のことだとし、発音の類似性から三重県の桑名とする。あるいは、さらに先の毛野（けぬ）　（群馬県・栃木県）　とする説もある。
　北九州説の場合は、肥後国菊池郡、球磨郡などに比定する。
　邪馬台国の所在地を纏向遺跡に比定する説をとった場合、狗奴国を濃尾平野一帯とする説が有力とみなされているが、実はそうすると大きな矛盾が生じてくる。それは、纏向遺跡から出土する搬入土器の実に49％が東海系だという事実である（石野博信編『大和・纏向遺跡』学生社）。他の地域を圧倒して一番の多さである。ちなみに2番目は北陸・山陰の17％である。
　敵対関係にあった狗奴国の土器がこれほど搬入していていいものだろうか。狗奴国は濃尾平野一帯ではありえないのである。むしろ言えるのは、濃尾平野の勢力が卑弥呼の擁立に大きな影響力を持っていたということではないだろうか。
　濃尾平野一帯が狗奴国でないなら、狗奴国はどこかというと、残りは毛野ということになる。
邪馬台国の歴史と卑弥呼
　邪馬台国の歴史と卑弥呼について「魂志倭人伝」に書かれていることをまとめると、次のようになる。
　邪馬台国は元々男王が治めていたが、70～80年を経たころ、倭国全体で長期にわたる騒乱が起きた（倭国大乱と呼ばれる。2世紀後半と推定されている）。卑弥呼という一女子を王に共立することによって、ようやく混乱が収まった。
卑弥呼は鬼道につかえ人心を惑わし、既に高齢で夫を持たず、弟が補佐して国を治めた。
王位に就いて以来、人は彼女を見ることはなく、婢千人を侍らせている。一人の男子が飲食の世話や取次ぎをした。宮室には見張りやぐらや城柵を設け、常に兵が守衛している。
卑弥呼は景初2年（238年）以降、帯方郡を通じ数度にわたり魏に使者を送り、皇帝から親魏倭王に任じられた。正始8年（247年）には、狗奴国との紛争に際し、帯方郡から塞曹掾史張政が派遣されている。
このころ卑弥呼が死去すると、直径百余歩もある大きな墳墓が作られ、奴婢百余人が殉葬された。
その後、男王が立つが、人々はこれに服せず内乱となり千人余が死んだ。そのため卑弥呼の宗女（親族）の13歳の壹輿（台与、通説での読みはトヨ）を王に立てると国中が遂に鎮定した。
　前にお話ししたように、107年に倭国王の師升等が奴隷160人を後漢の安帝に献上したが、それ以降の倭国の様子をここに見ることができる。
　邪馬台国は初め男の王が国を治め、70～80年間は平和だったようだ。
一人の王がこの期間ずっと統治していたとは考えにくい。日本史研究家の安本美典氏によると、このころの時代ではひとりの王の在位期間はだいたい10年ぐらいというのが統計的に求められた値だそうだ。
　ということは、だいたい7～8人の王が邪馬台国の王として君臨していたことになる。この人数は、「欠史八代」　の天皇の数に妙に符合する。
「欠史八代」とは第2代から第9代までの天皇のことで、『古事記』と『日本書紀』に名前が登場するが、事績がほとんど記されていない天皇である。史学界では架空の存在とする非実在説が有力である。その一方、実在説もある。そのひとつは鳥越憲三郎氏の葛城王朝説が有名だ。
ここではこれ以上深入りしないが、興味のある方は彼の著作を読まれることをお勧めする。安本美典氏も実在説をとる。
　話を戻すと、70～80年間の平和の後、倭国内は大乱になった。
　これがいつのことなのかについて、「魂志倭人伝」の記述からは何とも言えない。ところが、『後漢書』東夷伝には、倭国大乱は桓霊の間と書かれている。後漠の桓帝・霊帝の治世の間（146年～189年）のことである。
ただし、『後漢書』は「魏倭人伝」よりも後の時代に書かれたもので、この部分は志「魏志倭人伝」を元に単に推測した可能性を指摘する人もいる。
いずれにせよ、その後、卑弥呼が邪馬台国連合の女王に共立されて、大乱は治まった。
卑弥呼が王になったときに、原文では「年すでに長大」とあるが、それは一体何歳のことなのだろうか。
元厚生省人口問題研究所の小林和正氏の研究によると、弥生時代の平均寿命は30歳ぐらいである。古墳時代も変わらない。そういう時代に長大な年とは、おそらく20代後半から30歳代ということだろうか。卑弥呼の死後、王に立てられた壹興が13歳だったことを考えると、その倍ぐらいの年は、確かに「年すでに長大」という表記がぴったりなように思える。
卑弥呼は247年ごろに死去している。そのときの年齢についてまったく何もわからない。
　それでは、謎多き邪馬台国と卑弥呼についてトートに教えてもらおう。
Ｔ：耶馬台国は出雲族の創った国で、大和の磯城（しき）あたりに本拠地を置いていた。唐古・鍵遺跡がそれに当たる。邪馬台国はここを中心として古代の畿内(大和、山城、摂津、河内、和泉）あたりを勢力圏としていた。
まず、邪馬台国は出雲族の国だとしている。出雲族が縄文人と融和して出雲文化圏を中国、四国、近畿、北陸、中部地方に築いていたが、その中にできた一国ということである。
　邪馬台国は北九州ではなく、畿内の大和の磯城に本拠地があったとしている。
唐古・鍵遺跡は現在の奈良県磯城郡田原本町にある弥生時代の環濠集落の遺跡であり、広さはこの時代としては近畿地方最大である。全国的に見ても吉野ケ墓跡に次ぐ広さがある。環濠は幾重にもめぐらされ150～200メートルの幅で居住地を囲んでいる。また、青銅器鋳造炉施設や炉があった。
ここは三輪山から北西へ8キロほどの距離にあり、奈良盆地のほぼ中央からやや東よりといったところである。
邪馬台国畿内説をとる場合、ここに邪馬台国があったとしてもなんら矛盾点はないと思われる。
当時、奈良盆地の中央には広い範囲に盆地湖または氾濫平野があったと言われている（古代物部氏と『先代旧事本紀』の謎』（安本美典）p145）。同書にある地図を見ると、唐古・鍵遺跡はちょうど、この盆地湖の湖岸にあったことになる。交通の便がよく、物資や人の集積に好都合だったと思われる。
　唐古・鍵遺跡は弥生時代の全般にわたって繁栄していたが、纏向が造られるのとときを同じくして、環濠が埋められ、衰退する。これは唐古・鍵遺跡に限らず、その他の大和の環濠集落遺跡について言えることである。
T:　邪馬台国は出雲族の国であり、彼らは祖先を神として祀っていた。それが大国主神である。
　すぐ隣の三輪山には龍型シリウス人を龍神として祀る縄文系の人々がいた。龍神は大物主神と呼ばれた。大物主神とオオナムチは同じである。
　出雲族は次第に縄文系の人々と融和し、彼らの大圏主が大物主と同体であると見なすようになった。ただし、三輪山の祭祀権は縄文系の家系が守っていた。その家系から男性の神宮が出ていた。神官はあくまで神官であって、王ではなかった。
　邪馬台国の王は、磯城の出雲族の王家から出た。初めは男の王が続いた。
　邪馬台国が畿内に勢力を伸ばし、その中にあった小国家を統合し畿内を勢力圏としたのと同じように、他の地域でも小国家の統合が起こって中国家が発生した。
　その結果、出雲や吉備、播磨、邪馬台国、近江などの出雲族の国々や、海の民の国々（海部氏の丹波、同族尾張氏の尾張・美濃）、北部九州の非出雲族の国々、縄文人の国である毛野(狗奴国くなこく)など30ヶ国程度に収斂（しゅうれん）していった。
その後、2世紀中頃から世界的に起こった寒冷化により干ばつ、飢饉が頻発するようになった。
その結果、倭国内だけでなく、朝鮮半島南部でも小国間の戦いが頻発し、九州北部へ多くの人が流入してくるようになった。さらに一部は瀬戸内海沿岸へと流れこんだ。中国で184年に黄巾の乱が起こったのも同じ理由による。

朝鮮半島南部からの人の流入が倭国内の各地での人口増や小国家間の戦いを生むようになる。これが「魏志倭人伝」にある倭国大乱と呼ばれるものである。2世紀後半のことである。
　一方中国では黄巾の乱の遼東太守だった公孫氏は遼東半島に半独立政権を樹立し、さらに朝鮮半島に帯方都を設置した。
当時の倭国は半島情勢、中国情勢に敏感に対応している。そういう拡大志向の公孫氏への備えのために倭国内では連合を組む機運が生まれてきた。
その結果、話し合いによって、邪馬台国を盟主とする邪馬台国連合が作られることになった。
その女王として一女子が共立されてやっと戦いは収まった。それが卑弥呼である。
　その都が新たに大和の纏向に造られた。奈良県桜井市(旧磯城郡纏向村）にある纏向遺跡がそれに当たる。
邪馬台国は連合の中の最大国家ではあったが、連合のトップには邪馬台国の王ではなく、海部氏の出である卑弥呼が就いた。海部氏は美濃・尾張に勢力を持つ尾張氏と同族であり、卑弥呼の共立には尾張氏の強力なバックアップがあった。
自民党と社会党の連立政権の首相に、自民党の党首ではなく、社会党の党首が就いたのと同じようなものである。
この連合には北部九州の勢力も加わった。ぞれまで中国の漢の威光の下に力を得ていた北部九州諸国であったが、黄巾の乱以降、中国の皇帝の権威が失われると、後ろ盾を失った形になった。公孫氏への備えのために、邪馬台国連合に加わったのである。アマテラス族の国（伊都国）
も連合に加わった。
ということで、卑弥呼の都は纏向遺跡ということである。これは邪馬台国連合の都であり、邪馬台国の都（唐子・鍵遺跡）よりも規模が8倍近くあるのは当然と言える。
緊迫する朝鮮半島情勢が倭国諸国の連合を促したというのは理解できる。外的の存在によって内部の統合が進むという話はよくある。内部をまとめるために、あえて外に敵を作るということも政治家のとる常套手段である。
　連合の中の強国は出雲、吉備、邪馬台国、丹波（海部氏）、美濃・尾張（尾張氏）である。
前にお話ししたように、纏向遺跡から出土する土器の15％は他地域から搬入されたものだが、そのうちの実に49％が尾張など東海地域のものである。このことは海部氏と尾張氏が連合形成に大きな影響力を行使したことを物語っている。実際、卑弥呼は海部氏のひとりだとトートは言う。
　アマテラス族の国が伊都国とされている。この段階ではまだ連合の一員に甘んじているらしい。
第7章　太陽神を祀る巫女としての卑弥呼
それでは次に卑弥呼についてトートに詳しく聞くことにする。
T:　卑弥呼は海部氏の出である。ただし、海部氏は出雲族との政略的な結婚が多々あり、さらに縄文の血も混じっているので、遺伝子に言ってどの部族の出というのは難しい。
卑弥呼は海部氏勘注（かんちゅう）系図に載っている（これについては後で詳しくお話しする）。
卑弥呼自身は出身地である天橋立のあたりと大和の三輪山を行き来していた。
三輪山の祭祀権が政治的に重要な意味を持っていたが、縄文系の子孫がそれを保っていた。
邪馬台国の長は三輪山の祭祀権を持っていなかった。
ところが、卑弥呼が邪馬台国連合の女王になると、当初、三輪山の祭祀権を持っていなかったが、巫女として三輪山を祀るようになる。そのため、三輪山の龍神（大物主神）を祀る縄文系の子孫の家は衰えて、細々と暮らすようになった。
卑弥呼は女王になる前は、太陽神アマテルを祀る巫女だった。そのため、女王に共立された後も、太陽神アマテルを三輪山の頂上で祀るようになった。
　纏向遺跡には破壊され捨てられた銅鐸が見つかっているが、これはそれまでの神の祀り方を捨てたことを意味する。銅鐸文化圏とでも呼ペる出雲文化圏では銅鐸が神を祀るための道具だったが、ぞれが廃棄されたのである。
　出雲族では元々銅鐸はその音によって神官が神とつながるための道具だったが、次第に銅鐸は神を祀るための道具とみなれるようになった。そのため出雲族の国々では数多くの銅鐸が祭祀の儀式で使われていた。
三輪山では龍神を祀る伝統が続いたため、銅鐸は使われ
なかった。邪馬台国は三輪山では龍神を祀る伝統に従ったので、銅鐸はそれほど使われなかった。
　祭祀の道具としての銅鐸を廃棄することに対する反発はなかった。長年続く干ばつなどの天候不順に銅鐸は効力がなかったからだ。
　卑弥呼は海部氏の出だが、海部氏は海の民であって、アマテル信仰を持っていた。太陽神である天火明命（アメノホアカリ〉を祀っていた。
　アメノホアカリは、『日本書紀』では火明命（ほあかり）、天照薗照彦火明命（あまてるくにてるひこほあかり）と記されている。ニニギの兄とされている。
アメノホアカリが本来の天照大神であって、アマテルオオミカミであった。
アマテル信仰は男性神の太陽神を祀る。
　卑弥呼は三輪山の頂上で太陽神アマテルを祀った。
　三輪山で卑弥呼は実のところアメノホアカリではなく、龍型シリウス人とつながることが多かった。アメノホアカリは架空の存在だからである。彼女は自身のガイドともつながっていた。
オリオン人は彼女とはつながらないようにしていた。
　天照大御神は卑弥呼をモデルにして450年後の天武天皇の時代に生み出された架空の存在である。これについては後で詳しくお話ししたい。
海部氏や同族の尾張氏は、元々海の民であり、太陽神を祀っていた。太陽神を祀る海の民は全国各地にいて、それぞれの土地で太陽神を祀っていた。太陽神は元々アマテルと呼ばれていた。
　それは天火明命（アメノホアカリ）とも彦火明命（ヒコホアカリ）とも天照国照彦火明命（アマテルクニテルヒコホアカリ）　とも呼ばれた。それは男性神であった。
　卑弥呼は海部氏出の巫女ということなので、海部氏の始祖であるアメノホアカリを祀ったというのはうなずける。それが元祖天照大神であり、アマテルオオカミである。卑弥呼は男性神である太陽神アマテルオオカミを祀る巫女であった。
アマテル神社と呼ばれる神社が全国にいくつかある。
　対馬の阿麻テ留（アマテル）神社、京都市の木嶋坐天照御魂（このしまにますあまてるみたま）神社、奈良県桜井市の他田坐天照御魂（おさだにますあまてるみたま）神社、大阪府茨木市の新屋坐天照御魂（にいやにますあまてるみたま）神社、京都府福知山市の天照王命（あま
てるたまのみこと）神社など。
これらアマテルがつく神社は、おそらく元々はそれぞれの地で太陽神を祀っていた神社と考えられている。
そういう各地にあった太陽神アマテルの中で、海部氏の祀っていたアマテル（アメノホアカリ）が卑弥呼によって三輪山で祀られるようになり、それがその後、紆余曲折を経て天武天皇により天照大御神とされるのである。これについては後でお話ししたい。
なお、927年にまとめられた『延喜式神名帳』には、当時「官社」とされていた全国の神社の一覧が載せられている。それによると、三輪山には式内大社として神坐日向神社（みわにますひむかいじんじや）が記載されている。この日向神社は、古代には三輪山の頂上に祀られ、
太陽祭祀に深く関わつていた神社であったと推測されている。これは卑弥呼が頂上で太陽神を祀った伝統がその後もそのまま守られたことを示している。
海部氏系図と卑弥呼
丹後の天橋立を渡ったところにある籠（この）神社の社家、海部（あまベ）氏に代々極秘で伝えられた系図が　　　　　　　　　　　　　　　
1975年に公表された。現存する日本最古の系図である。
系図はふたつあり、ひとつは、直系の子孫だけを記録した『籠神社祝部海部直等之氏系図』
（通称『本系図』）、もうひとつは、直系子孫のほか兄弟姉妹の名前と注がつけられた『籠名神宮祝部丹波国造海部直等氏之本記』（通称『勘注（かんちゆう）系図』）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ここには始祖である彦火明命（ひこほあかりのみこと）から平安期までの系譜が記されている。
『勘注系図』には『記紀』や『先代旧事本紀』などの古記録にも見られない独自の伝承が記されていて、歴史的資料としての価値が高い。
第14世までは『先代旧事本紀』の中にある「尾張氏系図」と共通する神・人名が見られ、このことから両氏が同族であるとされる。
この『勘注系図』の中に卑弥呼とおぼしき名前、日女命（ひめみこと）が登場するのである。
ただし、２か所も。ひとつは、彦火明命の６世孫。もうひとつは、９世孫である。６世孫を卑弥呼とする説について、ウィキペディアからとると、
海部氏系図
彦火明六世孫、宇那比姫命（うなびひめ）を卑弥呼とする説。この人は別名、大倭姫（おおやまとひめ）というヤマト王権の女王と思われる名を持ち、天造日女命（あまつくるひめみこと）、大海塞姫命（おおあまひるめひめのみこと）、日女命（ひめみこと）とも呼ばれる。この日女命を卑弥呼と音訳したとする。日女とは後の姫、媛と同じで、個人名ではなく普通名詞である。またこの説では、卑弥呼の後に王位に就いたとされる台与（とよ）を、
系図の中で、字那比姫命の二世代後に記される、天豊姫（あまとよひめ）とする。
　6世孫はさらに、天造日女命（あまつくるひめみこと）、大海量姫命（おおあまひるめひめのみこと）という名前を持つ。これらも卑弥呼との関連性を示唆していると考える人がいる。
このように6世孫の日女命は名前から卑弥呼の可能性が指摘されている。
　9世孫については、日女命（ひめみこと）という名前で、またの名として神大市姫命（かみおおいちひめのみこと）、倭迩逐日百襲姫命（やまとととひももそひめのみこと）、日命（ひのみこと）などが記されている。
天火明
①天香語山　可美真手
②天村雲　　熊野高倉下
忍日女（別伝）倭宿禰　葛木出石姫
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　笠水彦
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　笠津彦
③天忍人（倭宿禰）天忍男
　1　　　　　　1
④天登目　　　　　武額赤
　1
⑤建登米
建日小利　葛木高田
ウイキペデイアやウェブなどを参考に
⑥建田勢
⑦建諸隅　　大海姫
　1
⑧日本得魂
⑨意富郡毘（弟彦）
⑬乎縫　　　淡夜別
⑪小登与　　日女命（小止与姫）
　1
⑫建稲種
⑬志理都彦　尻網根
　1
⑮川上真椎
　1
⑯大矢田彦
　1
⑰大倉岐
　1
⑱難波横手建振熊
　1
　丹波国造海部直都比
　ここで、ヤマトトトヒモモソヒメとほ、前に箸墓古墳のところでお話ししたが、箸墓古墳の被葬者とされている人である。また、崇神天皇の祖父孝元天皇の姉妹でもある。
　箸墓古墳は最古級の前方後円噴であり、その時代としては最大級であり、後円部の直径が「魂志倭人伝」にある卑弥呼の円墳の直径「百余歩」にほぼ一致することなどから、卑弥呼の墓とする説がある。
　ただ、従来は築造年代が3世紀末から4世紀初頭とされていて、卑弥呼の没年（247年ごろ）とは合わないとされていた。ところが、年輪年代法や炭素年代測定法による年代推定を反映して、古墳時代の開始年代を従来より早める説が注目されるようになり、それに従うと、箸
墓古噴の築造年代も卑弥呼の没年に近い3世紀中頃から後半となる。
　そのため、近年、「箸墓古墳の被葬者＝ヤマトトトヒモモソヒメ＝卑弥呼」説ががぜん注目を浴びるようになっている。
　そうだとすると、卑弥呼は海部氏勘注系図に出ているヒコホアカリの9世孫ということで決定という話になる。
　ただ『記紀』によれば、ヤマトトトヒモモソヒメは崇神天皇と同時代に生きている人である（崇神天皇の祖父孝元天皇の姉妹とされているので、かなり高齢ではあるが）。少し時代が合わないようにも思える。
『記紀』にはヤマトトトヒモモソヒメは巫女的な女性として措かれているが、卑弥呼のようなパワフルな女王ではない。崇神天皇に何度か神託を伝えるという役回りである。『記紀』は意図的に卑弥呼を隠しているところが見られるので、あえてこういう書き方をしたのかもしれな
い。
『日本書紀』によると、崇神5年に疫病が流行り、民の大半が死に、6年には百姓が離散し、反逆する者も出た。そのため、ふたりの皇女に神々を祭祀させると、ヤマトトトヒモモソヒメが神懸かりして「三輪山の大物主神を祀るように」との神託を得た。さらに、3人の臣下が「大田田根子（おおたたねこ）に大物主神を祀らせれば、必ず天下は平らぐだろう」という夢を見た。
　そこで大田田根子を探させると、茅淳県ちぬのあがたの陶邑すえむらに大田田板子を見つけることができた。『日本書紀』では大田田根子は大物主神の子、『古事記』では4世孫となっている。いずれにせよ、これで疫病は収まり、世に平穏が戻った。
　また、このとき、物部連の祖・伊香色雄が、大物主神を祀る神班物者（かみのものあかつひと）（神に捧げる物をわかつ人）に任じられた。さらに、物部の八十平霊（やそひらか）を祭神の物とすることを命じられた。八十平霊とは神事に使われる多数の平皿のことである。物部氏が大物主神を祀る神事に大きく関わるようになったことがわかる。
　大田田根子と物部伊香色雄の話は後で大きな意味を持ってくるので、覚えておいてほしい。
卑弥呼亡き後
それでは卑弥呼が死んだ後の時代についてトートに聞いてみることにする。
Ｔ：卑弥呼の死後、男の王が立ったが、みなが服せず、国内は大混乱になった。この男王は無名の人で歴史に名は残っていない。（崇神ではないかという説があるが、違う）。
この混乱に乗じ、アマテラス族は勢力を広げ、奴国を併合し、さらに遠賀川流域から現在の北九州にかけての領域も勢力下に置くようになる。
さらに、その中の一派は河内へ進出する。それはニギハヤヒに率いられたグループである。
彼らは河内の国に入植する。ニギハヤヒは『先代旧事本紀』に書かれているような大軍団を率いていたわけではない。あの部分は後世の物部氏による脚色である。
その後、卑弥呼の親族の台代（トヨ）が立ち、その下である程度、平和が維持された。
トヨは、卑弥呼と同じは海部氏の出である、
ヤマトトトヒモモソヒメはトヨである。
（その死後、別のトヨが後を継いだので実際は２、３人いる。）卑弥呼ではない。
卑弥呼は海部氏『勘注系図』に出ているヒコホアカリの６世孫のウナビ姫である。
　トヨは崇神天皇の時代まで生きていて、神託を下している。
箸墓古墳は、ヤマトトトヒモモソヒメの墓とされているが、そのとおりだ。トヨの墓であって、卑弥呼の墓ではない。
箸墓伝説では、ヤマトトトヒモ…ヒメは大物主の妻となり、陰を箸でついたために死んだという話になっているが、この背景には、次の事実がある。
トヨを女王として邪馬台国連合はその後しばらく安定を保っていくが、その後、次第に連合は分裂していくようになる。
邪馬台国が弱体化したのを見て、アマテラス族の神武（崇神）が北部九州から大和に乗り込み、王権を纂奪（さんだつ）する。
崇神はアマテル神をを祀らせた。そうすることが邪馬台国連合の国々を支配していくのに好都合と判断したためである。
崇神の治世の初期に疫病と飢饉で多くの民が死んだ。トヨに神々を祀らせると、アマテル神ではなく三輪山の大物主神を祀るようにとの神託が降りた。トヨ（ヤマトトトヒモモソヒメ）は大物主神を祀ることができなかった。そこで大物主神を元々祀っていた縄文系の家系の子孫である大田田根子を探し出してきて祀らせた。すると飢饉は収まり、世は平穏になった。
そこで、トヨ（ヤマトトトヒモモソヒメ｝とそれまでアマテル神を祀っていた多くの巫女が殺された。巫女が殺される時はほと（陰部）を刺された。
その後、新たな若い巫女がトヨと呼ばれるようになり、崇神に神託をもたらした。それについてはヤマトトトモモソﾋﾒのこととして『記紀』に書かれている。実際は別人である。
崇神はさらにアマテル神の祟りをおそれ、アマテル神を祀っていたトヨの親族の女子ひとりにアマテル神を祀ることを許した。これが豊鍬入姫命である。ただ、これまで宮中で祀っていたのを止め、倭国（ヤマトノクニ）の笠縫邑で祀るようにした。その後、各地を転々とし、最終的に伊勢に着くまでにいた場所は元伊勢と呼ばれるようになった。
万貴さんはこの若いほうのトヨだったと考えると、彼女の過去世記憶とうまく整合する。
ここには非常に重要なことが出てきたので、まとめておく。
（1）卑弥呼の死後の混乱に乗じ、アマテラス族は勢力圏を広げ、奴国を併合し、さらに遠賀川流域から現在の北九州市にかけての領域を勢力下に置く。
（2）さらに、アマテラス族の一派がニギハヤヒに率いられて河内へ入植した。ただし、大軍団を率いていたわけではない。
（3）卑弥呼は海部氏『勘注系図』にある6世孫の字那比姫命（うなびひめ）である。
（4）トヨは、卑弥呼と同じ海部氏の出である。
（5）倭迩連日百襲姫命（ヤマトトトヒモモソヒメ）は、トヨ（初代）であり、卑弥呼ではない。
（6）箸墓古墳は、ヤマトトトヒモモソヒメ（初代トヨ）の墓であり、卑弥呼の墓ではない。
（7）邪馬台国連合の弱体化に乗じ、アマテラス族の神武（崇神）が北部九州から大和に乗り込み、王権を纂奪した。神武と崇神は同一人物だとしている。
（8）崇神の時代に疫病と飢饉で多くの民が死んだ際、アマテル神ではなく三輪山の大物主神を祀るようにとの神託がヤマトトトヒモモソヒメに降りた。
（9）大物主神を祀っていた縄文系の家系の大田田根子を探し出してきて祀らせると飢饉は収まった。
（10）アマテル神を祀っていた多くの巫女が初代トヨと共に殺された。巫女が殺される時はほと（陰部）を刺された。
（11）崇神天皇は巫女たちの崇りを恐れ、大きな墳丘を作って初代トヨの霊と共に巫女たちを封印した。これが箸墓古墳である。
（12）その後、若いトヨが崇神に神託をもたらすことがあった。彼女も『記紀』　にはヤマトトトヒモモソヒメと書かれている。実は、このトヨのもたらした神託により、初代トヨと多くの巫女たちが殺されることになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（13）崇神はさらに、アマテル神の崇りをおそれ、トヨの親族の豊鍬入姫命（とよすきいりびめのみこと）にアマテルを祀ることを許した。ただし、宮中から出され、以後各地を遍歴した。
『日本書紀』によれば、天照大神が宮中から出て、倭国の笠縫邑に祀られるようになったのは、別の理由による。崇神の治世の初期に疫病が蔓延したことはお話したが、宮中に祭祀している天照大神と倭大国魂神（ヤマトオオクニタマノカミ）の不仲が原因と考えた崇神天皇は、それぞれを別々のところに祀ることにした。その結果、天照大神は倭国（ヤマトノクニ）の笠縫邑に、倭大囲魂神は倭国（ヤマトノクニ）の大和（オオヤマト）神社に祭祀された。『日本書紀』にはそう書かれている。
この説明だと、倭大国魂神は一箇所に留まったのに、どうして天照大神はその後も各地を転々としなければならなかったのか、理解できない。
崇りをもたらす神として忌み嫌われたので、各地を遍歴せざるをえなかったのではないだろうか。
　こういうアマテル神（男神）を天照大神（あまてらすおおみかみ）という女神に仕立て上げたのは天武天皇である。
その背景には海の民の末商である尾張氏が天武天皇の壬申の乱での勝利に深く関わっていたことが関連する。これについては後で詳しくお話したい。
第８章　邪馬台国の終焉とヤマト王権の成立
次に、大和に初期ヤマト王権が成立するまでの時代について見ていきたい。3世紀半ばから4世紀末ぐらいまでの時代に当たる。
実はこの間、西暦266年から413年にかけて中国の歴史文献に倭国が登場せず、詳細を把握できないため、「空白の4世紀」と呼ばれている。
そのため、ヤマト王権がどのように作られたのか、ヤマト王権と邪馬台国はどういう関係にあるのか、初代天皇は誰で、どこから来たのか、といった多くの重要なことがはっきりしない状況に置かれているのだ。
そういったこともあり、歴史学者は『記紀』に書かれていることがらと神社伝承、古墳や遺跡の発掘調査を元に推論するというのが一般的になっている。
ただ、『記紀』には神話的な要素も多々ある上に、それが編纂された時代的な背景もあるので、どこまでを何らかの歴史的事実を反映していると見なすか、あるいは虚構と見なすかで推論は大きく分かれる。
　さらに、『記紀』以外の、偽書とされている『先代旧事本紀』などの歴史的書物に書かれていることがらをどこまで認めるかで、議論は大きく異なったものとなる。
　こういうこともあり、プロの歴史学者から在野の歴史研究家まで百家争鳴の様を呈しているのが現状である。
　ミステリーを解読していくという面白さがあるので、邪馬台国の所在地同様、多くの一般の方が興味を持たれている分野でもある。
『記紀』による神武東征
それではまず、『記紀』にどう書かれているのか、ざっと見ていきたいと思う。ヤマト王権が成立するまでの過程が書かれているのは、「神武東征」の話である。日向の高千穂を発った神武天皇が北部九州経由で瀬戸内海を進み、紀伊半島の南を回って悪戦苦闘の末、大和の橿原宮で即位するまでの経緯を語ったストーリーである。
日本書紀と古事記で異なる部分があるが、だいたいのところをかいつまんでお話ししたい。
　カムヤマトイワレビコ（後の神武天皇）が日向の高千穂にいたときのこと、45歳のときである。兄弟や皇子を集めて言った。
「天祖ニニギが天降ってから179万2470余年がたったが、遠くの地では未だに争い事が多く、われらの徳が及ばない。塩土老翁（しおつつのおじ）によれば東に美しい土地があり、すでに天からニギハヤヒが下っているという。その地は大業を広めるに適したところだろう。そこへ赴き、都とすべきだ」
神武は兄の五瀬命（いつせのみこと）らと船に乗って東征を開始する。『古事記』は日向を出発地とするが、『日本書紀』には記述がない。日向は宮崎県とする説が一般的だ。
筑紫国沖掘に寄った後、一度関門海峡を越えて、岡水門へと向かう。ここで、岡水門は福岡県の遠賀川の河口付近。
　『古事記』では岡田宮（おかだぐう）で1年過ごしたとある。北九州市八幡西区黒崎にある岡田神社がその候補地である。
　いずれの地にせよ、わざわざ寄り道をしているのにはわけがありそうだ。
再び東進し、安芸国（あきのくに）の挨宮（えのみや）に至る（『古事記』では多祁理宮（たけりのみや）に7年いたとなっている）。
次いで吉備国に入り、高島宮を建て、そこに3年（古事記では8年）滞在した。
　船と兵権を蓄えた後、いよいよ東へ向かった。
　戊午年の2月、浪速国を経て、3月に河内国へ入る。そこからいよいよ大和入りをする。
　4月、龍田へ進軍するも道が険しく狭かったので進めず、一度引き返して、生駒山を越えて中州に入ろうとした。
　それを聞きつけた土着の首長・長髄彦（ナガスネヒコ）は兵を集めて孔舎衛坂（くさえのさか）に陣を敷き、神武側と戦いになった。激戦の最中、兄の五瀬命が矢に当たって負傷する。
　兄は「日の神の子孫が日に向かって（東へ）戦うことは天の道に背いている。日を背に受けて戦おう」と言った。こうして草香津（くさかのつ）まで退くと、山城水門（やまきのみなと）で五瀬命の傷が悪化し、ついに亡くなった。
　ここから紀伊半島の南端を回って能州野へと至ると、暴風雨に見舞われた。兄の稲飯命（いなひのみこと）は、「我が先祖は天神、母は海神であるのに、どうして我を陸に苦しめ、また海に苦しめるのか」と言って、剣を抜いて海に入り、鋤持（さびもち）の神になった。もう一人の兄の三毛入野命も、「母も叔母も海神なのに、どうして我々は波で進軍を阻まれなければならないのか」と言って、波頭を踏んで常世の国に渡ってしまった。
　神武は息子の手研耳命（たぎしみみのみこと）とともに軍勢を率いて熊野の荒坂津（あらさかのつ）に進み、丹敷戸畔（にしきとべ）なる女賊を誅したが、土地の悪神の毒気を受け兵士たちは身動きがとれなくなってしまった。
　その様子を見ていた天照大御神（あまてらすおおみかみ）は、前に葦原中国（あしはらのなかつくに）を定した武棄槌神（たけみかづち）に天降るように言うと、武棄槌神は、霊剣（布都御魂ふつのみたま）を能州野の高倉下（たかくらじ）に下せばいいだろうと言う。
　霊剣を得た高倉下は、霊剣を神武に献上した。すると兵士は目覚め、進軍を再開した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ところが山道は険しく、道に迷ってしまった。天照大御神は八爬烏（やたがらす）を遣わし、その導きで、大和の宇陀に入ることができた。
　8月、宇多の土着の首長兄弟である兄猾（えうかし）と弟猾（おとうかし）を呼んだ。兄滑は来なかった。弟滑は、兄が神武をだまし討ちにしようと姦計を練っていると告げた。神武は道臣命（みちのおみのみこと）を遣わし、これを討たせた。道臣命はその死体を切り刻み、そのため、その地は宇陀の血原と呼ばれるようになった。
9月、神武は宇陀の高倉山に登り、周囲を一望した。すると、国見丘に八十臭帥やそたける（数多くの勇者の意）が、磯城には兄磯城（えしき）・弟磯城（おとしき）の軍が、充満しているのがわかった。その他の要害の地はすべて軍勢で占拠されていた。
　神武の夢に高皇産霊尊（たかみむすひのみこと）が現れ、その霊言に従って天平瓦（あまのひらか）80枚と御神酒を入れる瓶を作り天神地祇を祀り、勝利を祈願した。
　10月、神武は軍を発し国見丘で八十梟帥を破ったが、まだ残党が大勢いた。そこで道臣命に一計を授けた。まず忍坂邑（おしさかのむら）に大室を造り、残党を招いて酒宴を開いた。宴もたけなわになったころ、道臣命の久米歌を合図に、紛れ込んでいた兵たちは剣を抜き、残党を皆殺しにした。
　11月、神武は磯城に攻め入ると、弟磯城は降参するが、兄磯城はなおも挑んできたので、これを破り、斬り殺した。
　12月、いよいよナガスネヒコとの決戟になった。ところが、何度も攻めるが打ち破ることができなかった。にわかに天が曇り、氷雨が降ってきた。するとトビが飛んできて神武の弓の先にとまった。トビは金色に輝き、ナガスネヒコの軍は目がくらんで戟うことができなかった。
　ナガスネヒコは神武に告げた。
「昔、弼枇の子が天の磐船で降臨された。名を齢ポ威朝粥郎（ニギハヤヒ）という。私？として仕えている。天神の子がどうして二人いようか。どうして天神の子であると称して人の土地を奪おうとしているのか」
それに答えて神武は、
「天神の子はたくさんいる。お前の仕えている人が天神の子なら、必ず天の印のものがあるはずだから、それを示せ」と言う。
すると、ナガスネヒコはニギハヤヒの天羽羽矢（あまのははや）と歩教を見せた。神武はそれが偽りでないことを認め、自分の天羽羽央と歩数を見せた。
　ナガスネヒコはそれを見て、恐れかしこまったが、改心することはなかった。
ニギハヤヒは、ナガスネヒコの心根がねじ曲がっていて説得しても無駄だと思い、ナガスネヒコを殺して、あっさり神武に帰順する。このニギハヤヒが物部氏の先祖である（『古事記』では子のウマシマジが祖先とする）。
翌己未年2月、神武は従わない新城戸畔にひきとべ、居勢祝こせのはふり、猪祝ゐのはふりを討った。戸畔は地方の首長を意味したらしい。女性首長を意味したという説もある。祝（はふり）は司祭者、即ちシャーマンを意味する。
さらに高尾張邑に土蜘妹という身体が小さく手足の長い者がいたので、葛綱の罠で捕えて殺した。これに因んで、この地を葛城と呼んだ。
葛城一言王ひとことぬし神社には土蜘蛛塚という小さな塚がある。これは、彼らの怨念が復活しないように頭、胴、足を別々に埋めた跡といわれる。
3月、橿原の地を都に定めた。
辛酉の歳の正月、神武52歳のときに、橿原宮で即位し、始駁天下之天皇（はつくにしらすすめらみこと）と称した。
　以上が『記紀』に書かれている神武東征の概略である。
現代の歴史学会の通論では、神武天皇の実在性は疑問視されていて、第謂？崇神天皇が最初の実在した天皇であると考えられている。つまり、初代神武天皇から第9代開化天草でを架空とみなし、第10代以降を実在とする。
特に第1代から第9代までは、『記紀』にその事跡がほとんど記録されていないので、「欠史八代」と呼ばれている。
神武天白言第10代崇神天皇を同大物とする説もある。ともに、ハックニシラススメラミコトと呼ばれているからで、これは初めて天下を治めた天皇という意味である。
神武天皇自体の実在性は疑わしいものの、神武東征はまったくの空想ではなく、弥生時代末期から古噴時代にかけての種々の歴史的出来事を基にして創作されたとみなす人もいるようだ。
　そうだとしても、中国の歴書に書かれている邪馬台国と卑弥呼が登場しないのはなぜかという大きな疑問が出てくる。神武東征の時期は邪馬台国の末期に重なるはずなので、邪馬台国九州説を取るにせよ、畿内説をとるにせよ、書かれていないというのは理由があるはずだ。『記紀』の編者が「裁志倭人伝」を知らなかったわけはないので、意図的に書かなかったと考えられる。
それはなぜか。
邪馬台国が東遷してヤマト王権になったと主張する人がいるが、その場合は邪馬台国を隠す理由はどこにもないので、『記紀』に出ていない理由を説明できなければならないと思う。こう考えると、邪馬台国が東遷してヤマト王権になったという説はありえないのではないだろう
か。
邪馬台国からヤマト王権への王権の移譲が正当なものではなく、そこに何か後ろめたさを感じていたからこそ、隠したのではないだろうか。神武が卑弥呼の王統の正当な後継者なら、『記紀』に邪馬台国も卑弥呼も正々堂々と登場していたはずである。それがそうではないのは、やはりそこには、正当な移譲ではなく、征服とか纂奪(さんだつ)があったと考えるべきではないだろうか。
謎の存在ニギハヤヒ
この神武東征の物語において最大の謎で、常に議論の対象となるのが、饒速日命にぎはやひのみこと（ニギハヤヒ）である。古代の大豪族である物部（もののべ）氏の祖先と伝えられる。
　謎の存在と言われるゆえんはたくさんある。
謎①『記紀』には二ギハヤヒの系譜が書かれていない。
ニギハヤヒは天神の子といい専ら、『記紀』にはどういう歪なのか、アマテラスとの関係性など一切書かれていないのである。
また登場回数が極端に少なく影が薄い。『古事記』ではナガスネヒコの奉じる神として名前が登場するのみ。『日本書紀』では、神武が東征する前に、東にある美しい国に天から下った人として名前が一度登場し、ナガスネヒコを殺して降伏した時に一度名前が出る。それだけである。
『記紀』はニギハヤヒのことを書きたくないから意図的に隠したのか、あるいは、何か別の理由があったのか。
そういう冷たい扱いの『記紀』に対して、ニギハヤヒの子孫である物部氏の誰かによって書かれた可能性が高いと推測されている『先代旧事本紀』では、ニギハヤヒはニニギの兄である天火明命（アメノホアカリ）と同一の神とされている。
ニニギとはアマテラスの孫で、神武の曽祖父にあたる。
ニニギが高天原から高千穂に天降ったのに対し、同書によれば、ニギハヤヒは天の磐船に来
　　　　　　　？？
り、河内の国の河上の嘩峰いかるがのみねに天降った後、大倭やまとの国の鳥見とみの白庭山しらにわやまに移った。ただ、ニギハヤヒがニニギの兄だとする『先代旧事本紀』の記述が正しいとすると、ニギハヤヒはものすごく長寿だったことになる。なぜならニニギの曾孫である神武と同時代を生きているのだから。
だから、ニギハヤヒとアメノホアカリを同一神とするこの話は眉唾かというと、そうでもない。国宝である『海部氏勘注かんちゆう系図』には、海部氏の始祖である彦火明命ひこほあかりのみことは、またの名を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天火明命あめのほあかりのみこと・天照国照彦火明命あまてるくにてるひこほあかりのみこと　・餞連日命にぎはやひのみことと善かれている。
つまり、海部氏の始祖はアメノホアカリであり、それはニギハヤヒでもあると、『先代旧事本紀』と同じことを言っているのだ。
さらに、『海部氏勘注系図』に書かれている伝承は、アメノホアカリは丹波に天降ったことと、またの名をニギハヤヒともいい、河内の国に天の磐船で降り、八州おほやしま（日本のこと）を治めていたとある。
ただし、海部氏系図でアメノホアカリとニギハヤヒが同一の神であると書かれている部分は元々なかったのが、後から何かの理由で付け加えられた可能性も否定できない。
後でお話するが、それは物部氏の仕業であった可能性が高い。物部氏は本来まったく関係のなかったニギハヤヒとアメノホアカリを同左存在に仕立て上げたと考えられるのである。
謎②『記紀』には、二ギハヤヒは天神の子であり、神武東征に先著？天磐船に乗って大和に天降ったと書かれている。そういう二ギハヤヒを『記紀』があえて記述している理由がわからない。
神武東征が架空の話であるのなら、邪神を信じる者の住む地を平定したというストーリーにするのが単純明快で、説得力もある。それをなぜあえて正当な神の子が先に天降っていて、しかも地元の長と婚姻関係まで結んでいるという形にしたのか、何らかの理由があったと考えるのが妥当だろう。それはどういう理由なのだろうか。
考えられる可能性を列挙すると、
（1）実際に神武よりも先に大和に入ったアマテラス族の一員がいて、地元の長と婚姻関係を結んでいた。『記紀』編纂時にその伝承が広く流布していたので載せざるをえなかった。
（2）神武が大和に入る前にすでに大和を支配していた邪馬台国があったという伝承が『記紀』編纂時に一般に知られていた。『記紀』は邪馬台国について書きたくなかったので、代わりにニギハヤヒという天神の子を創作した。大和最強の武将であるナガスネヒコの奉じる神とすることで、ニギハヤヒが大和の支配者であることを匂わせ、ニギハヤヒがナガスネヒコを殺して、神武が大和の支配権を得るという形にした。そうすることで邪馬台国を登場させずに済ませた。
　ここで（2）の可能性について補記すると、『記紀』が編纂された7世紀後半から8世紀初頭においても、天皇が大和の地を治めるようになる前に、卑弥呼に代表される何らかの前王権があったことを多くの人が知っていたのではないだろうか。
　実際、中国の国家の正史である『魂志』などに邪馬台国と卑弥呼の名前が堂々と登場しているわけだから、打ち消しがたい事実として認めざるをえないわけである。
　そういう状況でぎりぎりの妥協策として創りだされたのがこギハヤヒだと推論するのである。ニギハヤヒから神武は支配権を譲られたとすることで王権の纂奪ではなく、禅譲であるとできる。
　この可能性が正しいとした場合、『記紀』の編者が苦労しただろうなと思われるのは、『記紀』としては架空の存在であるニギハヤヒが大和の支配者だとは書きたくない、でもそれは匂わせたいという点だと思う。実際、『記紀』にはニギハヤヒが大和の支配者だとは一言も書かれていない。『記紀』が言っているのは、先に大和に天降ったということだけである。ヤマト最強の武将が神と奉じているとしているだけだ。
謎③　二ギハヤヒを物部氏の始祖とする矛盾
『先代旧事本紀』は、以下を主張する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1）ニギハヤヒが物部一族を引き連れて河内の国の河上の哮峰（いかるがのみね）に天降り、さらに大和の国の鳥見の白庭山に移った。
（2）ニギハヤヒは物部氏の祖である。
　実は、よく考えてみるとわかるのだが、このふたつの文章は論理的に矛盾する。一方が真実なら他方は嘘である。
ニギハヤヒが祖ということは、物部氏はニギハヤヒの子孫ということになる。ということは、ニギハヤヒと同時代には物部氏はいないわけである。いたとしたら、それは単に名前がいっしょなだけで、子孫ではない。
　自分の子孫が物部氏になると考えてみてほしい。自分の子や孫や曾孫が物部氏を名乗るのである。そう考えると、自分といっしょに行動する人たちが物部を名乗っていたとしても、彼らは自分の子孫の物部氏ではない。
　自分の兄弟や親戚に物部を名乗る者が大勢いるだろうが、彼らは自分の子孫ではない。
　だから、『先代旧事本紀』が、物部一族が二ギハヤヒといっしょに天降ったと言っているということは、物部氏はニギハヤヒの子孫ではないということを自ら証言しているようなものである。
　不思議なことに、こういう当たり前なことをこれまでに主張した人はいないようなのだ。
『先代旧事本紀』を信じる人は、ニギハヤヒが物部氏の始祖だと考えてしまう。『先代旧事本紀』を信じるなら、ニギハヤヒは物部氏の始祖ではないと考えるべきである。
　それではニギハヤヒとは何なのか。
以下の三つの可能性がある。
（1）物部一族はニギハヤヒというリーダーに率いられて河内に入植した。物部氏はニギハヤヒの配下にいた氏族であるが、子孫ではない。ただ、時代がくだり、ニギハヤヒの子孫の物部氏と、ニギハヤヒといっしょに入植した物部一族の子孫と区別がつかなくなった（そのため、すべての物部氏がニギハヤヒの子孫と称するようになった。
（2）ニギハヤヒというのは物部一族の始祖を神格化した神で、一族を率いて河内国に入植した人物のことではなかった。ただ、『記紀』ではあたかもニギハヤヒがその時代に生きていたかのように書かれているが、それはニギハヤヒではなく、実際のリーダーのことである。
（3）ニギハヤヒは物部氏とは本来まったく関係ない存在だったが、物部氏が子孫であると詐称した。
トートの語る神武東征
　それでは神武東征についてトートに聞いてみる。
Ｔ：アマテラス族は朝鮮半島南部の弁韓（後の任那）から北部九州の糸島半島に渡来し、そこに定着した。これは前1世紀ごろのことである。
　元々朝鮮半島南部には倭人が多く住み、九州北部ひとつの文化圏を作っていた。当時、朝鮮半島南部は3つの地域（馬韓、弁韓、辰韓）に分かれて、部族連合が形成されていた。その中の弁韓にいた部族のひとつがアマテラス族である。
『記紀』にある高天原とはこの弁韓のことを指す。ここから北部九州へ渡ることが天降りである。最初に降り立った地は日向とされているが、これは宮崎県ではない。福岡県であり、糸島半島に定住することになる。
『記紀』によると、ニニギが5人のお供を従えて高天原から天降ったことになっているが、渡来した部族の長がニニギ（あるいは後にニニギという存在に神格化された人物）である。
アマテラス族は最新の武器や技術を持っていたので、糸島半島に元々住んでいた人々を征服した。
『記紀』によると、ニニギはコノハナサクヤヒメとの間に三人の息子をもうける。そのうちの一人であるホオリ（山幸彦）が、ワタツミ（海神）の娘であるトヨタマヒメ（豊玉姫）と結ばれ、ウガヤフキアエズ（鵜茅不合筆命）をもうける。
ウガヤフキアエズは母のトヨタマヒメの妹のタマヨリヒメ（玉依姫）と結婚し、四子をもうけた。末子のワカミケヌが後の神武天皇となる。
つまり神武は天孫と言いながら、実に４分の３は海神の血が流れていることになる。
　この系譜が言っていることは、アマテラス族は海人族と婚姻関係をたびたび結んだということである。
　それでは、彼らの入植地の近くに海の民はいたのだろうか。
　実は、糸島半島の目と鼻の先にある志賀島一帯を勢力地としていた古代の有力海人族がいる。それは安曇（あつみ・あづみ）氏である（註‥安曇氏は『古事記』や『新撰姓しんせんじょう氏録じろく』にウタツミの子孫とされている）。彼らは金印で知られる奴国とも強い協力関係にあった。
　糸島半島に入ったアマテラス族は、志賀島一帯を勢力地としていた安曇氏と婚姻関係を結び、この地域での地歩を磐石なものとしていったのである。
ところで、海の民というと、丹波の圏の籠神社の社家を務める海部氏について前にお話ししたが、この海部氏と安曇氏はどういう関係にあるのだろうか。
　その話に入る前に、海部氏と天皇家の関係についてお話ししたい。
かん魯ゆう「海部氏勘注系図」によると、海部氏の始祖彦火明命ひこほあかりのみことは、またの名を天火明命あめのほあかりのみこと（アメノホアカリ）という。『記紀』によればアメノホアカリは、二二ギの兄である。
　つまり、天皇家と海部氏は祖先が同じだと『記紀が認めているわけである。通常、支配者というものは他家が同列に並ぶことを極端に嫌うものだ。それをあえて書いているということはそれなりに理由があったと考えられる。
　その理由とは、卑弥呼が海部氏の出であるということ。
　神武（崇神すじん〉が大和入りして勢力を固めていく過程で、旧体制派である邪馬台国連合の一方の長である海部氏や尾張氏を取り込んでいくことが必要だった。そのために、海部氏や尾張氏と婚姻賄係を結ぶだけでなく、系譜上も同じ祖先から分かれたとすることに意義があった。だから、海部氏らの祖アメノホアカリと天皇家の祖ニニギを兄弟だということにしたのだ。
　ただ、根も葉もないうそだったら、いくらなんでも書きづらいが、神武は4分の3海人族の血が流れているのだから、まんぎらうそでもないわけである。
　海部氏と安曇氏は、実際のところ血のつながりはなかったと思われる。あれば、安曇氏の始祖をワダツミとはせず、海部氏同様アメノホア力リとしていたに違いない。
さて、3せ紀半ば卑弥呼の死後の混乱時に、ニギハヤヒは大和の地を征服するための先兵として河内に入ったのだが、その子孫は現地の出襲系の族長であるナガスネヒコの妹を嫁にもらい、そのまま邪馬台国連含の中に取り込まれてしまった。
　大和の各地に出雲系の人々が住んでいたが、ナガスネヒコは大和の河内との境近くにある鳥見とみにいた出雲族の長である。彼は邪馬台国連合の将軍という立場にあった。
　彼は海部・尾張氏の首長に仕えていた。『記紀』の中で彼は二ギハヤヒに仕えていると書かれているが、せの部分は後で物部氏が作りあげた部分だ。ナガスネヒコが仕えていたのは海部・尾張氏の首長である。
　海部・尾張氏は邪馬台国連合の申で邪馬台国、吉備、出雲に並ぶ勢力を持っていた。
　海部・尾張氏は渡来系なので、当時の神器を持っていた。実際、海部氏が宮司を務める籠神社には前漢の鏡と後漢の鏡が代々伝えられてきた。
　だから、神武に天神の子である証拠の提示を求められて、示すことガできたのである。
　さて、３世紀半ばごろ、卑弥呼の死後の混乱に乗じ、アマテラス族は現在の北九州市までの領域を勢力下に置くようになっていた。その後、3世紀後半になると朝鮮半島南部の三韓のそれぞれの地域で統合へ向けての争いが激しさを増していった。ぞの過程で多くの人々が九州北部へ流れ込んでくるようになった。
　そのため、アマテラス族の領地内でも人口増という大きな問題に直面するようになった。
　そんな申、邪馬台国連合はトヨの晩年（３世紀末）になると次第に統一が取れなくなり、分裂気味になっていった。その機をとらえ、アマテラス族の王家は神武に大和への進軍を命じる。
　神武は兵を従ぇて、大和征服の途に就く。
　神武は途中、岡水門に立ち寄り、北部九州の各地の兵を集めた後、宇佐を経由し、瀬戸内海を東進した。
『記記紀』の編者には日向が日向国（宮崎県）だという先入観があったので、途中で筑紫国宇佐（現在の大分県）に寄ってから岡水門へ行くと書いたが、それは誤りである。岡水門へ寄った後で、宇佐へ寄った。
　ここまでのストーリーは『記紀』の中に『神武東征』として書かれているだけでなく、実は、『出雲の国譲り』の一節としても書かれている。
出雲の国譲り
「出雲の国譲り」とはどういう話なのか、ここでは『古事記』に善かれている話をかいつまんで紹介する。『日本書紀』も概ね同じである。
「出雲の国譲り」と呼ばれるが、葦原中国あしはらのなかつくに（日本のこと）の支配権を大国主神が天照大神の子孫に譲る話である。
高天原にいた天照大神は自分の息子の天忍穂耳命（アメノホシオミミ）が葦原中国あしはらのなかつくに（日本のこと）を統治すべきだと思い、葦原中国に息子を遣わす。ところが息子は、「葦原中国は大変騒がしくて、とても自分の手に負えない」と言って高天原へ帰ってきてしまう。
そこで、天照大神は八百万の神々を集めて誰を遣わすべきかと問い、天菩比命（あめのほひ）を葦原中国に遣わすことになった。ところが、天菩比命は大国主神を尊敬し家来になってしまい、3年たっても帰ってこなかった。
同様に、天若日子（あめのわかひこ）に天之麻古弓（あめのまかこゆみ）と天之渡波矢（あめのははや）よを与えて遣わすが、大国主神の娘である下照比賓（したてるひめ）に心を奪われ、結婚し、8年たっても高天原に戻らなかった。
　しかたがないので、力自慢の建御雷神（たけみかずち）と足の速い天鳥船神（あめのとりふね）を遣わした。ふたりは出雲国伊那佐の小浜に降り立つと、十掬剣（とつかのつるぎ）を抜いて逆さまに立て、その切先にあぐらを組んで座った。そして、大国主に強い口調で尋ねた。「この国は我が子が統治すべきと天照大御神は仰せである。そなたはどう思うか」
　大国主神は、自分の一存では決められないので、息子の事代主神（ことしろぬし）　に訊ねるようにと言った。事代主神は「承知した」と答えた。
　そこへもう一人の息子で力自慢の建御名方神（たけみなかた）　が帰ってきた。建御名方神は「この国が欲しいなら力比べをしよう」と建御雷神の腕をつかむ。すると建御雷神の腕はつららに変化し、さらに剣に変化した。逆に建御雷神が建御名方神の手を掴むと、葦の若葉を摘むように軽くひねって投げつけたので、建御名方神は怖くなって逃げ出した。
　建御雷神は逃げる建御名方神を追いかけ、とうとう信濃の国の諏訪湖まで追いつめた。
建御名方神は「私は諏訪の地から外には出ない。葦原中国は全部譲るから助けてくれ」と命乞いをした。
　建御雷神が出雲に帰り、大国主神にそのことを伝えると、大国主神は「仰せのとおりこの国を差し上げよう。そのかわり、高天原の大御神様の御殿のような神殿を建ててほしい。私の百八十神たちは、事代主神に従って天津神に背かないだろう」と答えた。建御雷神は願いを聞き、大国主神のために出雲国の多重志（たぎし）の小濱に宮殿を建てた。
この話の中で、最初にふたりの神（天菩比命と天若日子）を葦原中国に遣わすが、天菩比命は大国主神の家来になり、天若日子は娘と結婚して帰ってこなかった。
これは、ニギハヤヒを派遣したが、ナガスネヒコの妹と結婚して帰ってこなかったことを象徴的に表している。
また、天若日子が天之麻古弓（あめのまかこゆみ）と天之渡波失あまのははや（あめのははや）という神　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器を持って天降ったのに対し、ニギハヤヒは天羽羽夫と歩靱かちゆきという神器を持っていた。
　このようにニギハヤヒのストーリーは「神武東征」と「出雲の国譲り」の中で、別々のこととして二度語られているのである。同様に、「出雲の国譲り」の後半部についても、これからお話するように神武東征の話に重なるのである。
　その前にここまでのことをまとめておきたい。
（1）アマテラス族は朝鮮半島南部の弁韓（後の任那）から北部九州の糸島半島に渡来した後、そこに定着した。これは紀元前1世紀のことである。
（2）アマテラス族は、志賀島一帯を勢力地としていた安曇氏と婚姻関係を結び、この地域での地歩を盤石なものとしていった。
（3）卑弥呼の死の混乱期に、アマテラス族は奴国を併合し、現在の北九州市までを含む領域を勢力下に置くようになった。さらに、ニギハヤヒがアマテラス族の一派を率いて河内へ入植した。
（4）ニギハヤヒの子孫は現地の族長であるナガスネヒコの妹を嫁にもらい、そのまま邪馬台国連合の中に取り込まれてしまった。ナガスネヒコは大和の河内との境近くにある鳥見とみにいた出雲族の長で、邪馬台国連合の将軍だった。彼は海部・尾張氏の首長に仕えていた。『記紀』の中で彼はニギハヤヒに仕えていると書かれている部分は後で物部氏が作りあげた部分だ。
（5）3世紀後半にをると朝鮮半島南部の三韓で統合へ向けての争いが激しさを増していき、多くの人々が九州北部へ流れ込んできた。そのため、アマテラス族の領地内でも人口増という問題に直面するようになった。
（6）邪馬台国連合はトヨの晩年（3世紀末）になると次第に分裂気味になった。その機をとらえ、アマテラス族の王家は神武に大和への進軍を命じる。神武は兵を従えて伊都国を出ると瀬戸内海を東進した。
神武東征についてのトートの話を続けたい。
Ｔ：「出雲の国譲り」は『記紀』では出雲の国の話しとなっているが、これは出雲族がしはいしていた地域、つまり出雲から近畿にかけての広大な領域についての話である。つまり邪馬台国連合の支配権を大国主神がアマテラス族に譲るという話である。
　この説は、これまでにも多くの人によって主張されてきている。
　さて、神武は河内まで進軍してくるが、ナガスネヒコの軍の前に撤退を余儀なくされる。そこで『記紀』にあるように、船で紀伊半島の南端を回って、熊野経由で大和へ南から侵入する。
そして、いよいよ邪馬台国の軍勢との戦いになった。　　　　　　　　　
　まず、国見丘にいた八十梟帥の軍勢は馬台国王家の軍である。それを打ち破ると、次に兄磯城・弟磯城と対噂するが、彼らは磯城にいた邪馬台国王家の首長兄弟である。磯城は前にお話したように、邪馬台国があった地である（唐古・鍵遺跡）。
『記紀』にはあっさりとしか書かれていないが、本当は、これは雌雄を決する戦いなのだ。神武が大和を制圧するむとつの鍵になる戦いである。
　弟磯城ガ寮終的に神武側に寝返り、兄磯城は打ち破られる。邪馬台国が神武によってついに制圧された一瞬であった。
実はこの経緯も『記紀』の〔出雲の国譲り」の一節として描かれている。
大国主神のふたりの息子（事代主神ことしろぬし）と建御名方神（たけみなかた））は磯城にいた邪馬畠王家の首長兄弟の兄磯城えしきと弟磯城おとしきである。事代主神は天照大御神側に従うが、建御名方神は敗退して信濃に逃れた。同様に、弟磯城は降参するが、兄磯城は戦い、敗れる。ふたりの父である邪馬台国の王は大国主神と同様に、宮殿を建ててもらうが、ぞの中に幽閉された後、殺された。
　後の話だが、弟磯城の家系が磯城の県主あがたぬしになる。
　邪馬台国王家を倒した神武はいよいよナガスネヒコとの決戦に向かう。
ところが、『記記紀』に書かれているように、ナガスネ当は神武に文句喜うのである。神武との問答は「記紀』に書かれているとおりだ。ただし、『記記紀』にニギハヤヒとあるのは海部・尾張の首長で、アメノホアカリの子孫である。ニギハヤヒとこの海部・尾張の人はまったく関係ない、別人である。
そしてナガスヒコは、ニギハヤヒの子孫と自分の妹の間に生まれたウマシマジによって殺されてしまう。
邪馬台国速合の将軍であるナガスネヒコが倒された結果、邪馬台国連合は完全に瓦解する。
海部・尾張の兵は支配地であるる丹波と美濃・尾張へと引き上げた。吉備も同様である。邪馬台国を作った出雲系の人々は各地へ逃げるが、中には信濃に逃げる者もいた。それが、「出雲の国譲り」に出てくる建御名方神として象徴されている。
　ここで指摘されているが、兄磯城えしきと弟磯城おとしきが磯城にいた邪馬台国王家の首長兄弟だということだ。トートによれば、磯城は邪馬台国があった地である　（唐古・鍵遺跡）。
　邪馬台国連合の都は纏向なので、この時点で磯城は都ではないが、まだ邪馬台国の王家はここに住んでいたのだろう。
　実は唐古・鍵遺跡では発掘による調査で不思議なことが判明している。
　それは、纏向が造られたときに唐古・鍵の環濠（掘り）　が埋められたのにも関わらず、古墳時代の初めに再度環濠が造られるのである。
　これは、邪馬台国連合が造られたときに、平和が訪れ、環濠が不要になり埋められたのが、また、トヨの晩年に連合内の不協和音が高まり、環濠が再度造られたということを指しているのではないだろうか。
　そして、最終的に神武（崇神）の侵攻により、磯城にあった邪馬台国の王家は滅ぼされたのである。
『記紀』は意図的にこの磯城での戦いの部分をあっさりとしか書いていない。『古事記』には、次のように善かれている。『現代語訳　古事記』　（河出文庫）からとる。
兄弟の賊を攻めたが、戦いが長びいて、さすが武勇にすぐれた軍隊も一時すっかり疲れ切ってしまった。
　やはり、これは雌雄を決する戦いだったのだ。
トートの話を続ける。
神武（崇神）天皇は、かなり残忍だった。そのため相当数の人が恨みを残して死んだ。彼は邪馬台国連合側の内部での裏切りを積極的に仕掛けた。たとえば兄弟間で裏切らせた。互いに疑心暗鬼になるようにしたり、かなり戦略家だった。裏切って味方になった者に対しては優遇
したが、そのまま敵でいた者たちは根こそぎ殺された。
『記紀』は、そういう記述に満ちている。特に反逆する土着民に対しては容赦がなかった。
そのため、多くの人が恨みを抱いて死んだ。崇神やその子孫はそのことを知っていたので、鎮魂のための祀りを行なったり、社を建てたり、あるいは、封印のための儀式を行なったりした。
ぞのため、各地に、封印されている人が今でもいる。
すざまじいばかりの恨みのエネルギーが各地にある。ネガティブなエネルギーだ。これが地震を引き起こしたりすることがある。解放されたことで、バランスが崩れ、地震が起こることもある。
　後でお話しするが、封印の儀式がいまだに執り行なわれているのだ。
　ここまで長々とお話ししたが、以上が、トートによるアマテラス族による邪馬台国征服の話である。
　この後、『記紀』によれば、神武は橿原宮で初代天皇となる。神武は架空の存在で、崇神が真の初代天皇だと考えられるので、最初の都は磯城瑞離宮（しきのみずかきのみや、奈良県桜井市金屋の志貴御県坐神社が伝承地）ということになる。
　この地は三輪山の大神神社からほぼ真南へ400メートルほど行ったところで、唐古・鍵遺跡からは南東へ直線で7キロほど行ったところだ。
　三輪山のすぐそばへ都を持ってきたということは、邪馬台国亡き後、三輪山の祭祀権を押さえることが重要だと見たからに違いない。
第9章　物部氏と『先代旧事本紀』に隠された謎
以上の話はおそらく3世紀末から4世紀初めごろのことだと思われる。卑弥呼が死んだのが247年ごろとされているので、その後50年ほどの間に起こつたことだろう。
　さて、その後、時代は少しくだる。
物部氏は次第に大伴氏と並ぶ有力軍事氏族へと発展していく。5世紀に台頭し、6世紀に入るとさらに躍進する。527～528年に九州北部で起こつた磐井の乱では物部鹿鹿火（あらかい）が将軍に任命され、ヤマ上土権軍を率いて乱を鎮圧している。530年代には物部尾興が大連になり、続いてその子の物部守屋も大連になった。
　この発展の間に、物部氏は自家の歴史を大きく改ざんしたようだ。それについてトートに教えてもらう。
Ｔ：５世紀になり、物部氏は勢力を得るようになると、自家に関連する歴史の改ざんを行い、家柄の箔付けを行った。
笠物警の出自整ギ孝義乎撃誓と鞍宅地霊夢芸フス族の毒ではあるが？：窯ヤ芸子警誓い。豪等竪誓ったく関係ない氏族で雲。物部伊香　？色妊を始祖た寄る。
箋毒幕藩壷空拳誓河内に降臨簑簑に竃事実綾、ニギハヤヒはアマテ
霊族聖警率誓詞内覧橙じたので雪表軍撃は害った。しかも物部氏を率いぞ裟浮芸簑還￠ニギ等転義犠近墓地域で勢力を持っていたナガスネヒコの妹と慈した。ニギ貸宗ゲ守プは祭勢力に過ぎなかった。こういう事実を三ギ宕纂毒讐率誓河内に降鴇した霊宅に吹聴した。『先代旧事本紀』に練、萎貸転塾畠防護の蛮宗の太、宗鞄夢二十五部の人、天の軌野望違取りら毒筆降聴転とする。ここに出てくるのは荒ぞれが氏族であ
蒙ら表れが蛮だ馨る簑軍要事い撃とになる。これはニギハヤヒを大人物に
婆…誓独禁義挙∵還送攣墓窪の多くは物部氏を含め、神武東征によ
転緩薫怒㌍約紺紺約節約紺駅駆約椚的㍍とは1”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．、一1．′．t　　一　－1、．・．て．【■1■′一ノ．▲r．」」「一ノーノt U、′．ト．■い
物には霊という意味もあったので、霊に関係する仕事をする人たちが後の時代に力を持つようになる物部氏であった。
（4）？チガスネとコが仕えていた人物をニギハヤヒに変えた。しかも、海部・尾張氏の首長が持っていたイメージをせのままニギハヤヒにあてはめ、大和の大王であるかのようにした。
チガスネヒコが仕えた人物は、海部？壷張氏の首長である。二ギハヤヒではない。海部・尾張氏は邪馬台国連合内で確固たる勢力を持っていた。
（5）ニギハヤヒがアメノホアカリと同一神であるとした。その結果、本来はまったく関係のない氏族だった物部氏と海部・尾張氏は、同じ神を始祖とするとした。天皇家と同族であり、長い伝統を持つ海部十尾張氏と同族とすることで箔を付けたのだ。
（6）こうすることは、ニギハヤヒがニニギの兄ということになり、アマテラスの直系の子孫ということになる。ニギハヤヒはア空言ス族の王族のひとりであるが、アマテラスの直系の子孫富王統）ではない。
亨）ウマシマジが物攣族を率いて美濃攣越国を平定したとした。ウマシマジは実際には号ついう武人としての活動はしていないし、物部氏を率いてもいない。崇神天皇は崇神10年に北陸、東海、西道、丹波を平定す巻ためにそれ嘗貌に垂簾の将軍を派遣している。彼らは岱道将軍と呼ばれる。太彦命（おおぴこのみこと）、武浮川別命（たけぬなかわわけのみこと）、吉備津彦命（きびつ嬰1のみこと）、丹波道主命（たんばみちぬしのみこと）の4人を指す（余談になるが、吉備津彦命の姉がヤマトトトヒモモソヒメである）。派遣されたのはウマシマジではない。当時の物部氏は、物部伊香色雄が大物主神の神事に関わったように、呪術に関連していた。物部氏が武人として頭角を現すのは後世のことである。
　物部氏が勢力を持ってくると、この改ざんされた歴史を各地の物部氏に広めた。また、海部氏の系図に、海部氏の裾アメノホアカリがニギハヤヒと同じであるという文章を付け加えるように圧力をかけた。各地のアメノホアカリを祀る神社の中には、二ギハヤヒを祀るところも出てきた。
　5世紀当時、天皇家の伝承に、ニニギの前に大和に入った王族の一派がいたことは伝わっていたが、その一沫がどういう人たちなのかまでは定かでなかった。
宋萱密の伝承で嘩替れは天菩比命（あめのほひ）や天若日子（あめのわかひこ）という名厳守義った宗雲の霹譲りに登場する）。
▲U空襲髭穣簿にキ攣いろいろな氏族に伝わる伝承を集めて『記紀』の編纂が始まった。物部涜銀貨軽蔑で申渡特にま繁ニギハヤヒについての俸られた伝承が各地に広まっていた。ただ
を持っていたことによる。
∃芸逮　≡害毒』てkニヰガヤヒとアメノホアカリは別
室正き威書いる諒恕、ニギ宕ヒ§いては登嘉しか善かれていない。これは
靂蜜壷菅の雪姦原不培茅物質について響きるだけ抑えて書くという姿勢を持っていたことに女蚤。
ヒとアメノホアカリは別
　ただ、神武の前に一
率宕纂違ったという伝漂定着していたため、『記紀』に載せざるをえなかった。
澄の物部民営療法わ言いた伝承真に房旧事本腰を著して、自家の歴史を正を痩に夏冬とした。ただ、伝わっていたものが捏誉れたものだったので、誤った歴史を記す結果になった。
つまり、物部氏は箔を付けるためにニギハヤヒという霊の子孫であるとした。
神武の前にニギハヤヒという天神の子が大和地方にやってきたという伝承が大和の河内あたりにあったのではないだろうか。
天白豪の宴では、それは別の名前で伝わっていた。
物部氏はそういう？伝書うまく使い、自分たちがニギハヤヒの子孫であると言い出すようになった。
ただ、伝承そのままでは、単なる叔父殺しになるので、こギハ
の大王であるかに脚色し、叔父殺しを正当化した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　Lト一流濁盛
ヤヒが大軍を率いてきた大和
　この脚色が功を奏し、いまだに多くの人がニギハヤヒが古代の大王だったという物部氏の虚構を信じている。
『先代旧事本紀』の言うようにニギハヤヒが物部の大軍を率いて河内に降臨し、大和の大王になっていたのなら、なにゆえあっさりと神武の軍勢に覇を譲るのか、説明不足としか言いようがない。共に天神の子孫で、ニギハヤヒはニニギの兄なんだから、ポジションとしてはニギハヤヒのほうが上である。譲るべきはニニギであって、ニギハヤヒではない。
　ここはやはりトートの言うように、物部氏の描いた虚構と考えるほうがつじつまが合う。
第10章　天武天皇が創作したアマテラス
　それでは次にアマテラスという天白豪の祖神についてトートに教えてもらおう。
アマテラス族は他の渡来人たち同様、元々先祖の王たちを神格化して神として祀っていた。
ほとんどが男性神である。
女性神としてのアマテラスは天武天皇のときに作られた。450年前の伝説の女王卑弥呼をモデルにしている。
？書簑常にパワヲ登室がいたという記憶がまだあり、荒と天皇家が憲毒がっでい季夏を嘉した撃た。塞で、憲呼をアマテラスという女神に仕立てあげた。
前にお話b簑凍う琶卑弥呼は太傷欝買ル夢メ裏芸り）姦る巫女だった。
三輪山の頂上で祀っていた。
太陽神アマテルを代わりに祀るようになった。卑弥呼は海部氏の系統であり、海部氏や尾張氏は海の民であって、アマテル信仰を持っていた。太陽神である天火明命（アメノホカリ）を祀っていた。アメノホアカリが本来の天照大神であって、アマテルオオカミであった。
　卑弥呼が死んだ後、トヨ（ヤマトトトヒモモソヒメ）が後を継ぎ、アマテルを祀る巫女として三輪山の頂上での祭祀を続けることになる。
　ところが、その後、神武（崇神）が大和を征服する（以降は崇神と表記する）。崇神は邪馬台国連合の旧体制派を取り込むために、トヨにそのままアマテルを祀ることを許した。
　しばらくして国中に疫病が蔓延し、多くの人が死んだ。トヨをはじめとする巫女たちにアマテルを祀らせるが、一向に効き旨がない。
　するとあるときトヨが神憑りになって神託をもたらした。それは「三輪山でアマテルではなく大物主神を祀れ」という内容だった。さらに、崇神の3人の臣下が「大物主神を祀っていた　
太田田根子おおたたねこに祀らせるぺし」という同じ夢を見た。
　務嫌蓉夕皐ヨ練充空三輪山で大物童神（龍型シリウス人）を祀っていた縄文系の家系の末裔だった。この家系は卑弥呼が三輪山でアマテルを祀るようになってから、細々と暮らしていた。
そこでオオタタネコを探し出し、大物主神を祀らせると、疫病は止み、世の中は落ち着きを取り戻した。
　崇神は役立たずだったトヨと巫女全員をほと（陰部）を刺して殺した。その後は新たな若いトヨが巫女として崇神に神託をもたらすことになった。
　巫女たちの崇りを恐れた崇神は、大きな墳墓（著書古墳）を造り、その中に巫女たちの霊を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
封印した。さらに崇神はアマテルの崇りを恐れ、トヨの親族の豊鍬人姫命とよすきいりびめのみことにアマテルを祀ることを許した。ただし、豊鍬入始命は宮中では祀ることを許されず、祭祀の道具（八爬鏡等）とともに宮中から出された。各地を遍歴したあと、後を継いだ倭姫命が各地を遍歴し、最終的に伊勢に落ち着いた。
伊勢に落ち着いたのはわげがある。アマテルは崇神以来嫌われたが、元々海部氏など海の民の祖神であった伊勢にいた海の民の度会わたらい氏のところに落ち着いたのだ。
　さらに現在の伊勢神宮（内宮）の場所に移したのは天武天皇で、７世紀末のことである。
天武天皇は壬申の乱（672年）に勝って天皇に即位するのだが、その際に、東国の兵を動員した。それには尾張氏の全面的な支援があった。そこでアマテルを天照大神（あまてらすおおみかみ）として復活させたのである。これについてはまた後でお話する。
　ここで、壬申の乱とは天智天皇の死後、皇位継承をめぐつて太子の大友皇子と天智天皇の弟の大海人おおあま皇子（後の天武天皇）が戦った日本古代最大の内乱である。
　大海人皇子は美濃に逃れた後、東海道、東山道の諸国の兵を動員し、それによって最終的に大友皇子を破ることができた。
　天武天皇は大海人皇子と呼ばれていたが、大海人（おおあま）皇子の名は、凡海（おおあま）氏の女性が皇子の乳母であったことから付けられたもので、凡海（おおあま）氏が大海人皇子の養育にあたったものと推定されている。
　凡海氏は海の民であり、海部氏や尾張氏の一族と言われている。天武天皇が美濃に逃れ、そこで東国の兵を集められたのは、尾張氏の強い支援があったからとの推測がある。
　天武天皇の後を継いだ持統天皇のときに、尾張宿禰大隅が位階・功田を授けられた。『続日本紀』天平宝字元（757年）年12月条によれば、この突然の恩賞授与は、壬申の乱の功績によるものであるとされている。
　トートの話を続ける。
　天武天皇は即位の後、それまで崇り神として見捨てられていたアマテルを大々的に復活させることにした。
？払た湖妥を、古来よリアマテル夢メノホ空刀り）を祀ってきた尾張氏の強い要請によるのと、天皇権力の強化を図る天武天皇の思惑とが一致したことによる。
　ただアぎアルには崇り神というレッテルが貼られているので、単純に復活することはできない。そこで〓某を講じた。それは、古代の女王卑弥呼のイメージを用いることである。
　卑弥呼は太陽神アマテルを祀る巫女だったが、天武天皇は、卑弥呼自身を祀られる対象にし、太陽の女神とした。そこからアマテラスという太陽の女神が編み出されたのである。
　そしてアマテラスを祀る場として伊勢神宮｛内宮）が造営された。さらに、アマテラスを天皇家の祖とし、各地の神とアマテラスの関係を体系化していった。それは各地の神社を国康の管理下に置くことであり、国家神道が形成されていくことでもあった。アマテラスと他の神との関係性を体系化するために、『古事記』の編纂を開始した。
　このようにアマテラスは造られた神であるので、架空の存在である。大物主神が龍型シリウス人という実在の生命体をそのまま表しているのとは異なる。
　そのためアマテラスを祀る神宮（神主）の申に実際にアマテラスにつながる者はひとりもいなかった。いたとしたら、ぞれは別の存在とつながったということである。
　実は伊勢神宮は持統天皇（天武天皇の妃）が参拝して以来、明治天皇が参拝するまで1200年間、天皇による参拝は行なわれていなかった。アマテラスが天武天皇による私的な創作であることを皆が知っていたということではないだろうか。
大物主神はどうなった？
ところで、崇神天皇は大田田板子を探し出してまでして大物主神を祀らせて、大物主神の崇りを鎮めたわけである。それだけパワフルな神である大物主神の扱いはその後どうなったのだろうか。
アマテル神は宮中から放り出したのだが、当時の王家として、大物主神をないがしろにはできなかったはずだ。その後も宮中で厚く祀られていた可能性が高い。
天武天皇がアマテラスを創出し、皇祖として伊勢神宮に？誓際に妄最を悩ませたのは、大物主神の扱いではなかっただろうか。
崇りがあっても困るので、簡単に打ち捨てるわけにいかない。かと言って、アマテラスを前面に押し出す以上、大っぴらにするわけにもいかない。
　そこで編み出されたのが、表向きにはアマテラスを祀り、裏では密かに大物主神を祀るという方法だったらしい。
　これを裏付けるような内容を、？関？開裕二氏が『古代神道と天皇家の謎』（ポプラ社）で述べている。それによると、こうだ。
神殿の正殿中央床下には「秘中の秘」と称される「心の御柱」があり、それが「大物忌」と呼ばれる童女によって祀られていた。なぜか祀ることができたのは「大物忌」に限られ、宮廷から斎宮に派遣された斎王も、他のいかなる位の神職さえも、祀ることはできないという。
　この柱はよっぽど重要な柱なのか、20年に一度の遷宮に際し、この柱がまず立てられる。さらに、20年後に正殿が取り壊されても、この柱だけは古殿地に残し、小屋を建てて丁重に守られるのである。何の柱なのかが秘中の秘ということらしい。
「大物忌」という名前が大物主神を連想させるが、関裕二氏は心の御柱の正体こそ大物主神の可能性が高いと指摘する。この説が正しいなら、天皇家と伊勢神宮は表でアマテラスを祀り、裏で密かに大物主神を祀るということを天武天皇の時代（7世紀半ば）より1300年以上に
わたって行なってきているということになる。
　作者不詳の能「三輪」では終りの部分の歌に、
「思えば伊勢と三輪の神、思えば伊勢と三輪の神。一体分身の御事。今更、なんと、いわくら（磐座・言わくら）や」
との言葉がある。伊勢の神とはアマテラスのことであり、三輪の神とは大物主神である。
なんとも謎めいた歌であるが、伊勢神宮におけるアマテラスと大物主神の関係を上のように理解すれば、謎も解けるのである。
第11章　物部氏の陰謀とは？
　以上の推論についてトートに聞いてみる。

　伊勢神宮と天皇家が表でアマテラスを祀り裏で密かに大物主神を祀るというのは、真実に近いが、大きな違いがひとつある。
　それは、裏で密かにやっているのは、大物主神を祀っているのではなく、封印しているのである。「心の御柱」の儀式を行なうことで大物主神、つまり龍型シリウス人を封印しているのだ。
あなたが龍型シリウス人から聞いたように、あるいは浅川氏の本に書かれていたように、龍型シリウス人はネガティブなオリオン人によって三輪山に封印された。
　物部氏はオリオン人とつながっていて、その霊力によって封印することができたのだ。
　もちろん龍型シリウス人が言っていたように、自らの恐怖心で自縛していたという面はある。ただ、そのきっかけを作ったのは、物部氏とオリオン人の霊的な力なのだ。
　その後も天皇家では宮中でこの儀式が密かに続けられた。
　その伝統は天武天皇が伊勢神宮を造った後は、内宮で密かに続けられることになった。それが「心の御柱」の儀式だ。それが秘中の秘である理由がわかっただろう。
大物主神を封印しているなどと太っぴらにはとても言えたものではない。だから秘中の秘なのである。
　大嘗祭でも同じ儀式が行なわれている。
また鎮魂祭という形で、宮中や、島根県の物部神社、奈良県の石上いそのかみ神社、新潟県の弥彦いやひこ神社で今でも行なわれている。その儀式によって、さまぎまなものの霊を封印しているのだ。
ということは、物部氏の物は「もののふ」の物じゃなくて、「物の怪（もののけ）」の物だったということだ。
これで、2010年2月に奈良に行ったときに、どうして石上神宮に行きづらかったのかわかった。物部氏が始めたさまざまな封印の儀式について、私が暴いていくことを彼らはわかっていたのだ。たぶん、私が交信している相手を見てわかったのだろう。だから、石上神宮に行きづらかったのだ。ということは、石上神宮には今でもあのときのオリオン人たちがたむろしているのだろうか。
あの龍型シリウス人（大物主神）は、物部の伊香色雄とオリオン人によって封印されていた。
彼らは1700年間もの間、封印されていたことを考えると、物部氏に対して怒りに近いものを覚える。その後も今に至るまで封印の儀式を続ける内宮とは何なのか。おそらく石上神宮がそうであるように、今でもオリオン人とのつながりがあるのだろうか。
鎮魂祭という名で行なわれる封印
ここで鎮魂祭とはどういう儀式なのかというと、宮中で新嘗祭の前日の11月22日に天皇の鎮魂を行なう儀式のことである。天皇の魂の活力を高めるための儀式と考えられているが、その意味は後で説明したい。
鎮魂の儀では、宇気槽（うきふね）という箱を伏せ、その上に女官が乗って桙で宇気槽の底を10回突く
？戸院れしたときに、天細女命が槽に乗って踊ったという伝承に基づくとされる。
　鎮魂の儀の後、天皇の衣を左右に川回振る「魂振の儀」が行なわれる。これはニギハヤヒが十種の神宝を用いた呪法に由来するとされる。『先代旧事本紀』には、ウマシマジが十種の神宝を使って神武天皇の心身の安鎮を祈ったとある。やはり、ここにも物部氏が関連していたの
だ。トートによれば、これも封印の儀式ということになる。
鎮魂とは、本来どういう意味かというと、恨みを持って死んだ人の霊が崇るのを恐れた人たちが、その御霊を鎮めるために行なうものである。怒りや恨みを抑え込むということは、封印するということだ。
神武天皇の心身の安鎮を祈ったということは、逆に言えば、恨みや怒りを持って死んだ人たちを封印することで、神武天皇の心身に悪い影響が及ばないようにしたということである。神武天皇に対して恨みを抱いて死んだ人が大勢いて、それを知っているからこそ、彼らの崇りを神武天皇は恐れ、その人たちの霊を鎮める（鎮魂する、封印する）ことが必要だったのだ。
そういう鎮魂の儀式を宮中や石上神宮、物部神社、弥彦神社では今でも毎年行なっている。
ということは、逆に言えば、この儀式を行なう人たちが過去にいかに恨まれたか、そして彼らがいかにその恨みを恐れたか、ということを如実に表している。
第12章　外宮造営に隠された謎
　伊勢神宮に関するもうひとつの謎は、天照大神を祀る外宮げくうが存在する理由である。
（アマテラス）を祀る内宮ないくうに対し、豊受大神とようけおおかみ、単純に考えて、なぜ外宮というものがあるのだろうか。アマテラスを天皇家の祖神とするというのが天武天皇の伊勢神宮造営の目的なら、なおさら外宮の存在意義がわからないことになる。豊受大神という神の存在意義が今一つ不明確なのだ。
　延暦23年（804年）に編纂された社伝『止由気宮儀式帳』によれば、こうである。
　雄略天皇22年、天皇の夢に天照大神が現れ、「自分一人では食事が安らかにできないので、丹波国の等由気大神（とようけのおおかみ）を近くに呼び寄せるように」と神託したので、同年7月7日、内宮に近い山田の地に豊受大神を迎えて祀ったとある。
　雄略天皇というのは第21代天皇で、5世紀中ごろの人とされる。
　ここで丹波国に豊受大神が元々祀られていたのは、例の籠（この）神社である。海部氏が歴代宮司を務め、海部氏系図が伝えられていた神社だ。
　実はここには天照大神も伊勢に遷うつる前に一時的に祀られていた。なので、籠神社には一時期、両大神が祀られていたのだ。
　正確に言うと、現在の籠神社のある場所ではなく、籠？神社から400メートルほど離れたところにある境外摂社の真名井（まない）神社のあるところで、真名井原（まないはら）の地と呼ばれている。
　ここに豊受大神が鎮座し、与佐官（よさのみや）と称されていた。そこへ天照大神が第10代崇神天皇のときに遷ってきた後、第11代垂仁天皇の時代に伊勢へ遣った。さらに、第21代雄略天皇のときに豊受大神も伊勢へ遷った。
現在、真名井神社には拝殿の真に磐座がふたつある。右の磐座主座は豊受大神を主祭神とし、左の磐座西座は天照大神を主祭神とするとのことだ。伊勢へ遷ったはずなのに、まだ主祭神というのも解せない。なにか裏があるような匂いがする。
磐座とは古代人が高次の霊的な存在と交信した場なので、豊受大神というのは実在の生命体であった可能性が高いと思う。龍型シリウス人とはまた別の生命体なのだろうか。
籠神社の社伝によれば、天照大神と豊受大神が遷った後、真名井原から現在の地へ神社を移し主祭神を彦火明命（ヒコホアカリ）とし、籠宮（このみや）と名前を変えたとのことである。
社家の海部氏の祖がヒコホアカリである。
籠神社のホームページには名前の由来について、次のように書かれている。
　當社の古伝承で、別名を彦火火出見命とも云われた御祭神彦火明命が、竹で編んだ寵船に乗って、海の彼方の海神の宮（これを龍宮とか、常世とも呼ぶ）に行かれたとの故事で、社名を籠宮と云うと伝えられている。因みに籠は、日本の古代音では「コ」と発音されていた。
　當宮の東方海上二〇粁に、彦火明命が最初に天降ったと伝えられる冠島があるが、この島の事を国宝海部氏系図では、一名を常世島、又は息津島とも云うと出ている。
ということである。
　竹で編んだ籠船とは、龍型シリウス人の宇宙船のことだろうか。それに乗ってさらに大きな母船まで行った話を海神の宮へ行った話として伝えているのだろうか。それにしても、籠（かご）という字が竹冠に龍（りゆう）と書くというのも偶然とも思えない。本来はたぶん龍が乗った宇宙船が先で、それを字にしたのが籠（かご）という字なのだろうか。
　ここで、『記紀』では、彦火火出見と彦火明命は別の神である。彦火火出見（ホホデミ）は　
？㌍約門㍗絹州㌍”㍍絹アカリ）は。。ギの兄である。各家に伝わる伝承は少しず　24。
　彦火明命は冠島に最初に天降ったということから、海部氏の初代は冠島に渡来したと考えていいと思う。籠神社には前漠鏡（2050年位前のもの）と後漠鏡（1950年位前のもの）が神宝として伝わっていることを考えると、初代は後漠の時代（25年～220年）のどこかで渡来したと考えられる。
　その人（あるいは複数の人）が後々、彦火明命という神に神格化されたのだろう。これは他の渡来系部族でも同じで、アマテラス族がニニギを神とするのも同じことだと考えられる。
　以上から言えることは、おそらくこういうことだろう。
　縄文時代、縄文人が真名井原の地にある磐座で、ある生命体と交信し、それを神として祀っていた。時代がくだり、彦火明命を祖とする海部氏がこの地に渡来した。海部氏はしばらく縄文人のやり方に従っていた。
　そして、おそらく彦火明命か、あるいはその子孫のだれかが、龍型シリウス人の宇宙船に乗るという体験をしたのではないだろうか。あるいは縄文人にそういう伝承があったのかもしれない。
それを彦火明命の話にしたのかもしれない。ただ、その後、縄文人の血が薄れ、実際に交信する者はいなくなり、単なる伝承のみが残った。
　さらに時代が過ぎた。崇神天皇の時代になり、宮中から出された天照大神がこの地へ違ってきて、垂仁天皇の時代に伊勢へ違った。その後、雄略天皇のときに豊受大神も伊勢へ遣った。
ただ、この豊受大神は縄文人が祀っていた神とはまったく異なる神である可能性が高い。
　その後、祖神である彦火明命を祀る籠神社が現在の地に建てられた。
　この地の大ざっばな歴史はこういったところだろうか。
　ここで、天照大神や豊受大神が「遣うつる」とはどういうことかというと、それらを象徴する御神体が遷るということである。天照大神の場合は、？八柊鏡（やたかがみ）ということになる。
それが崇神天皇によって三輪の宮中から出され、倭国笠縫邑を経て真名井へ来て、その後、伊勢へ遷ったということだ（当時は実際にはアマテル神を象徴していた）。
　それでは外宮の御神体は何かというと、それがよくわからない。どこにもはっきりと書かれていないのだ。ただ、これもどうも「八爬鏡」と同じく鏡である可能性が高いようだ。それが何であるにせよ、雄略天皇のときに真名井から伊勢へ遷されたということになる。
　では、その御神体は真名井へはいつ来たのだろうか。それとも元々あったのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　また、どうして伊勢へ遷されたのだろうか。　
？ただし、
ら出さ約た。
いた。
量霊神の御神普嘉呼の萱の真吾トトトヒ芸ソヒメ）を祀ったものである。
前にお話した蛮に、茸は蛋完姦る要た墨員をトヨ（ヤマトトトヒモモソヒメ）
真に殺した。崇り姦れた寿は、等量墓量り、芸申に穿たちの霊を封印した。
茸は強い霊力を持っていたトヨの集り姦れ、トヨを警ようになった。集り神を誓と
は、慰撫訪ぷ）㌫、鏡蔵書ことであ莞それ揺封印書ぬに等しい。
また崇神禁書叢崇岩恐わ、蓋の費の豊郷太姫命にアマテルを誓ことを許し
豊謝菜姫療とよすきいりびめのみことは宮中還祀ることを許きれず、御神体（八爬鏡等）とともに宮中か
各地を遍歴した至、警継いだ倦寿命が孟を遍歴し、最終的に伊勢に落ち着
途中遠雷茸社に移靂瞭に、芸事宮中にあ宗トヨ嘉る御神体も籠神社へ移さ
鵜、婁霊神冨拳つ謡おかみ）義春誓」とにした。芸は当地で元々琶れていた
豊震嬢禰冨逮つけひめのかみ）や葦資莞神冨よう芸め）などと習合する形をとる
ことが容易だったことによる申
さらに、東武茸豊が伊勢神宮を建てる繚駕細密粁寮〉濁漆滞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　　　　×小夜抑“
龍神拙から豊愛犬神を祀る御神体を移した。その結果、外宮でトヨを祀ることになった。
　このように伊勢神宮では内宮で架空の神アマテラスを祀り、心の御柱の儀式を通して、大物主神を封印する。きちに、外宮では集り神であるトヨの？集りを恐れて、トヨを祀るということが天武天皇の時代より1300年にわたり執り行なわれているのである。
　元をただせば、？こ軌ちはヤマト王権を造った？神武ハ襲神）天皇のときに始まったことである。
　おそらく今では儀式が生まれた背景も、その理由も忘れ去られてしまったに違いない。
　豊受大神は卑弥呼の跡を継いだトヨのことで、その霊力を恐れた崇神天皇が封印するために祀っていたのが始まりということだ。
　それが、アマテル（の御神体である八爬鏡）が籠神社へ遣った際に、宮中から出され、籠神社へ遷った。
　アマテルは伊勢へ遣り、その後、天武天皇により天照大神とされて内宮に祀られる。
　さらに、豊受大神も伊勢へ遣り、外宮に祀られた。これが内宮と外宮にそれぞれ天照大神と豊受大神が祀られている経緯ということだ。
　いずれにしても、元をただせば崇りを恐れた神武（崇神）天皇が始めたことが、1700年近く経った今もなお行なわれている。驚くべきことだ。
第13章　トートから日本人へのメッセージ
ムーの生き方を守ってきた縄文人の生き方をしっかりと伝えたい。自然とつながって生きるということがどういうことか。
あなたはハワイに行ったときのことを覚えているか。
太陽のあふれんばかりの生命エネルギーを感じただろう。それは高貴で父的なエネルギーだ。
古代の人はそこに神を見た。
大地のもつ滋養と癒しのエネルギーを感じただろう。
あれは、母のエネルギーだ。
この二つが基本だ。
古代人はこれに感謝し、任せ、一体になっていた。
大いなる安心感と満足感を感じ生きでいた。ネイティブ・アメリカンも同じだ。
　こういうことをしっかりとわかってわかってほしい。
本書で日本の古代史真実を明かした理由は、封印されている人たちや恨みのエネルギーがあり、解放する必要があるからだ。真実を知るものはそれを明らかにすべきである。それによって、解放されるものがたくさんある。
　神社も本来の祭神を明らかにすべきだ。天照大神ではないことはわかっているはずだ。
　古代の人は心を洗って山の頂に行き、神とつながったものだ。心を洗うということをやってほしい。
そうすれば山の神ともつながれるし、太陽や大地ともつながれる。風や川の流れとも、さまぎまな生命とつながれる。そういうことを思い出してほしい。
　自然の美しきを感じてほしい。あらゆるところに生命エネルギーがあふれている。
　それがみな生命エネルギーの源の現れなのだ。神の現れだ。すべてが神なのだということを感じてほしい。
大いなるすべての一部。
自分もその一部だと直感すること。
それがとても大切だ。
　心を洗うこと。今の人はぞれができていない。心を静かにし、さらに余分なものを洗い清める。
　それには生命エネルギーを体内に呼吸で吸い込んでくる。戸外の空気のきれいなところでやる。気の良いところでやる。それが心を洗うということだ。
　そうすれば情報は流れ込んでくる。何も苦労はいらない。洗い清めていないと入ってこないのだ。
神社の境内は清浄なところが多い。それは心を清めることを意識しているからだ。そういう場を作ろうと努力している。神社の境内や、大きな杉の並び立つところがいい。
あなたもそういうところを選んで心を清めることをしたほうがいい。あるいは、海岸ｍ浜辺の風と砂浜が浄化の作用がある。
　海そのもののもつ生命エネルギーが洗い清めてくれる。ハワイ島はそういう意味ですばらしいところだ。
あなたもそれはわかっただろう。
あそこでは太陽が神々しかっただろう。
アマテラスは架空の存在だといったのは太陽神を表してはいないからだ。通常、太陽神を表す神の場合、それとつながると本当に太陽そのものとつながり、交信したり、生命エネルギーをいただくことができる。大地の神もそうだ。海の神もそうだ。
ところがアマテラスはそういう存在ではない。それを崇めたところで、なにもない。
縄文人が太陽を崇めていたときには、本当に太陽そのものとつながっていた。アマテラスはそういう存在ではなく、架空の存在で、神話の中にしか登場しない。神社で祀ってあっても、そこで太場につながるわけではない。
それに対して、スサノオは架空の存在ではない。実在の人物をモチーフにしている。朝鮮半島から渡来した人で、出雲を征服した。彼はオリオン人とつながっていたので、その後、スサノオを祀る神社はオリオン人とつながる可能性があった。スサノオを祀る神社のすべてがそうだというのではない。形骸化している神社がたくさんあるので、なにもないところがほとんどだからだ。ただ中には、オリオン人とつながるところもある。そこは雰囲気でわかる。威圧的な感じのするところだ。厳しい雰囲気がある。
　あなたがディアナと呼ぶ女性的な存在は、あなたも知っているが、観音菩薩でもある。世界各地で、水の女神や月の女神としで把握されている。日本では、瀬尾律姫（せおりつひめ）や白山姫と把握されていた。縄文人は、そういう女神と実際につながっていた。
　神社によっては山が御神体というところがある。三輪山がぞの例だ。あなたも知っているが、三輪山が御神体になっているのは、その頂上で神とつながることができたからだ。昔はそこにある磐座にカがあって、そこで祈りを挙げることでつながると考えられていた時期もあった。
過去世のあなたは磐座を使うことはしていなかったか。
　日本各地に山が御神体だったり、磐座が神聖な場であったりした。そういうところがパワースポットで、上とのエネルギーの流れがあり、神とつながりやすくなっていた。そこに神社が建てらたところもある。
縄文の人たちは山や磐座、巨木、滝、火口、その他のパワースポットを神聖な場として、そこで神とつながっていた。ネイティブ・アメリカンもハワイアンもそうだった。
縄文時代から弥生時代に入ると、渡来人たちが全く異なる宗教感をもたらした。彼らは自然の中に神を見るということをしなかった。彼らにとって神とは偉大な祖先の王たちだった。祖先の王たちは神格化されていた。神格化される際に、太陽神や天地創造紳と同一化あるいは、その子孫とされた、現実の王もそういう神の正当な後継者ということで神とみなされた。
彼らにとって重要なことは自らを神の子孫であるとすること。そうすることで、そうではない他民族を征服し、支配することができた。その辺はユダヤ教やキリスト教、イスラム教などと同じ発想だ。選民思想であり、自分と他者を区別し、征服的で、支配的で、非常にネガティブな教えである。日本古来の神道というものがあるとするなら、それは縄文時代に一般的だったものの見方、考え方、生き方である。それはムーの生き方そのものである。
アマテラスを祀る今の神道は、天武天皇に始まるものだ。それは古来の神道とは全く異なるものである。古事記、日本書記の編纂は、アマテラスにつらなる天皇家の出自の正当性をゆるぎないものにすることが目的だった。その他の古代の氏族に伝わる伝承をすべて差し出させ、天皇家の思惑通りに書き改めさせた。その際に、山や野に隠れた者たちもいた。その過程で多くの氏族の恨みをかうことになった。その祟りを恐れ、その鎮魂の儀式をいまだに続けている。
さらに言えばもっと古代にアマテラス族が出雲や縄文人の国々を征服してヤマト王権を確立していく過程で、多くの人々の恨みをかっている。また、崇神天皇はトヨと多くの巫女たちを殺し、箸墓古墳に封印した。大物主神を物部氏の霊力で封印し、いまだに内宮で心の御柱の儀式を続けている。トヨの祟りを恐れて、豊受大神として外宮でいまだに祀っている。
こういう儀式を止め、封印を解き、閉じ込められた人々を解き放つべきである。日本人は古来よりムーの生き方を守ってきた民族だ。今でもその伝統は息づいている。それは何も原始生活をしろというのではない。ハイテクを使うことは全く問題ない。大切なのは心の持ちようだ。大自然を大切に思うこと。自分がその一部であり、大自然そのものだということを心の底から感じることだ。そうすれば、自ずと自然を大切に思うだろうし、実際の行動としても自然と共存するような生き方をとるようになるだろう。そんなに難しいことを言っているのではない。まず、簡単なことから始めたらいい。
日々、太陽の光を思いっきり浴び、太陽の滋養、恵み、温かさ、高貴さ、英知、父的な威厳を感じてみよう。そして太陽に感謝する。「ありがとう」と心の中で思うのだ。そうすれば、太陽も応えてくれるだろう。
道端に咲く花や、木々を見て感謝し、会話してみる。想像でいい。「ありがとう」と心の中で思うのだ。そうすれば、花や木はきっと微笑んでくれるだろう。戸外を歩きながら、大地を感じてみる。できれば公園やオープンスペースがいい。大地の安定感、大きさ、ありがたさ、恵み、優しさを感じ、感謝しよう。「ありがとう」と心の中で言ってみよう。大地が応えてくれるだろう。
大切なことは、自らが大きな自然、宇宙につながっている存在で、その一部だと感じること。さらには、自分が大自然、大宇宙そのものだと感じることである。
そうすれば、大きな安寧と安らぎ、満足感を得られるだろう。不安や心配、恐れは微塵もない。そういう心を得ることができるだろう。
それがアセンションである。
今、必要なことはムーの生き方を思い出すこと。日本古来の生き方を思い出すことである。それは日本人が世界の先駆けとなってなすべきことであり、それが世界の人々のアセンションにとって大きな手助けになるのだ。
日本人にはそういう力がある。世界の人々に道を示すという役割があるのだ。
おわりに
　今、この本を書き上げ、少しほっとしているところだ。
　本書では、『記紀』によって間違って伝えられた歴史を正し、古代史に秘められた謎を解くということを少しばかりやった。
　まだまだいろいろなことが明らかにされなければならないと思う。
　万貴さんが言うには、「上はマスに弥彦神社に行ってほしいみたい」とのことだ。どうもそこにはまた私に関連する何かがあるようなのだ。
新潟県にある弥彦神社には天香山命（あめのかぐやまのみこと）が祀られている。天香山命はアメノホアカリの息子で、尾張氏の祖とされている。
『先代旧事本紀』がニギハヤヒとアメノホアカリを同一神としたため、こギハヤヒの息子であるウマシマジと異母兄弟にさせられている。
本書で明らかにしたように、ニギハヤヒとアノホアカリは同一神ではない。
がする。ぜんぜん別の家系なんだからいっしょにするな、と怒っているような感じだ。
　天香山命が尾張ではなく、新潟の地で亡くなり、そこに祀られているのも不思議だ。
　実は同じことがウマシマジにも言えて、彼も石見国（島根県西部）で亡くなり、同国にある物部神社に祀られている。
　両者とも崇神天皇に仕えて各地で戦い、ヤマト王権成立に一役かったと言われている。ただ、本書で指摘したように、それは歴史的事実ではなかった可能性もある。
　それではなぜ大和から遠い地でふたりは最期を迎えたのか。
　そういえば、物部神社と弥彦神社では、宮中と石上神社と同じように鎮魂祭が執り行なわれている。これは、ふたりを封じ込める儀式だったのだろうか。そうだとしたら、皮肉だ。ウマシマジは自らの子孫を詐称する物部伊香色雄の作った儀式で封印されたことになる。
　事の真相は、弥彦神社に行けば、分かるような気がしてならない。
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